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付録 中山間部における多様な給水方法の検討 

 

本検討では、中山間部を対象に、気象、地形などの自然条件、集落特性を表

す社会条件などから地域類型区分を設定し、その区分ごとに経済的かつ合理的

な給水方法を整理する。  

なお、本資料は、平成 30 年度厚生労働省委託「人口減少地域における多様

な給水方法の検討に関する調査」において実施した中山間部における多様な給

水方法の検討結果を基に一部数値の修正等を行ったうえでまとめたものであ

る。  
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1.1 平成 30 年度調査で検討したコスト縮減方策 

平成 30 年度調査では、多様な給水方法の検討に先立ち、平成 29 年度調査成

果の多様な給水方法について、コスト縮減方策を検討した。検討に当たっては、

廉価配管の適用や水質検査の省略などの各費用項目についてコスト縮減方策

を検討し、給水方法における縮減幅を積算する。平成 29 年度調査成果の各給

水方法を表 1.1.1 に、検討における前提条件を表 1.1.2 に、それぞれ示す。   

表 1.1.1 平成 29 年度調査における給水方法 

 給水方法 

給水方法 1 浄水施設（消毒あり）＋通常配管 

給水方法 2 浄水施設（消毒あり）＋廉価配管 

給水方法 3 
①ボトル水宅配 

②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管 

給水方法 4 
①ボトル水宅配 

②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし） 

給水方法 5 近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり） 

給水方法 6 給水車による水道水の運搬給水 

 

表 1.1.2 本調査におけるコスト縮減方策の前提条件  

項目  条件  

給水人口  

（表 2.1.1 に同

じ）  

現在  10 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

65 人  56 人  48 人  41 人  35 人  30 人  26 人  

33 世帯  28 世帯  24 世帯  21 世帯  18 世帯  15 世帯  13 世帯  

給水期間  60 年間（現在を基準として 10 年毎にコスト試算）  

給水量  200 L/（人・日）  

宅配給水  2 L/（人・日）  

管路  

配水管の口径選定において、消防水利の基準（昭和 39 年 12 月 10 日総務省消防庁

告示第 7 号）に基づく消火用水の確保は考慮しない。  

管路更新費は、平成 29 年度調査において、平成 22 年度調査の費用関数を用いて

いるため、国土交通省「建設工事費デフレータ」により平成 29 年度を基準年とし

て現在価値化して比較する。  

水源  

本章においては、近傍水源の新設や取水・導水に係るコストは、平成 29 年度調査

とのコスト比較の観点から、平成 29 年度調査と同様に既存の水源、取水設備及び

導水設備を利用する前提に従い、考慮しない。  

水質検査費  
全項目検査を行っている給水方法では、水道法の適用を受ける水道事業と、水道法

の適用を受けない飲料水供給施設等の 2 つのケースの場合について検討する。  
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（１）コスト縮減が可能な費用項目 

① 運搬給水（給水方法 6）  

平成 28 年度調査では、「将来、過疎化の進行等により、集落の規模が数戸

（数世帯）となったような状況下であって、管路からの漏水事故等が多発し

て管路による常時給水が困難となった場合」の給水方法の選択肢の一つとし

て、「②給水車による運搬給水」を挙げている（出典：平成 28 年度報告書，

P.7）。 

 

そして、平成 29 年度調査では、運搬給水について、給水期間 60 年間にお

ける具体的なコストを試算している。試算では、給水車の購入費、運搬給水

の体制に基づく給水車の運転手給与（60 年間一律）のほか、給水車の耐用年

数を 7 年（補足）として更新した場合の更新費用を算出している。そこで、本調

査では、給水車の運用実態を踏まえ、供用期間の延長による更新費用の削減

と、人口減少を考慮した運搬給水の体制の見直しによるコスト縮減を提案す

る。  

 

（ 補 足 ） （ 一 社 ） 日 本 自 動 車 工 業 会 「 2015 年 度 乗 用 車 市 場 動 向 調 査 」

（http://release.jama.or.jp/sys/news/detail.pl?item_id=1798，2016 年 3 月）の

「III．購入状況」によると、「前保有車の保有期間は 6.9 年。前保有新車では 7.5

年、10 年超の長期保有者が 25％を占める。」とあることから、平成 29 年度調査

では、この保有期間を参考に、給水車の耐用年数を 7 年としている。  

 

まずは、給水車の運用実態に鑑みて、給水車の供用期間は、概ね 15 年～20

年程度であることから、本調査では使用年数の上限を 20 年として試算する。

また、給水車の限界走行距離については、明確な基準が存在しないことから、

本調査では、累積走行距離が 40 万～50 万 km に達したときに更新するもの

とする。従って、給水車の更新は、  

ア．使用年数が 20 年に達すること。  

イ．累積走行距離が 40 万～50 万 km に達すること（累積走行距離の計算

は 5 年毎とする）。  

のどちらかの条件を満たすこととする。  

 

また、給水車の更新条件を、平成 29 年度調査よりも長期に設定したことに

伴い、運用にあたっては、給水車の維持修理費を毎年計上するものとする。

維持管理費の計算は、日本建設機械施工協会「平成 30 年度版 建設機械等損

料表」における「散水車」の「標準使用年数（年）」及び「維持修理費率（%）」

を準用し、1 年間当たりの維持修理費として平準化して積算する。建設機械

等の損料計算では、「維持修理費率（%）」と「年間管理費率（%）」の両方
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を計上するのが一般的だが、本調査では、年間管理費率は、運搬給水の有無

に関わらず、災害等緊急時のために給水車を購入することから、水道事業者

が負担するものとして、運搬給水の費用には計上しないものとする。1 年間

当たりの維持修理費は、以下の条件に基づき算出するものとする。  

 

ウ．基礎価格  = 10,000 千円（給水車費用に同じ）  

エ．標準使用年数  = 12 年（出典）  

オ．維持修理費率  = 35 %（出典）= 0.35 

カ．1 年間当たりの維持修理費  =｛（ウ）×（オ）｝÷（エ）  

 = { 10,000 × 0.35 } / 12 

 = 292 千円/年 

 

（出典）日本建設機械施工協会，平成 30 年度版  建設機械等損料表，項目「散水車」 

 

次に、運搬給水における給水車の走行距離を算出し、給水車の更新時期を

算出する。人口減少地域において運搬給水を行う場合、給水期間の経過に伴

う世帯数の減少を考慮した運搬給水の計画（スケジュール）を立案し、その

計画における走行距離や供用年数を考慮する必要がある。運搬給水の計画は、

以下の条件に従って立案する。  

 

キ．運搬給水 1 回当たりの走行距離  = 30 km 注 1 

ク．給水車の移動速度  = 30 km/h 

ケ．運搬給水 1 回あたりの移動時間  = （キ）÷（ク）= 1 時間  

コ．給水車への補水にかかる時間  = 15 分 

サ．給水車のタンク容量  = 4 m3（出典）  

シ．1 世帯 3 日当たりの給水量注 2 = 200 L/（人・日）× 2 人 × 3 日  

 = 1.2 m3/日 

ス．運搬給水 1 回当たりの給水世帯数  = （サ）÷（シ）≒ 3 世帯  

セ．1 世帯当たりの給水時間  = 15 分（1.2 m3 給水時） 

ソ．運搬給水 1 回当たりの所要時間  =（ケ）+（コ）＋（ス）×（セ）  

 = 2 時間（3 世帯給水時）注 3 

タ．X 世帯における運搬給水回数  = X ÷ 3（小数点以下切り上げ） 

チ．X 世帯への運搬給水所要時間  =（ソ）×（タ）  

（例：14 世帯の場合  = 2 時間  × 5 回  = 10 時間）  

 

（注 1）運搬給水を実施している実際の事例を参考とし、給水車への補水地点から運

搬給水を行う地域までの往復 1 回当たり延べ走行距離とする。  
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（注 2）給水は滞留すると残留塩素濃度が減少することから、受水タンク内の水は、

満タンから 3～4 日で入れ替わるものとする。従って、各戸における運搬給水

1 回当たりの給水量は 3 日分を上限とし、給水頻度は 3 日に 1 回とする。  

（注 3）給水が 3 世帯以下の場合においても、需要者による給水の追加希望への対応

や給水車の準備などの時間を考慮し、一律 2 時間とする。 

（出典）平成 28 年度調査，資料編 1-2 及び資料編 9-1 

 

最後に、運搬給水の体制の見直しを検討する。平成 29 年度調査では、運搬

給水における給水車の運転手 1 人当たりの給与について、年間労働日数（出

勤日数）240 日と年間休日 125 日を含めて 5,000 千円/年・人（ツ）としてい

る。本調査では、人口減少に伴う水需要及び運搬給水回数の減少を考慮して、

前述の運搬給水の計画に基づき、運搬給水に従事する時間に対して給与を算

出することとする。従って、平成 29 年度調査のような運転手の人数分の給与

ではなく、運搬給水に従事する時間に対しての給与とする。なお、平成 29 年

度調査における運転手給与の時間換算を以下（テ）のとおりとする。以上よ

り、運搬給水の計画を表 1.1.3 に、その計画に基づく給水車の更新時期と種々

のコスト試算の結果を表 1.1.4 に、それぞれ示す。なお、表 1.1.3「運搬給水

の計画」内の（（片仮名））は、（ア）～（ナ）のパラメータであることを

示す。  

 

ツ．運転手 1 人あたりの給与注 1 = 5,000 千円/年（出典）  

テ．運転手 1 時間あたりの給与  = （ツ）÷ 365 ÷ 8 注 2 

 ≒1,712 円/時間  

ト．年間運搬給水日数（例：10 年後）  = 244 日注 3 

ナ．運転手 1 年間当たりの給与  =（チ注 3）×（テ）×（ト）  

例：10 年後の場合  = 10 時間 /日  × 1,712 円 /時間  × 244 日  

= 4,177.3 千円 /年（百円単位切上げ） 

 

（注 1）1 年間（出勤日数 240 日＋年間休日 125 日）に対する給与である。  

（注 2）1 日の労働時間を 8 時間とする。 

（注 3）算出方法は次頁の表 1.1.3 参照。 

（出典）平成 29 年度調査，第 3 章（P.22）及び付録付属資料 1 
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表 1.1.3 運搬給水の計画（運搬給水 1 回当たりの試算条件：3 世帯へ 3 日分を給水：1.2 m3(シ )，  

走行距離 30 km(キ )，所要時間 2 時間 (ソ )）  

 

世帯数  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 

年間  

走行距離  

（km/年）  

運搬給水

所要時間  

(チ ) 

10 年後  

28 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4 回目  5               
36,600 

年間給水日  

244 日 (ト ) 

10 時間  

2 日目                1 回目  2 回目  3 回目  4 回目  5 10 時間  

3 日目                              休み  

20 年後  

24 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4 回目                  
29,280 

年間給水日  

244 日 (ト ) 

8 時間  

2 日目              1 回目  2 回目  3 回目  4 回目      8 時間  

3 日目                              休み  

30 年後  

21 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4 回目                  
25,620 

年間給水日  

244 日 (ト ) 

8 時間  

2 日目              1 回目  2 回目  3 回目         6 時間  

3 日目                              休み  

40 年後  

18 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目                     
21,960 

年間給水日  

244 日 (ト ) 

6 時間  

2 日目           1 回目  2 回目  3 回目            6 時間  

3 日目                              休み  

50 年後  

15 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4 回目  5 回目               18,300 

年間給水日

122 日 (ト ) 

10 時間  

2 日目  

3 日目  
                            休み  

60 年後  

13 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4 回目  5                18,300 

年間給水日

122 日 (ト ) 

10 時間  

2 日目  

3 日目  
                            休み  

表 1.1.4 給水車の運転手労働時間及び累計走行距離（単位：万 km）における 

給水車の運用コスト（単位：千円） 

使用年数  10 年後  15 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

運転手年間労働時間

（時間）（ (チ )×(ト )）  
24,400 ―  19,520 17,080 14,640 12,200 12,200 

給水車 1 台目  

（15 年使用）  
36.6 

51.2 

(更新 ) 
     

給水車 2 台目  

（15 年使用）  
 

16 年目  

購入  
14.6 

40.3 

(更新 ) 
   

給水車 3 台目  

（20 年使用）  
   

31 年目  

購入  
22.0 

40.3 

(更新 ) 
 

給水車 4 台目  

（10 年使用）  
     

51 年目  

購入  
36.6 

給水車購入費注  

（千円） (ウ ) 

10,000 

(1 台目 ) 
―  

10,000 

(2 台目 ) 
0 

10,000 

(3 台目 ) 
0 

10,000 

(4 台目 ) 

維持管理費注  

（10 年間，千円） (カ ) 
2,920 ―  2,920 2,920 2,920 2,920 2,920 

運転手給与  

（10 年間，千円） (ナ ) 
41,773 ―  33,419 29,241 25,064 20,887 20,887 

（注）10 年毎に計上する。例えば、使用年数 15 年後に発生した費用は、使用年数 20 年後に計上する。

また、更新にあたっては、給水車の残存価値分は考慮しない。  
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図 1.1.1 運搬給水における総額コストの累計（給水方法 6・運搬給水）  

 

 

  

表 1.1.5 コスト縮減の方策に基づくコスト試算の結果（給水方法 6・運搬給水） 

給水期間 10年後 20年後 30年後 40年後 50年後 60年後 

給水世帯 28 世帯 24 世帯 21 世帯 18 世帯 15 世帯 13 世帯 

平成 

29 年度 

調査 

10 年間 
運搬給水 20,000 10,000 20,000 10,000 20,000 10,000 

運転手給与 37,500 37,500 37,500 37,500 37,500 37,500 

総額 (累計 ) 57,500 105,000 162,500 210,000 267,500 315,000 

コスト 

縮減後 

10 年間 
運搬給水 12,920 12,920 2,920 12,920 2,920 12,920 

運転手給与 41,773 33,419 29,241 25,064 20,887 20,887 

総額 (累計 ) 54,693 101,032 133,193 171,177 194,984 228,791 

（増減率） -5 % -4 % -18 % -18 % -27 % -27 % 

（単位：千円） 
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② 管路更新費（HIVP・浅層埋設，給水方法 2 及び 3）  

水道管路は、近年、水道事業におけるアセットマネジメントの実施が拡大

する中で、現状の診断や老朽化の研究が進められており、本調査においても、

それらの成果を基に管路更新費のコスト縮減について検討する。そこで、

HIVP（耐衝撃性硬質塩化ビニル管）は、平成 29 年度調査では「初期投資後

30 年使用」であるが、以下の検討に基づき、「初期投資後 60 年使用」と、

従来よりも長期に設定し、コスト縮減について試算する。  

 

そこで、HIVP（耐衝撃性硬質塩化ビニル管）は、平成 29 年度調査では「初

期投資後 30 年使用」と仮定しているが、以下の検討に基づき、より実態に即

した条件設定である「初期投資後 60 年使用」 が望ましいと判断し従来より

も長期に設定し、コスト縮減について試算する。  

 

「60 年使用」の設定については、付録参考資料 1「実使用年数に基づく更

新基準の設定例  」によると VP（硬質塩化ビニル管）は実使用年数の設定値

例として 40～60 年とされている。ここで、塩化ビニル管・継手協会では使用

中の VP の直接診断試験を基に寿命予測を行い「VP の寿命としての耐用年数

は 50 年以上」と評価していること、本調査における HIVP の設置環境が中

山間地域であり車両による繰り返し荷重の影響は極めて小さいことから、付

録参考資料 1「実使用年数に基づく更新基準の設定例」の上限値である 60 年

を用いることとした。  

 

このことから、平成 29 年度調査と比較して、給水期間 30 年間以降におけ

る管路更新費は不要となり、コスト試算の結果と概要は以下の表 1.1.6 及び

図 1.1.2 のとおりとなる。なお、管路更新費は、国土交通省「建設工事費デフ

レータ」により、平成 29 年度を基準年として換算（平成 22 年度比 108.1）

している。換算の詳細は、付録付属資料 4「デフレータによる管路更新費の

換算」を参照されたい。   

表 1.1.6 コスト縮減の方策に基づくコスト試算の結果（給水方法 2・管路更新費） 

  10 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

平成 29 年度調査  
10 年間  26,290 0 0 26,290 0 0 

総額 (累計 ) 26,290 26,290 26,290 52,580 52,580 52,580 

コスト縮減後  

10 年間  26,290 0 0 0 0 0 

総額 (累計 ) 26,290 26,290 26,290 26,290 26,290 26,290 

（増減率）  0 % 0 % 0 % -50 % -50 % -50 % 

（参考）平成 29 年度

調査における  

平成 22 年度実質価格  

10 年間  24,300 0 0 24,300 0 0 

総額 (累計 ) 24,300 24,300 24,300 48,600 48,600 48,600 

（単位：千円） 
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 図 1.1.2 管路更新費における総額コストの累計（給水方法 2・管路更新費）  
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③ 浄水装置（給水方法 1～3）  

平成 29 年度調査では、人口減少地域の現在の人口に合わせた施設規模に

基づいて浄水装置を選定し、以降 60 年間は同規模の装置を導入し続ける前

提でコスト試算を行っている。本調査では、給水人口の減少に伴う水需要の

減少を考慮し、小型浄水装置及び配水タンクの更新に合わせて給水能力のダ

ウンサイジングを行うことで、更新費用の圧縮によるコスト縮減を提案する。 

 

まずは、水需要に合わせた浄水装置の更新計画を以下の表 1.1.7 のとおり

策定する。なお、本調査の試算に用いる浄水装置及びその施設能力・費用は、

平成 29 年度調査から引用するものとし、表 1.1.8 のとおりである。  

表 1.1.7 浄水装置の更新計画（単位：m3） 

使用年数  10 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

給水人口  56 人  48 人  41 人  35 人  30 人  26 人  

1 日当たり水需要  11.2 9.6 8.2 7 6 5.2 

小型浄水装置注  

1 日当たり給水能力  

（耐用年数 20 年）  

24~48 24~48 
12 

(更新 ) 
12 

11 

(更新 ) 
11 

配水タンク容量注  

（耐用年数 40 年）  
17 17 17 17 

12 

(更新 ) 
12 

表 1.1.8 小型浄水装置（上表）及び配水タンク（下表）の設備能力及び費用  

（諸費用の出典及び算出は、付録付属資料 5「浄水装置費用算定」を参照。）  

小型浄水装置  

給水能力  
24~48 m3/日  12 m3/日  11 m3/日  

初期費用  

（薬品注入ポンプ付き）  
4,020 1,949 1,818 

年間維持管理費用  96 34 32 

備考  

 耐用年数 20 年 

 毎年点検 

 7 年に 1 回、機器類・

ポンプ類を整備（561

千円/年） 

 小型浄水装置は耐用年

数 20 年 

 薬品注入ポンプは耐用

年数 8年（292千円/台） 

 毎年点検 

 5 年に 1 回、浄水装置

を整備（45 千円/年） 

 小型浄水装置は耐用年

数 20 年 

 薬品注入ポンプは耐用

年数 8年（291千円/台） 

 毎年点検 

 5 年に 1 回、浄水装置

を整備（41 千円/年） 

（単位：千円）  

配水タンク容量  17 m3 12 m3 

初期費用  6,148 5,867 

年間維持管理費用  90 60 

備考  
 耐用年数 40 年 

 毎年点検 

 耐用年数 40 年 

 毎年点検 

（単位：千円）  
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以上の更新計画に基づくコスト試算の結果を、以下の表 1.1.9 及び図 1.1.3

に示す。なお、1 年毎のコスト試算については、付録付属資料 5「浄水装置費

用算定」を参照されたい。  

 

   

図 1.1.3 浄水装置における総額コストの累計（給水方法 1～3・浄水装置） 

 

  

表 1.1.9 コスト縮減の方策に基づくコスト試算の結果（給水方法 1～3・浄水装置） 

  10 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

平成 29 年度調査  
10 年間  12,403 2,325 6,260 2,325 12,318 2,325 

総額 (累計 ) 12,403 14,728 20,988 23,313 35,631 37,956 

コスト縮減後  

10 年間  12,403 2,325 3,458 1,582 8,813 1,256 

総額 (累計 ) 12,403 14,728 18,186 19,768 28,581 29,837 

（増減率）  0% 0% -13% -15% -20% -21% 

（単位：千円） 
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④ 受水設備（給水方法 6）  

平成 28 年度調査では、1 世帯あたりの水需要を 2 m3/日、特に盆や正月の

時期を 3 m3/日と試算して、これに水需要の日間変動や受水タンクの有効容

量を見込んで、各戸の受水タンク容量を 4 m3 としている。本調査では、各戸

の世帯人数に基づく水需要を再試算し、受水タンクのダウンサイジングを提

案する。  

 

1 世帯当たりの人数を 2 人、日平均給水量を 200 L/（人・日）とすると、

1 世帯 1 日当たりの水需要は、0.4 m3 である。また、配水は滞留すると残留

塩素濃度が減少することから、受水タンク内の水は、満タンから 3～4 日で入

れ替わるものとする。これらの条件を満たす受水タンク容量は、1.2～1.6 m3

であることから、現行の 4 m3 から 2 m3 へのダウンサイジングを提案する。  

 

受水タンクの本体費用は、平成 28 年度調査の資料編 1「小規模水道建設費

用に関するアンケート調査結果」に基づき、FRP 製受水タンク 2 m3 の費用

143 千円/基を用いる。この費用に、平成 29 年度調査と同様、設置費として

100 千円程度を上乗せして 10 千円単位で切上げたものを受水設備に係る合

計費用とし、受水タンク 2 m3 では 250 千円/基とする。なお、平成 29 年度調

査では、受水タンク 4 m3 を 500 千円/基としている。  

 

耐用年数については、受水タンクの材質が平成 29 年度調査と同じ FRP 製

であることから、平成 29 年度調査と同様に 30 年とする。  

 

以上より、受水設備のダウンサイジングによるコスト試算の結果を以下の

表 1.1.10 及び図 1.1.4 に示す。  
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図 1.1.4 受水設備における総額コストの累計（給水方法 6・受水設備）  

  

表 1.1.10 コスト縮減の方策に基づくコスト試算の結果（給水方法 6・受水設備） 

  10 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

給水世帯  28 世帯  24 世帯  21 世帯  18 世帯  15 世帯  13 世帯  

平成 29 年度調査  
10 年間  14,000 0 0 9,000 0 0 

総額 (累計 ) 14,000 14,000 14,000 23,000 23,000 23,000 

コスト縮減後  

10 年間  7,000 0 0 4,500 0 0 

総額 (累計 ) 7,000 7,000 7,000 11,500 11,500 11,500 

（増減率）  -50 % -50 % -50 % -50 % -50 % -50 % 

（単位：千円） 
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⑤ 水質検査費（給水方法 1 及び 2）  

平成 29 年度調査では、水道法施行規則第 15 条第 2 号～4 号に基づく水質

基準項目及び頻度にて水質検査を実施している。本条では、水源の状況や過

去の水質検査の結果によっては、水質検査項目の省略・回数減が可能である

（付録付属資料 3「水質検査の省略・回数減」及び以下の図 1.1.5 を参照）と

している。これに基づき、本調査における検討地域は中山間地域であり、一

般的に水質は良好な水源であると想定されることから、省略・回数減の対象

となる水質基準項目が検出されないと仮定して、水質検査の省略・回数減に

よる水質検査費のコスト縮減を提案する。給水方法 1 及び 2 については、水

道法の適用を受ける水道事業と水道法の適用を受けない飲料水供給施設等の

それぞれの場合についてコスト縮減幅を算出する。  

図 1.1.5 水質検査の省略・回数減の判断フロー  

（出典）厚生労働省，水道法に基づく水質検査，  

https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/kentoukai/dl/kensa_annai02.pdf  

 

水道法の適用を受ける水道事業の場合は、水道法施行規則第 15 条に基づ

き、1 日 1 回色及び濁り並びに消毒の残留効果に関する検査（以下、「毎日

検査」という。）を行うとともに、1～3 年目は、水質基準項目全 51 項目の

うち、一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、ジェオスミン、2-メチルイソボルネ

オ―ル、有機物（全有機炭素（TOC）の量）、pH 値、味、臭気、色度及び濁

度の 11 項目については月 1 回、その他の 40 項目については年 4 回、検査を

実施する。4 年目以降は、水道法施行規則第 15 条に基づき、毎日検査を行う

とともに、省略・回数減が可能な水質基準項目が、  
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ア．過去 3 年間の水質検査結果において不検出であること  

イ．水源がこれらの検出の原因となる環境でないこと  

の条件を前提に、省略・回数減を最大限適用した頻度にて水質検査を実施す

る。ただし、安全面の持続の見地から、3 年に 1 回の頻度で水質基準項目全

51 項目の水質検査を実施する。なお、1～3 年目の水質検査費及び 4 年目以

降水質検査の省略・回数減の根拠並びに省略・回数減の最大限適用時の水質

検査項目とその検査頻度及び水質検査費の積算根拠については、付録付属資

料 3「水質検査の省略・回数減」に示す。  

 

水道法の適用を受けない飲料水供給施設等の場合は、一般項目 11 項目検

査のみを実施する。ただし、水源水質の安全性の確認のため、初年度のみ水

質基準項目全 51 項目検査を実施する。水道事業の場合と、飲料水供給施設等

の場合における 1 年間当たりの水質検査費注を表 1.1.11 に示す。  

（注）1 回当たり検査費用の根拠や毎日検査に係る検査費用の根拠は、付録付属資料 2

「水質検査費」及び付録付属資料 3「水質検査の省略・回数減」を参照するものとす

る。  

 

なお、水質検査地点については、平成 15 年 4 月厚生科学審議会答申の「水

質検査計画について」の「2．水質検査計画に定めるべき事項」によれば、「水

道水質管理上の重要性が高い原水の監視、及び、必要に応じ、水質管理目標

設定項目の監視についても、本計画に位置付けることが望ましい。」とある。

従って、水道事業として実施する場合は、水源の水質や環境に鑑みて、必要

に応じて上記の水質検査に係わる費用を計上する必要がある。以上より、水

質検査の省略・回数減に基づくコスト試算の結果を以下の表 1.1.12 及び図

1.1.6 に示す。   

表 1.1.11 1 年間あたりの水質検査費注 

検査項目 
1 回当たり 

検査費用 

（参考） 

過年度調査 

（全項目検査） 

コスト縮減時 

水道事業 飲料水供給施設等 

毎年 3 年目まで 4 年目以降 2 年目以降 

水質基準全項目 

（全 51 項目検査） 
203,143 円 1 回 203,143 円 4 回 812,572 円 

3 年に

1 回 
203,143 円 

(初年度

のみ) 
(203,143 円) 

一般項目 

（11 項目検査） 
9,319 円 8 回 74,552 円 8 回 74,552 円 8 回 74,552 円 1 回 9,319 円 

一般項目 

+消毒副生成物 
63,300 円 3 回 189,900 円   

4 回 

(3 回) 

253,200 円 

(189,900 円) 
  

かび臭物質 15,120 円 8 回 120,960 円 8 回 120,960 円     

毎日検査 39,300 円/年    39,300 円  39,300 円   

合計（年間） 
588,553 円 

(11 項目検査：9,319 円) 
1,047,384 円 

3 年に 1 回：506,895 円 

それ以外：367,052 円 

初年度のみ：203,143 円 

2 年目以降：009,319 円 

（注）詳細は、付録付属資料 2「水質検査費」及び付録付属資料 3「水質検査の省略・回数減」を参照。 
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図 1.1.6 水質検査費における総額コストの累計（給水方法 1 及び 2・水質検査費） 

 

  

表 1.1.12 コスト縮減の方策に基づくコスト試算の結果（給水方法 1 及び 2・水質検査費）  

 
  10 年後  20 年後  30 年後  40 年後  50 年後  60 年後  

水
道
事
業 

平成 29 年度  

調査  

10 年間  5,890 5,890 5,890 5,890 5,890 5,890 

総額 (累計 ) 5,890 11,780 17,670 23,560 29,450 35,340 

コスト縮減後  

10 年間  6,137 4,097 4,097 4,236 4,097 4,097 

総額 (累計 ) 6,137 10,234 14,331 18,567 22,664 26,761 

（増減率）  +4.2 % -13 % -19 % -21 % -23 % -24 % 

飲
料
水
供
給
施
設
等 

平成 29 年度  

調査  

10 年間  5,890 5,890 5,890 5,890 5,890 5,890 

総額 (累計 ) 5,890 11,780 17,670 23,560 29,450 35,340 

コスト縮減後  

10 年間  289 94 94 94 94 94 

総額 (累計 ) 289 383 477 571 665 759 

（増減率）  -95 % -97 % -97 % -98 % -98 % -98 % 

（単位：千円） 
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（２）コスト縮減が困難な費用項目  

① 宅配給水（給水方法 3 及び 4）  

平成 29 年度調査では、民間企業が製造したボトル水を宅配給水として配

布している。本調査では、このボトル水の原料を水道水とし、水道事業の付

帯事業としてボトル水を製造することで、ボトル水の原価低減によるコスト

縮減を検討した。  

 

検討では、ボトル水の製造事業を行っている水道事業を調査した。その結

果、例えば、平成 29 年に神奈川県秦野市がボトル水の製造事業について検討

したが、種々の検討の結果、500 mL/本のボトル水の単価は約 82 円と見込ん

でおり、平成 29 年度調査のボトル水の価格（50 円/L）を下回ることは、困

難であるとの結論であった（出典）。このようなことから、水道事業の付帯事業

において、ボトル水の原価低減によるコスト縮減の提案は困難である。  

 

（出典）秦野市，平成 29 年度第 2 回行財政最適化支援専門部会，資料 4，ペットボト

ル事業庁内検討結果報告書，平成 29 年 7 月 4 日， 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1503464588623/simple/dai2k

ai_shiryou4.pdf 

 

② 管路種別（給水方法 2 及び 3）  

現在採用されている管路種別では、HIVP 管が最も廉価であることから、

更なるコスト縮減の提案は困難である。  

 

③ 管路更新費（DIP・標準埋設，給水方法 1）  

平成 29 年度調査では、DIP の実使用年数を 60 年と設定していたが、本調

査における DIP の実使用年数は、付録参考資料 1「実使用年数に基づく更新

基準の設定例」をもとに 80 年（補足）と設定した。しかし、本調査において設

定している給水期間は、前提条件にて 60 年間としているため、更新の先延ば

しによるコスト縮減の提案は困難である。  

 

（補足）付録参考資料 1「実使用年数に基づく更新基準の設定例」では、DIP の実使用

年数は「60 年～80 年」とされており、（１）②「管路更新費（HIVP・浅層埋設，

給水方法 2 及び 3）」の廉価配管と同様に上限値を採用した。  

 

また、管路口径については、平成 28 年度調査「資料編 7.管路口径選定資

料」の A 地区の事例を基に 50 mm を管路口径としており、本調査において

も水需要の条件は平成 29 年度調査と同じであることから、縮径によるコス

ト縮減は困難である。  
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④ 受水設備（給水方法 6，浄水受水費）  

浄水受水費は、水道事業により異なるため、画一的なコスト縮減の提案は

困難である。ただし、運搬給水の実態に即した費用を計上するため、浄水受

水費の見直しを以下のとおり行った。  

 

平成 29 年度調査においては、平成 27 年度の簡易水道事業平均給水単価

172 円/m3 を用いてコスト試算している。本調査では、水道用水供給事業から

浄水を受ける形態がより実態に即したものであるとして、（公社）日本水道

協会発行「水道統計「平成 28 年度」」の平成 28 年度の水道用水供給事業平

均給水原価 74.26 円/m3 を用いることとする。  

 

⑤ 水質検査費（給水方法 3～5，11 項目検査）  

生活用水について計上している水質検査項目及び検査頻度は、安全面の持

続の見地から、「飲用井戸等衛生対策要領の実施について（昭和 62 年 1 月

29 日付厚生省生活衛生局長通知）」に基づいているため、更なるコスト縮減

の提案は困難である。  
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（３）コスト縮減方策のまとめ  

（１）及び（２）の検討から、平成 29 年度調査におけるコスト試算条件と、

それに対する本調査におけるコスト縮減の方策を表 1.1.13 に示す。  

 

表 1.1.13 本調査におけるコスト縮減方策 

費用項目  

平成 29 年度調査の給水方法  

平成 29 年度調査の試算条件  
本調査における  

コスト縮減の方策  

給
水
方
法
１ 

給
水
方
法
２ 

給
水
方
法
３ 

給
水
方
法
４ 

給
水
方
法
５ 

給
水
方
法
６ 

宅配給水    ○ ○   ボトル水 50 円 /L 

（宅配費用込み，2 L/人・日）  
過年度と同じ  

運搬給水  

     ○ 

運搬給水  

 給水車 10,000 千円/台 

 タンク容量 4 m3 

 耐用年数 7 年 

 ガソリン代未考慮 

運搬給水  

 給水車 10,000 千円/台 

 タンク容量 4 m3 

 使用年数 20 年又は累計走行

距離 40 万～50 万 km で更新 

 運搬給水による走行距離は30 

km/回 

 維持管理費を考慮 

     ○ 運転手給与 5,000 千円 /年×1.5 

（常時給水のため 1.5 人分必要）  

運転手給与 1,712 円 /時  

（人口減少を考慮した運搬給水

計画に基づき、運搬給水に従事

した時間に対して運転手給与を

計上）  

管路種別  ○ ○ ○    

通常配管（DIP・通常埋設）  

Φ50 mm，63.779 千円 /m 

廉価配管（HIVP・浅層埋設）  

Φ50 mm，26.290 千円 /m 

過年度と同じ  

管路更新費  

○      
DIP・標準埋設  

初期投資後 60 年に 1 回更新  

配水管延長 1,000 m 

過年度と同じ  

 ○ ○    
HIVP・浅層埋設  

初期投資後 30 年に 1 回更新  

配水管延長 1,000 m 

初期投資後 60 年に 1 回  

更新  

配水管延長 1,000 m 

（HIVP・浅層埋設）  

浄水装置  ○ ○ ○    

 小型浄水装置（給水能力 24～48 

m3/日，耐用年数 20 年） 

 薬品注入ポンプ（浄水装置に付属、
PAC 等を注入） 

 配水タンク（FRP 製，有効容量 17 

m3，耐用年数 40 年） 

10 年間 12,403 千円  

30 年間 20,988 千円  

60 年間 37,956 千円  

（維持管理費込）  

 小型浄水装置（水需要に応じ
て施設能力を減少，耐用年数
20 年） 

 薬品注入ポンプ（浄水装置に
付属、PAC 等を注入） 

 配水タンク（FRP 製，水需要

に応じて施設能力を減少，耐
用年数 40 年） 

10 年間 12,403 千円  

30 年間 18,186 千円  

60 年間 29,837 千円  

（維持管理費込）  

取水設備     ○ ○  

ポンプ設備費 200 千円 /基  

(耐用年数 10 年 ) 

給水装置整備費 21 千円 /式  

（既設給水装置への接続）  

過年度と同じ  
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表 1.1.13 本調査におけるコスト縮減の方策（続き） 

費用項目  

平成 29 年度調査の給水方法  

平成 29 年度調査の試算条件  
本調査における  

コスト縮減の方策  

給
水
方
法
１ 

給
水
方
法
２ 

給
水
方
法
３ 

給
水
方
法
４ 

給
水
方
法
５ 

給
水
方
法
６ 

各戸  

浄水装置  
   ○ ○  

全世帯につき 1 基ずつ設置  

10 年間 584 千円 /世帯  

30 年間 1,552 千円 /世帯  

60 年間 3,004 千円 /世帯  

（維持管理費込）  

塩素注入ポンプ費 98 千円 /基  

年間薬品費 2 千円 /基  

過年度と同じ  

受水設備  

     ○ 

受水タンクを  

各戸に設置して受水  

4 m3，500 千円 /基  

（FRP 製，各戸設置費含む，耐用年

数 30 年）  

受水タンクを  

各戸に設置して受水  

2 m3，250 千円 /基  

（FRP 製，各戸設置費含む，耐

用年数 30 年）  

     ○ 
浄水受水費 172 円 /m3 

（平成 27 年度の簡易水道事業平均

給水単価，給水期間中は据置き）  

浄水受水費 74.26 円 /m3 

（運搬給水の実態に鑑みて平成

28 年度の水道用水供給事業平均

給水原価へ見直し，給水期間中

は据置き）  

水質検査

費  

○ ○     

全項目検査  

 1 年間に、水質基準項目全 51 項目

試験 1 回、四半期試験（一般項目
11 項目＋消毒副生成物）3 回、毎
月測定項目試験（かび臭物質等）

8 回を実施 

 上記の頻度にて水質検査を毎年実
施 

10 年間 5,890 千円  

30 年間 17,670 千円  

60 年間 35,340 千円  

水道事業  

（水道法適用）  

 水道法施行規則第 15 条の 1

日 1回色及び濁り並びに消毒
の残留効果に関する検査を
実施 

 初年度~3 年目は、水道法施行
規則第 15 条に基づく頻度で
水質検査を実施 

 4 年目以降は、水道法施行規
則第 15 条に基づき、省略・回
数減が可能な水質検査項目

について、省略・回数減を最
大限適用した頻度で水質検
査を実施 

飲料水供給施設等  

（水道法適用外）  

 初年度のみ全 51 項目検査 1

回/年、以降一般項目 11 項目

検査 1 回/年 

  ○ ○ ○  

11 項目検査  

 生活用水が、炊事、洗濯等に使用

されることに鑑みて、飲用井戸等
衛生対策要領に基づく 11 項目に
ついて水質検査を年 1 回実施 

10 年間 94 千円  

30 年間 282 千円  

60 年間 564 千円  

（給水方法 4 及び 5 では世帯毎に計

上）  

過年度と同じ  
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2.1 地域類型区分の設定  

2.1 章では、中山間部における多様な給水方法の検討に当たり、地域類型区

分を設定する。  

 

（１）地域類型区分の設定方法  

地域類型区分とは、地形、気象などの自然条件や、住宅密集度といった集落

特性を表す社会条件などをもとに、多様な給水方法の検討の対象となる地域を

分類したものをいう。区分の設定にあたっては、全国の小規模な水道の実態を

反映するために、全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28 年度）」

をもとに検討する。  

 

① 地形条件の設定  

人口減少地域は、平野部・中山間部問わず全国各地に点在しているが、一

般的に平野部に比べ、中山間部の方が人口減少の影響を受けることが想定さ

れるため、本調査では、地形条件として、「中山間部」にある人口減少地域

を前提として検討するものとする。  

 

② 自然条件の設定  

平成 28 年度調査及び平成 29 年度調査では、管路による給水方法について、

廉価な管材料（HIVP 管）を用いて浅層（0.3 m）に埋設する方法や給水車に

よる運搬給水を提案している。しかし、北海道などの積雪・寒冷地では、冬

季において地盤内の凍結深度が 0.30 m 以下（出典 1）に達することがある。この

ような自然条件において、浅層埋設では、管内水の凍結が生じる恐れがある

ことから適用は困難である。また、平成 29 年度調査では、「給水車による運

搬給水は、除雪がされていない道路は運搬に危険が伴うことがあり、常時運

搬給水が困難であると考えられる。」（出典 2）と記載されている。  

従って、自然条件としては、浅層埋設や給水車による運搬給水の採用の可

否の判定が必要となることから、「積雪・寒冷地」又は「温暖地」を条件と

して設定する。なお、本検討でいう「積雪・寒冷地」とは、雪寒法（積雪寒

冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法）（出典 3）の対象とな

る「積雪寒冷の度が特にはなはだしい地域」を参考とし、具体的には、施行

令（出典 4）で「二月の積雪の深さの最大値の累年平均が五十センチメートル以

上の地域又は一月の平均気温の累年平均が摂氏零度以下の地域」とする（参

考：図 2.1.1）。  

 

（出典 1）鈴木ら，市街地に埋設された水道管周辺の温度と土中土圧の季節変動，地盤

工学会北海道支部技術報告集第 54 号，平成 26 年 1 月 

（出典 2）平成 29 年度調査，P.8 
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（出典 3）積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法（昭和三十一

年法律第七十二号） 

（出典 4）積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法施行令（昭和

三十二年政令第百九十二号）  

 

（参考）積雪・寒冷地（二月の積雪の深さの最大値の累年平均が五十センチメートル以

上の地域又は一月の平均気温の累年平均が摂氏零度以下の地域）  

図 2.1.1 積雪・寒冷特別地域  

（出典：（公社）日本水道協会，水道維持管理指針 2006，P.179，平成 18 年 7 月） 
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③ 利用可能な水源の種別の設定  

全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28 年度）」によると、

全国の簡易水道事業 5,133 事業のうち、水源において表流水の占める割合が

100 %の事業が 1,739 事業（34 %）、0 %の事業（伏流水，井戸水のみ）が

2,866 事業（56 %）であり、9 割の事業が、表流水のみ又は伏流水・地下水の

みを水源としていることがわかる（図 2.1.2）。これをもとに、小規模な水道

における利用可能な水源の種別として、「表流水」又は「地下水」を条件と

して設定する。また、浄水処理の有無を関連付けるため、表流水はろ過など

の浄水処理が必要な水質とし、地下水は次亜塩素酸ナトリウムによる消毒の

みで十分な水質とする。  

 

図 2.1.2 全国の簡易水道事業の水源における表流水の占める割合（%）  

（出典）全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28 年度）」  

 

④ 集落特性及び集落規模の設定  

検討の対象地域（集落）において、集落内の各戸の密集の程度や給水人口

といった社会条件を設定する。本条件は、管路による給水方法において布設

延長に関わる要素である。このため、集落特性として、集落における世帯の

「密集度大」又は「密集度小」を条件として設定する。  

 

これらを定量的に表す指標として、単位管延長を用いるものとする。そこ

で、全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28 年度）」をもとに、

給水人口 50 人以下の簡易水道事業に着目して、単位管延長の分布を調査し

た（図 2.1.3）。その結果、単位管延長 40 m～60 m 未満の事業が最も多く、

200 m 以上の事業も多数存在している。また、これらの単位管延長の事業は、

全国的に分布していることを確認している（付録付属資料６「地域類型区分

に基づく簡易水道事業の抽出」参照）。以上をもとに、単位管延長が 50 m/

人以下の事業は、各戸が密集して存在している集落であると想定し、「密集

56%

34%

0%

10%未満

10%~20%未満

20%~30%未満

30%~40%未満

40%~50%未満

50%~60%未満

60%~70%未満

70%~80%未満

80%~90%未満

90%~100%未満

100%

水源において

表流水の占める割合
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度大注」として設定する。また、単位管延長が 200 m/人以上の事業は、50 m/

人以下の事業と比較して各戸が分散している集落であると想定し、「密集度

小注」として設定する。併せて、浄水施設の規模や管路の布設延長を定めるた

めに、集落規模として「給水人口 20 人（約 10 世帯）」又は「給水人口 50 人

（約 25 世帯）」を設定する。  

 

（注）管路更新費の根拠となる管路の布設延長（単位管延長×給水人口）の算出におい

ては、「密集度大」＝単位管延長 50 m/人、「密集度小」＝単位管延長 200 m/人とし

て扱う。例えば、「密集度大」かつ「給水人口 20 人」の区分における総管路延長は、

50 m/人×20 人＝1,000 m とする。 

 

 【単位管延長】  

単位管延長とは、集落の外にある水源の導水管から集落内の配水支管まで

の総管路延長を給水人口で除したものとし、給水人口 1 人当たりの管路延長

を表す（式 2.1.1）。 

 

単位管延長
注

(m/人) =
導水管+送水管+配水本管+配水支管(m)

地域（集落）における給水人口(人)
    式 2.1.1 

（注）本調査における定義とする。 

 

即ち、各戸が密集している集落は、配水管延長が短くなると考えられるた

め、単位管延長も短くなる（密集度大）。各戸が分散している集落は、特に

配水管延長が長くなると考えられるため、単位管延長も長くなる（密集度小）。 

図 2.1.3 給水人口 50 人以下の簡易水道事業における単位管延長の分布  

（最頻値：40～60 m 未満，200 m 以上は一律区分）   
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（参考）全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28 年度）」によると、給

水人口 50 人以下の簡易水道事業における導水管：送水管：配水管の各管路延長の割

合は、20 %：13 %：67 %である。  

 

図 2.1.4 給水人口 50 人以下の簡易水道事業における管路延長の割合   
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なお、集落における世帯の密集度と管路延長の関係は以下の図 2.1.5 のと

おりである。  

 

図 2.1.5 集落における世帯の密集度と管路延長（赤線の給水管を除く）の関係  

（上図：密集度大・単位管延長 50 m 以下，下図：密集度小・単位管延長 200 m 以上）   
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（２）地域類型区分の設定  

上記（１）に基づき、設定した地域類型区分を以下の表 2.1.1 のとおり整理

する。なお、表 2.1.1 において、地形条件は共通とし、「中山間部」を前提と

する。  

 

次章では、表 2.1.1 の各パターンに対し、水道による給水方法と水道以外の

多様な給水方法の比較検討を行い、経済的かつ合理的な給水方法を提案する。 

 

 

 

 

 

 

  

表 2.1.1 地域類型区分の整理（各区分に基づくパターン表） 

地域類型区分
（ケース番号）  

地形条件  自然条件  
利用可能な  
水源の種別  

社会条件（集落特性）  

中山間部  
積雪・  
寒冷地  

温暖地  表流水  地下水  密集度大  密集度小  

1 ○  ○   ○   ○   

2 ○  ○   ○    ○  

3 ○  ○    ○  ○   

4 ○  ○    ○   ○  

5 ○   ○  ○   ○   

6 ○   ○  ○    ○  

7 ○   ○   ○  ○   

8 ○   ○   ○   ○  
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2.2 多様な給水方法の比較検討  

2.1 章「地域類型区分の設定」にて設定した地域類型区分毎に、経済的かつ

合理的な給水方法を検討する。また、導入するために必要となる建設費用と維

持管理費用をそれぞれ算出し、持続的な運営の可能性について検討を行う。  

 

地域類型区分は、「自然条件」、「利用可能な水源の種別」、「集落特性」、

「集落規模」の 4 つで構成し、そのパターンは表 2.2.1 のとおりである。本章

では、表 2.2.1 のケース毎に各給水方法の総額コストを試算・比較し、経済的

かつ合理的な給水方法を検討・評価する。  

表 2.2.1 地域類型区分の整理（各区分に基づくパターン表）  

地域類型区分
（ケース番号）  

地形条件  自然条件  
利用可能な  
水源の種別  

社会条件（集落特性）  

中山間部  
積雪・  
寒冷地  

温暖地  表流水  地下水  密集度大  密集度小  

1 ○ ○  ○  ○  

2 ○ ○  ○   ○ 

3 ○ ○   ○ ○  

4 ○ ○   ○  ○ 

5 ○  ○ ○  ○  

6 ○  ○ ○   ○ 

7 ○  ○  ○ ○  

8 ○  ○  ○  ○ 

（注）各区分につき、「集落規模」として「給水人口 20 人」及び「給水人口 50 人」の

場合について検討する。  
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なお、給水方法の検討及びコスト試算における前提条件は、以下の表 2.2.2 の

とおりとする。  

  

表 2.2.2 多様な給水方法の検討における前提条件  

項目  条件  

給水方法の  

候補と選定

基準  

過年度調査の成果や 1.1 章「平成 30 年度調査で検討したコスト縮減方策」におい

て検討した以下の 6 つの給水方法を候補とし、60 年間の総額コストが最安かつケー

スに対して適用可能な給水方法を提案する。  

給水方法 1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  

給水方法 2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

給水方法 3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

給水方法 4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

給水方法 5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  

給水方法 6：給水車による水道水の運搬給水  

給水期間  10 年間，30 年間，60 年間  

水需要及び

施設規模  

1 人 1 日当たりの水需要を 200 L/（人・日）とし、対象地域全体における 1 日当

たりの水需要を満たす最小の浄水装置及び配水タンクを平成 28 年度調査「資料編

5．浄水装置費用算定資料」より選定する。また、地下水（深井戸）を水源とする場

合は、水需要に見合う最小の揚水量の水中ポンプを市場より選定する。  

給水人口 20 人の対象地域における 1 日当たりの水需要：4 m3/日  

給水人口 50 人の対象地域における 1 日当たりの水需要：10 m3/日  

水源  

取水施設や井戸の設置により、新たに利用しようとする水源（表流水，地下水）

の確保に係るコストを算出する。  

表流水の場合：給水方法 1～3 については、取水装置（取水スクリーン）の設置に

係る費用を浄水装置とともに計上する。給水方法 4 及び 5 については、需要者近傍

の沢水を想定していることから、各戸型浄水装置（取水設備含む）の設置に係る費

用のみを計上する。  

地下水の場合：給水方法 1~3 については、水源として地下水を確保することから、

井戸掘削費を計上する。併せて、水中ポンプの設置に係る費用を浄水装置とともに

計上する。給水方法 4 及び 5 については、需要者近傍の井戸を想定していることか

ら、井戸掘削費を計上する。併せて、水中ポンプの設置に係る費用を計上する。  

宅配給水  
給水方法 3 及び 4 については、飲料用水はボトル水の宅配による宅配給水を実施

する。  

管路  

管路総延長（m）  

= 単位管延長（50 m/人 or 200 m/人）× 給水人口（20 人 or 50 人）  

管路更新費は、国土交通省「建設工事費デフレータ」により平成 29 年度を基準年

として現在価値化して比較する（算出の詳細は、付録付属資料 4「デフレータによ

る管路更新費の換算」参照）。  

管路口径の選定において、消防水利の基準（昭和 39 年 12 月 10 日総務省消防庁

告示第 7 号）に基づく消火用水の確保は考慮しない。  
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表 2.2.2 多様な給水方法の検討における前提条件（続き） 

項目  条件  

管路  

(前頁に続く ) 

管路口径については、給水人口や水需要を基に水理計算を実施し、適正な口径を

選定する必要がある。地域類型区分の給水人口をベースとして、平成 28 年度調査

「資料編 7．管路口径選定資料」の A 地区及び B 地区における管路口径選定を参考

に以下のとおりとする。  

給水人口 20 人の場合：平成 28 年度調査におけるモデル地区である B 地区（給水

人口 23 人）が集落規模（給水人口）において同程度であり、地形条件が中山間部と

一致していることから、平成 28 年度調査・資料編 7-14（B 地区・集中ケース・平

常時）の水理計算を参考とする。この水理計算では、管路延長のうちΦ50 mm が

80 %を占め最長であることと、対象地域の給水人口は一定であり試算期間において

水需要が変化しないことから、給水人口 20 人の場合はΦ50 mm を管路口径とする。 

給水人口 50 人の場合：平成 28 年度調査におけるモデル地区である A 地区（給水

人口 63 人）が集落規模（給水人口）において同程度であり、地形条件が中山間部と

一致している。平成 28 年度調査・資料編 7-2（A 地区・集中ケース・平常時）の水

理計算において管口径は、φ75 ㎜及びφ50 ㎜と算定されているが、今回の検討は、

あくまでも概略検討であり、詳細に費用の積上げを行ったとしても、単価差が小さ

いために、その影響は小さいと判断されるため、最大口径φ75 ㎜を給水人口 50 人

の場合の代表断面として設定するものとする。  

なお、実際の検討にあたっては、対象地域の管路延長や施設・需要家の標高（高

低差）、需要家の使用水量などを基に水理計算を実施し、適正な口径を選定する必

要がある。  

取水装置  

・  

浄水装置  

給水方法 1 及び 2 において表流水を水源とする場合は、ろ過などの浄水処理が必

要な水質であることから、浄水装置に係る費用としては、取水装置（取水スクリー

ン）、浄水装置、薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウム注入用）及び配水タンク

を計上する。  

給水方法 1 及び 2 において地下水を水源とする場合は、次亜塩素酸ナトリウムに

よる消毒のみで十分な水質であることから、浄水装置に係る費用としては、水中ポ

ンプ（取水装置）、薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウム注入用）及び配水タン

クのみを計上する。  

給水方法 3 は「消毒なし」としていることから、表流水を水源とする場合におけ

る浄水装置に係る費用としては、取水装置（取水スクリーン）、浄水装置、配水タ

ンクのみを計上する。また、地下水を水源とする場合は、水中ポンプ（取水装置）

及び配水タンクのみを計上する。  

給水方法 4 及び 5 における浄水装置に係る費用は、平成 29 年度調査・参考資料

5-3（又は付属資料 1「過年度調査における算定資料」参照）に基づき計上する。加

えて、地下水を水源とする場合は水中ポンプ（取水装置）を計上し、給水方法 5 の

場合は塩素注入器及び薬品費（次亜塩素酸ナトリウム）を計上する。  

水質検査費  

給水方法 1 及び 2 の水質検査費は、水道法の適用を受ける水道事業と、水道法の

適用を受けない飲料水供給施設等の 2 つのケースが想定されるが、本調査では、人

口減少の対象地域を含む水道事業を想定し、水道事業としてのコストにて算出する

（1.1 章「平成 30 年度調査で検討したコスト縮減方策」における算出結果を引用）。 

給水方法 3~5 の水質検査費は、1.1 章「平成 30 年度調査で検討したコスト縮減

方策」にて 11 項目検査を適用していることから、これを算出において適用する。  
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2.2.1 給水方法のコスト試算条件の整理  

 

まず、表 2.2.2 の多様な給水方法の検討における前提条件にて候補とした 6

つの給水方法について、コスト試算条件を整理する。  

 

（１）給水方法 1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  

地下水を水源とする場合は、深井戸を設置し、水中ポンプで揚水する。表流

水を水源とする場合は、取水スクリーンを設置する。浄水装置は小規模集落用

の浄水装置を用い、消毒を実施する。管路は、通常仕様（DIP・標準埋設）と

する（表 2.2.3，図 2.2.1，図 2.2.2）。 

 

表 2.2.3 給水方法 1 におけるコスト試算条件 

項目  試算条件  

給水方法  浄水施設（消毒あり）＋通常配管  

適用可能な  

ケース  
ケース 1～8 全てに適用可能  

管路延長  

（導水~配水）  

1．単位管延長 50 m/人（密集度大）  × 給水人口 20 人  = 1,000 m 

2．単位管延長 50 m/人（密集度小）  × 給水人口 50 人  = 2,500 m 

3．単位管延長 200 m/人（密集度大）× 給水人口 20 人  = 4,000 m 

4．単位管延長 200 m/人（密集度小）× 給水人口 50 人  = 10,000 m 

管路種別  

1．通常配管（DIP・標準埋設）Φ50 mm，63.779 千円 /m 注１  

2．通常配管（DIP・標準埋設）Φ75 mm，68.103 千円 /m 注１  

（付録付属資料 4「デフレータによる管路更新費の換算」参照）  

管路更新費  初期投資後 80 年に 1 回更新（出典 1）  

取水施設  

・  

浄水装置  
（出典 2）  

表流水を水源とする場合  

1．給水人口 20 人（水需要 4 m3/日）  

①  取水装置（取水量 50~100 m3/日，5 年に 1 回取水網交換，耐用年数 17 年）  

②  小型浄水装置（井戸水・沢水用，給水能力 7 m3/日，耐用年数 20 年）  

③  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

④  配水タンク（FRP 製，有効容量 5.5 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 6,765 千円，30 年間 11,357 千円，60 年間 21,713 千円  

（1~4 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

2．給水人口 50 人（水需要 10 m3/日）  

①  取水装置（取水量 50~100 m3/日，5 年に 1 回取水網交換，耐用年数 17 年）  

②  小型浄水装置（井戸水・沢水用，給水能力 12 m3/日，耐用年数 20 年）  

③  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

④  配水タンク（FRP 製，有効容量 12 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 10,268 千円，30 年間 16,215 千円，60 年間 30,818 千円  

（1~4 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

 

 

 

 



付録-32 

表 2.2.3 給水方法 1 におけるコスト試算条件（続き） 

項目  試算条件  

取水施設  

・  

浄水装置  
（出典 2）  

地下水を水源とする場合  

1．給水人口 20 人（水需要 4 m3/日）  

①  水中ポンプ（揚水量 10 L/min，耐用年数 7 年）  

②  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

③  配水タンク（FRP 製，有効容量 5.5 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 5,230 千円，30 年間 7,555 千円，60 年間 14,475 千円  

（1~3 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

2．給水人口 50 人（水需要 10 m3/日）  

①  水中ポンプ（揚水量 10 L/min，耐用年数 7 年）  

②  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

③  配水タンク（FRP 製，有効容量 12 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 8,050 千円，30 年間 10,975 千円，60 年間 21,315 千円  

（1~3 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

井戸掘削費注２  9,592 円 /本（地下水の場合，孔径 30 mm，深さ 60 m，揚水試験込み）  

水質検査費  
（出典 3）  

水道事業として全項目検査を実施  

（10 年間 6,137 千円，30 年間 14,331 千円，60 年間 26,761 千円）  

（注１）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」を基に、国土交通省「建

設工事費デフレータ」により、平成 29 年度を基準年として現在価値化した。詳細は、付録付属資

料 4「デフレータによる管路更新費の換算」を参照のこと。  

（注２）1 社による見積りを基礎とする。  

（出典 1）1.1 章（２）「コスト縮減が困難な費用項目」，③「管路更新費」  

（出典 2）平成 29 年度調査，参考資料 5 及び平成 28 年度調査，資料編 5 

（出典 3）1.1 章（１）「コスト縮減が可能な費用項目」，⑥「水質検査費」  
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図 2.2.1 給水方法 1 の概念図（表流水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

 

図 2.2.2 給水方法 1 の概念図（地下水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

 

水源
（表流水）

浄水装置

管路種別 ：DIP・標準埋設
管路口径 ：50 mm（給水人口20人）

：75 mm（給水人口50人）

更新周期 ：80年
総延長 ：1,000~10,000 m

（集落特性及び給水人口による）

導水
（自然流下）

配水タンク（FRP製）

給水人口20人：5.5 m3

給水人口50人：12 m3

P

集合型浄水装置

需要者世帯

需要者世帯

需要者世帯

2人/世帯

薬品注入

取水能力 ：50~100 m3/日
給水能力 ： 7 m3/日（給水人口20人）

：12 m3/日（給水人口50人）

（注）給水管布設費は
考慮していない

取水装置
（スクリーン）

配水
（自然流下）

コスト試算範囲

給水人口20人 or 50人

集合型浄水装置

需要者世帯

需要者世帯

需要者世帯

薬品注入

水中ポンプ
揚水量10 L/min

配水
（自然流下）

水源
（深井戸・地下水）

P
P

コスト試算範囲

2人/世帯

（注）給水管布設費は
考慮していない

管路種別 ：DIP・標準埋設
管路口径 ：50 mm（給水人口20人）

：75 mm（給水人口50人）

更新周期 ：80年
総延長 ：1,000~10,000 m

（集落特性及び給水人口による）

配水タンク（FRP製）

給水人口20人：5.5 m3

給水人口50人：12 m3

導水
（自然流下）

給水人口20人 or 50人
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（２）給水方法 2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

地下水を水源とする場合は、深井戸を設置し、水中ポンプで揚水する。表流

水を水源とする場合は、取水スクリーンを設置する。浄水装置は小規模集落用

の浄水装置を用い、消毒を実施する。管路は、廉価配管（HIVP）とし、積雪・

寒冷地においては標準埋設、温暖地においては浅層埋設とする（表 2.2.4，図

2.2.3，図 2.2.4）。 

 

表 2.2.4 給水方法 2 におけるコスト試算条件 

項目  試算条件  

給水方法  浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

適用可能な  

ケース  

ケース 1～8 全てに適用可能  

（ただし、自然条件「積雪・寒冷地」においては管路の浅層埋設不可）  

管路延長  

（導水~配水）  

1．単位管延長 50 m/人（密集度大）  × 給水人口 20 人  = 1,000 m 

2．単位管延長 50 m/人（密集度小）  × 給水人口 50 人  = 2,500 m 

3．単位管延長 200 m/人（密集度大）× 給水人口 20 人  = 4,000 m 

4．単位管延長 200 m/人（密集度小）× 給水人口 50 人  = 10,000 m 

管路種別  

1．積雪・寒冷地の場合  

①  廉価配管（HIVP・標準埋設）Φ50 mm，34.592 千円 /m 注１  

②  廉価配管（HIVP・標準埋設）Φ75 mm，36.754 千円 /m 注１  

2．温暖地の場合  

①  廉価配管（HIVP・浅層埋設）Φ50 mm，26.290 千円 /m 注１  

②  廉価配管（HIVP・浅層埋設）Φ75 mm，27.934 千円 /m 注１  

（付録付属資料 4「デフレータによる管路更新費の換算」参照）  

管路更新費  初期投資後 60 年に 1 回更新（出典 1）  

取水施設  

・  

浄水装置  
（出典 2）  

表流水を水源とする場合  

1．給水人口 20 人（水需要 4 m3/日）  

①  取水装置（取水量 50~100 m3/日，5 年に 1 回取水網交換，耐用年数 17 年）  

②  小型浄水装置（井戸水・沢水用，給水能力 7 m3/日，耐用年数 20 年）  

③  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

④  配水タンク（FRP 製，有効容量 5.5 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 6,765 千円，30 年間 11,357 千円，60 年間 21,713 千円  

（1~4 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

2．給水人口 50 人（水需要 10 m3/日）  

①  取水装置（取水量 50~100 m3/日，5 年に 1 回取水網交換，耐用年数 17 年）  

②  小型浄水装置（井戸水・沢水用，給水能力 12 m3/日，耐用年数 20 年）  

③  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

④  配水タンク（FRP 製，有効容量 12 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 10,268 千円，30 年間 16,215 千円，60 年間 30,818 千円  

（1~4 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  
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表 2.2.4 給水方法 2 におけるコスト試算条件（続き） 

項目  試算条件  

取水施設  

・  

浄水装置  
（出典 2）  

地下水を水源とする場合  

1．給水人口 20 人（水需要 4 m3/日）  

①  水中ポンプ（揚水量 10 L/min，耐用年数 7 年）  

②  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

③  配水タンク（FRP 製，有効容量 5.5 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 5,230 千円，30 年間 7,555 千円，60 年間 14,475 千円  

（1~3 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

2．給水人口 50 人（水需要 10 m3/日）  

①  水中ポンプ（揚水量 10 L/min，耐用年数 7 年）  

②  薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，耐用年数 8 年）  

③  配水タンク（FRP 製，有効容量 12 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 8,050 千円，30 年間 10,975 千円，60 年間 21,315 千円  

（1~3 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

井戸掘削費注２  9,592 円 /本（地下水の場合，孔径 30 mm，深さ 60 m，揚水試験込み）  

水質検査費  
（出典 3）  

水道事業として全項目検査を実施  

（10 年間 6,137 千円，30 年間 14,331 千円，60 年間 26,761 千円）  

（注１）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」を基に、国土交通省「建

設工事費デフレータ」により、平成 29 年度を基準年として現在価値化した。詳細は、付録付属資

料 4「デフレータによる管路更新費の換算」を参照のこと。  

（注２）1 社による見積りを基礎とする。  

（出典 1）1.1 章（１）「コスト縮減が可能な費用項目」，②「管路更新費」  

（出典 2）平成 29 年度調査，参考資料 5 及び平成 28 年度調査，資料編 5 

（出典 3）1.1 章（１）「コスト縮減が可能な費用項目」，⑥「水質検査費」  

  



付録-36 

図 2.2.3 給水方法 2 の概念図（表流水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

（注）自然条件「積雪・寒冷地」においては管路の浅層埋設は不可とする。  

図 2.2.4 給水方法 2 の概念図（地下水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

（注）自然条件「積雪・寒冷地」においては管路の浅層埋設は不可とする。 
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（３）給水方法 3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

地下水を水源とする場合は、深井戸を設置し、水中ポンプで揚水する。表流

水を水源とする場合は、取水スクリーンを設置する。浄水装置は小規模集落用

の浄水装置を用い、消毒は実施しない。飲料水は、ボトル水の宅配給水とする。

管路は、廉価配管（HIVP）とし、積雪・寒冷地においては標準埋設、温暖地に

おいては浅層埋設とする（表 2.2.5，図 2.2.5，図 2.2.6）。 

 

表 2.2.5 給水方法 3 におけるコスト試算条件 

項目  試算条件  

給水方法  ①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

適用可能な  

ケース  

ケース 1～8 全てに適用可能  

（ただし、自然条件「積雪・寒冷地」においては管路の浅層埋設不可）  

管路延長  

（導水~配水）  

1．単位管延長 50 m/人（密集度大）  × 給水人口 20 人  = 1,000 m 

2．単位管延長 50 m/人（密集度小）  × 給水人口 50 人  = 2,500 m 

3．単位管延長 200 m/人（密集度大）× 給水人口 20 人  = 4,000 m 

4．単位管延長 200 m/人（密集度小）× 給水人口 50 人  = 10,000 m 

宅配給水  50 円 /L（宅配費用込み，2 L/（人・日））（出典 1）  

管路種別  

1．積雪・寒冷地の場合  

①  廉価配管（HIVP・標準埋設）Φ50 mm，34.592 千円 /m 注１  

②  廉価配管（HIVP・標準埋設）Φ75 mm，36.754 千円 /m 注１  

2．温暖地の場合  

①  廉価配管（HIVP・浅層埋設）Φ50 mm，26.290 千円 /m 注１  

②  廉価配管（HIVP・浅層埋設）Φ75 mm，27.934 千円 /m 注１  

（付録付属資料 4「デフレータによる管路更新費の換算」参照）  

管路更新費  初期投資後 60 年に 1 回更新（出典 2）  

取水施設  

・  

浄水装置  
（出典 3）  

表流水を水源とする場合  

1．給水人口 20 人（水需要 4 m3/日）  

①  取水装置（取水量 50~100 m3/日，5 年に 1 回取水網交換，耐用年数 17 年）  

②  小型浄水装置（井戸水・沢水用，給水能力 7 m3/日，耐用年数 20 年）  

③  配水タンク（FRP 製，有効容量 5.5 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 5,940 千円，30 年間 9,437 千円，60 年間 17,900 千円  

（1~3 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

2．給水人口 50 人（水需要 10 m3/日）  

①  取水装置（取水量 50~100 m3/日，5 年に 1 回取水網交換，耐用年数 17 年）  

②  小型浄水装置（井戸水・沢水用，給水能力 12 m3/日，耐用年数 20 年）  

③  配水タンク（FRP 製，有効容量 12 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 9,433 千円，30 年間 14,265 千円，60 年間 26,945 千円  

（1~3 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  
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表 2.2.5 給水方法 3 におけるコスト試算条件（続き） 

項目  試算条件  

取水施設  

・  

浄水装置  
（出典 3）  

地下水を水源とする場合  

1．給水人口 20 人（水需要 4 m3/日）  

①  水中ポンプ（揚水量 10 L/min，耐用年数 7 年）  

②  配水タンク（FRP 製，有効容量 5.5 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 4,405 千円，30 年間 5,635 千円，60 年間 10,662 千円  

（1~2 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

2．給水人口 50 人（水需要 10 m3/日）  

①  水中ポンプ（揚水量 10 L/min，耐用年数 7 年）  

②  配水タンク（FRP 製，有効容量 12 m3，耐用年数 40 年）  

10 年間 7,225 千円，30 年間 9,055 千円，60 年間 17,502 千円  

（1~2 の維持管理費を含む，付録付属資料 5「浄水装置費用算定」参照）  

井戸掘削費注２  9,592 円 /本（地下水の場合，孔径 30 mm，深さ 60 m，揚水試験込み）  

水質検査費  
（出典 4）  

11 項目検査を実施（9.4 千円 /年）  

10 年間 94 千円，30 年間 282 千円，60 年間 564 千円   

（注１）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」を基に、国土交通省「建

設工事費デフレータ」により、平成 29 年度を基準年として現在価値化した。詳細は、付録付

属資料 4「デフレータによる管路更新費の換算」を参照のこと。  

（注２）1 社による見積りを基礎とする。  

（出典 1）平成 29 年度調査，参考資料 5-4 

（出典 2）1.1 章（１）「コスト縮減が可能な費用項目」，②「管路更新費」  

（出典 3）平成 29 年度調査，参考資料 5 及び平成 28 年度調査，資料編 5 

（出典 4）1.1 章（３）水質検査費  
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図 2.2.5 給水方法 3 の概念図（表流水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

（注）自然条件「積雪・寒冷地」においては管路の浅層埋設は不可とする。  

 

図 2.2.6 給水方法 3 の概念図（地下水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

（注）自然条件「積雪・寒冷地」においては管路の浅層埋設は不可とする。 
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（４）給水方法 4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

生活用水は、需要者近傍（需要者敷地内を想定）の沢水（表流水）や深井戸

（地下水）から取水した水を、各戸型浄水装置を通したうえで使用する。消毒

は実施しない。地下水を水源とする場合は、各戸に深井戸を設置し、水中ポン

プで揚水する。飲料水は、ボトル水の宅配給水とする（表 2.2.6，図 2.2.7，図

2.2.8）。 

 

 

  

表 2.2.6 給水方法 4 におけるコスト試算条件 

項目  試算条件  

給水方法  ①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

適用可能な  

ケース  
ケース 1～8 全てに適用可能  

宅配給水  
50 円 /L（宅配費用込み，2 L/（人・日））（出典 1）  

10 年間 730 千円 /世帯，30 年間 2,190 千円 /世帯，60 年間 4,380 千円 /世帯  

井戸掘削費注  
地下水を水源とする場合のみ計上  

9,592 円 /本（孔径 30 mm，深さ 60 m，揚水試験込み）  

取水施設  

1．ポンプ設備費 200 千円 /基（出典 2）  

（地下水を水源とする場合のみ計上，水源までの距離 0 m，揚水量約
10 L/min，耐用年数 10 年）  

2．給水装置整備費 21 千円 /式（既設給水装置への接続）  

（付録付属資料 1「過年度調査における費用算定資料」参照）  

浄水装置  
（出典 3）  

1．各戸型膜ろ過装置（井戸水・沢水用，給水能力 400 L/日，耐用年数 10 年） 

2．全世帯につき 1 基ずつ設置  

10 年間 584 千円 /世帯，30 年間 1,552 千円 /世帯，60 年間 3,004 千円 /世帯（維

持管理費込，付録付属資料 1「過年度調査における費用算定資料」参照）  

水質検査費  
（出典 4）  

11 項目検査を実施（9.4 千円 /年）  

10 年間 94 千円 /世帯，30 年間 282 千円 /世帯，60 年間 564 千円 /世帯  

（注）1 社による見積りを基礎とする。  

（出典 1）平成 29 年度調査，参考資料 5-4  

（出典 2）平成 29 年度調査，参考資料 5-5 

（出典 3）平成 29 年度調査，参考資料 5-3 

（出典 4）1.1 章（３）水質検査費  
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 図 2.2.7 給水方法 4 の概念図（表流水を水源とする場合，赤色は更新部分） 

図 2.2.8 給水方法 4 の概念図（地下水を水源とする場合，赤色は更新部分）  
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（５）給水方法 5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  

需要者近傍（需要者敷地内を想定）の沢水（表流水）や深井戸（地下水）か

ら取水した水を、各戸型浄水装置を通し、消毒を実施したうえで使用する。地

下水を水源とする場合は、各戸に深井戸を設置し、水中ポンプで揚水する（表

2.2.7，図 2.2.9，図 2.2.10）。 

 

 

  

表 2.2.7 給水方法 5 におけるコスト試算条件 

項目  試算条件  

給水方法  近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  

適用可能な  

ケース  
ケース 1～8 全てに適用可能  

宅配給水  
50 円 /L（宅配費用込み，2 L/（人・日））（出典 1）  

10 年間 730 千円 /世帯，30 年間 2,190 千円 /世帯，60 年間 4,380 千円 /世帯  

井戸掘削費注  
地下水を水源とする場合のみ計上  

9,592 円 /本（孔径 30 mm，深さ 60 m，揚水試験込み）  

取水施設  

1．ポンプ設備費 200 千円 /基（出典 2）  

（地下水を水源とする場合のみ計上，水源までの距離 0 m，揚水量約
10 L/min，耐用年数 10 年）  

2．給水装置整備費 21 千円 /式（既設給水装置への接続）  

（付録付属資料 1「過年度調査における費用算定資料」参照）  

浄水装置  

1．各戸型膜ろ過装置（出典 3）  

（井戸水・沢水用（取水設備含む），給水能力 400 L/日，耐用年数 10 年）  

2．全世帯につき 1 基ずつ設置  

10 年間 584 千円 /世帯，30 年間 1,552 千円 /世帯，60 年間 3,004 千円 /世帯

（維持管理費込）  

3．塩素注入ポンプ費 98 千円 /基（次亜塩素酸ナトリウム用，耐用年数
10 年）（出典 4）  

4．年間薬品費 2 千円 /基（次亜塩素酸ナトリウム）（出典 5）  

（付録付属資料 1「過年度調査における費用算定資料」参照）  

水質検査費  
（出典 6）  

11 項目検査を実施（9.4 千円 /年）  

10 年間 94 千円 /世帯，30 年間 282 千円 /世帯，60 年間 564 千円 /世帯  

（注）1 社による見積りを基礎とする。  

（出典 1）平成 29 年度調査，参考資料 5-4  

（出典 2）平成 29 年度調査，参考資料 5-5 

（出典 3）平成 29 年度調査，参考資料 5-3  

（出典 4）平成 29 年度調査，参考資料 5-6 

（出典 5）平成 29 年度調査，参考資料 5-7 

（出典 6）1.1 章（２）「コスト縮減が困難な費用項目」，⑤「水質検査費」  
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図 2.2.9 給水方法 5 の概念図（表流水を水源とする場合，赤色は更新部分）  

 

図 2.2.10 給水方法 5 の概念図（地下水を水源とする場合，赤色は更新部分） 
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（６）給水方法 6：給水車による水道水の運搬給水  

給水車による運搬給水を実施する（表 2.2.8，図 2.2.11）。 

表 2.2.8 給水方法 6 におけるコスト試算条件 

項目  試算条件  

給水方法  給水車による水道水の運搬給水  

適用可能な  

ケース  

ケース 5～8 に適用可能  

（自然条件「積雪・寒冷地」では実施不可とする）  

給水量  1.2 m3/（世帯・3 日）（200 L/（人・日）×2 人×3 日として算出）  

運搬給水  

1. 浄水受水による運搬給水（全世帯への定期巡回による給水） 

2. 給水車 10,000 千円/台（出典 1）（タンク容量 4 m3，耐用年数 20 年又は 40~50

万 km 走行（出典 2），ガソリン代未考慮） 

3. 給水車年間維持管理費 292 千円/年（出典 2） 

4. 運転手給与 1,712 円/時間（運搬給水の計画に基づき、運搬給水に従事した時

間に対して支給）（出典 2） 

（本試算条件における運搬給水の計画については、表 2.2.9 を参照）  

受水設備  

1. 受水タンク 250 千円/基を各戸に設置して受水（容量 2 m3，FRP 製 150 千円

/基（出典 3），各戸設置費 100 千円/基を含む，耐用年数 30 年） 

2. 浄水受水費 74.26 円/m3（平成 28 年度の水道用水供給事業平均給水原価）注 

水質検査費  水質検査費は各戸配水時の残留塩素濃度確認のみのため運転手給与に含む  

（注）平成 29 年度調査では、給水車による水道水の運搬給水は、平成 27 年度の簡易水道事業平均供

給単価 172 円 /m3 を用いて給水としてコスト試算している。本調査では、水道用水供給事業から

浄水を受ける形態が実態に即していると考えて、（公社）日本水道協会発行「水道統計「平成 28

年度」」より平成 28 年度の水道用水供給事業平均給水原価を用いることとする。  

（出典 1）平成 28 年度調査，資料編 1-2 及び資料編 9-1 

（出典 2）1.1 章（１）「コスト縮減が可能な費用項目」，④「受水設備」  

（出典 3）平成 28 年度調査，資料編 1-3 

 

表 2.2.9 運搬給水の計画  

運搬給水 1 回当たりの試算条件：3 世帯へ 3 日分を給水 (計 3.6 m3)，走行距離 30 km，所要 2 時間  

給水  

人口  
世帯数  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

給水車年間  

走行距離  

（km/年）  

給水時間  

（1 日）  

20 人  

10 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4                14,640 

更新周期 20 年  

年間給水日 122 日  

従事時間 976 h/年  

8 時間  

2 日目  

3 日目  
                         休み  

50 人  

25 世帯  

1 日目  1 回目  2 回目  3 回目  4 回目  5 回目            32,940 

更新周期 15 年  

年間給水日 244 日  

従事時間 2,196 h/年  

10 時間  

2 日目                 1 回目  2 回目  3 回目  4 8 時間  

3 日目                           休み  

（補足）計画に関する詳細は、1.1（１）「コスト縮減が可能な項目」，①「運搬給水」を参照  



付録-45 

 

図 2.2.11 給水方法 6 の概念図（赤色は更新部分）  
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2.2.2 地域類型区分における給水方法の検討  

 

表 2.2.1 の地域類型区分の整理にある 1～8 の各ケースについて、2.2.1 章の

各給水方法におけるコスト試算条件に基づき、経済的かつ合理的な給水方法を

検討する。  

 

本調査において検討の候補としている 6 つの給水方法について、給水方法 1

～3 は管路による給水方法、給水方法 4 及び 5 は各戸型浄水装置による給水方

法、給水方法 6 は給水車による運搬給水といったように、3 つの給水方法に大

別できる。  

 

以降にて、自然条件（積雪・寒冷地又は温暖地）及び利用可能な水源の種別

（表流水又は地下水）毎に給水方法を検討する。候補となる 6 つの給水方法は

以下の表 2.2.10 のとおりであり、以降は「給水方法○（○は 1～6 の数字）」

と表現する。  

なお、給水方法 6：給水車による水道水の運搬給水は、積雪・寒冷地である

ケース 1～4 では、積雪のため常時運搬給水が困難であることから、本調査に

おける検討では適用しないことに留意する。  

  

表 2.2.10 検討の候補となる給水方法 

 給水方法 

給水方法 1 浄水施設（消毒あり）＋通常配管 

給水方法 2 浄水施設（消毒あり）＋廉価配管 

給水方法 3 ①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

給水方法 4 ①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

給水方法 5 近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり） 

給水方法 6 給水車による水道水の運搬給水 
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（１）積雪・寒冷地において表流水を水源とする場合（ケース 1，2）  

表流水を利用できる対象地域において、管路による給水方法である給水方法

2 が候補となるが、積雪・寒冷地では浅層埋設の適用が困難であることから、

1 m 当たりの管路更新費が割高となる。特に、ケース 2 のような密集度小（単

位管延長 200 m/人以上）の対象地域では、管路延長が長くなるため、管路更新

費は更に高くなる。そこで、各戸の近傍を沢水（表流水）が流れている対象地

域であれば、管路に依らない給水方法である給水方法 5 が経済的に最も有利と

なる。各戸の近傍に水源を確保できない場合は、取水設備を設置して表流水を

取水し浄水装置を経て配水する給水方法 2 が合理的かつ経済的に有利である。

ただし、本調査で提案した浄水装置では浄水処理が困難な水源水質（例：高濁

度）の場合は、給水方法 4 や給水方法 3 のように、水源を生活用水として利用

し、飲料水をボトル水による宅配給水とする給水方法を検討する。  

 

以上より、ケース 1 及びケース 2 については、給水方法 5 が経済的に有利と

なり、総評（表 2.2.11）と総額コストの比較（表 2.2.12，図 2.2.12）を以下に

それぞれ示す。  

 

  

表 2.2.11 積雪・寒冷地において表流水を水源とするケース 1，2 の総評  

（◎：経済的に最も有利，○：次点+条件付き検討，△：条件付きで検討，×：経済的に適用困難）  

ケ
ー
ス 

集
落
規
模 

(

給
水
人
口) 

給水方法 1 

浄水施設（消毒

あり）＋通常配

管  

給水方法 2 

浄水施設（消毒

あり）＋廉価配

管  

給水方法 3 

①ボトル水宅

配，②浄水施設

（消毒なし）＋

廉価配管  

給水方法 4 

①ボトル水宅

配，②近傍水源

＋各戸型浄水装

置（消毒なし）  

給水方法 5 

近傍水源＋各戸

型浄水装置（消

毒あり）  

給水方法 6 

給水車による

水道水の運搬

給水  

１
（
密
集
度
大
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ 

適用困難注 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

50 人  

△ ○ × △ ◎ 

総額コストが給

水方法 3 の次に

大きい  

近傍に水源が無

い場合は検討  

総額コストが最

大  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

２
（
密
集
度
小
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

50 人  

× △ △ ○ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

（注）積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難であることから、

本調査における検討では適用しない。 
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表 2.2.12 積雪・寒冷地において表流水を水源とするケース 1，2 の総額コスト（累

計，単位：千円） 

ケース 集落規模 給水方法注 1 10 年間 30 年間 60 年間 

ケース 1 
密集度大  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 76,681 89,467 112,253 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  47,494 60,280 83,066 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  47,926 66,211 96,856 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  14,290 40,870 80,740 

5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 186,663 200,804 227,837 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  108,290 122,431 149,464 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  119,662 161,182 228,894 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  35,725 102,175 201,850 

5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

ケース 2 
密集度小  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 268,018 280,804 303,590 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  151,270 164,056 186,842 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  151,702 169,987 200,632 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  14,290 40,870 80,740 

5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 697,435 711,576 738,609 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  383,945 398,086 425,119 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  395,317 436,837 504,549 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  35,725 102,175 201,850 

5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

（注 1）各給水方法の略称との対応は以下のとおりとする。  

1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  6：給水車による水道水の運搬給水  

（注 2）給水方法 6 は、積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難であることか

ら、本調査における検討では適用しない。  



付録-49 

図 2.2.12 積雪・寒冷地において表流水を水源とするケース 1，2 の総額コスト（累計）  

（注）給水方法 6 は、積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難で

あることから、本調査における検討では適用しない。 
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（２）積雪・寒冷地において地下水を水源とする場合（ケース 3，4）  

地域の周囲に表流水の水源がない場合や、地域と水源との高低差によりポン

プ設備が必要なため経済的に不利な場合、表流水が小型浄水装置による砂ろ過

で対応できない水質の場合においては、地下水の水源（深井戸）を確保するこ

とが考えられる。  

 

このケースにおいても、（１）と同様に、給水方法 2 については、積雪・寒

冷地では浅層埋設の適用が困難であることから、1 m 当たりの管路更新費が割

高となる。しかし、管路に依らない給水方法である給水方法 5 については、各

戸に深井戸を設置する必要があることから、対象地域全体で見ると井戸掘削費

の負担が大きく、ケース 3 のような密集度大（単位管延長 50 m/人以下）で管

路延長が短い対象地域では、給水方法 2 の方が経済的に有利である。一方で、

ケース 4 のような密集度小（単位管延長 200 m/人以上）で管路延長が長い対象

地域では、給水方法 5 の方が経済的に有利である。なお、深井戸の水質が本調

査で提案した浄水装置では浄水処理が困難な水質（例：硝酸態窒素及び亜硝酸

態窒素が検出される）の場合は、給水方法 4 や給水方法 3 のように、水源を生

活用水として利用し、飲料水をボトル水による宅配給水とする給水方法を検討

する。以上より、ケース 3 については給水方法 2、ケース 4 については給水方

法 5 がそれぞれ経済的に有利となり、総評（表 2.2.13）と総額コストの比較（表

2.2.14，図 2.2.13）を以下にそれぞれ示す。  

表 2.2.13 積雪・寒冷地において地下水を水源とするケース 3，4 の総評  

（◎：経済的に最も有利，○：次点+条件付き検討，△：条件付きで検討，×：経済的に適用困難）  

ケ
ー
ス 

集
落
規
模 

(
給
水
人
口) 

給水方法 1 

浄水施設（消毒

あり）＋通常配

管  

給水方法 2 

浄水施設（消毒

あり）＋廉価配

管  

給水方法 3 

①ボトル水宅

配，②浄水施設

（消毒なし）＋

廉価配管  

給水方法 4 

①ボトル水宅

配，②近傍水源

＋各戸型浄水装

置（消毒なし）  

給水方法 5 

近傍水源＋各戸

型浄水装置（消

毒あり）  

給水方法 6 

給水車による

水道水の運搬

給水  

３
（
密
集
度
大
） 

20 人  

△ ◎ ○ × △ 

適用困難注 

管路による給水

方法では総額コ

ストが最大  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

総額コストが最

大  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

50 人  

○ ◎ △ × △ 

管路による給水

方法では次点  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

総額コストが最

大  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

４
（
密
集
度
小
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

50 人  

× ○ △ △ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

（注）積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難であることから、

本調査における検討では適用しない。 
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表 2.2.14 積雪・寒冷地において地下水を水源とするケース 3，4 の総額コスト（累

計，単位：千円） 

ケース 集落規模 給水方法注 1 10 年間 30 年間 60 年間 

ケース 3 
密集度大  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 84,738 95,257 114,607 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  55,551 66,070 85,420 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  55,983 72,001 99,210 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  112,210 142,790 188,660 

5：各戸型浄水（消毒あり） 106,090 124,430 151,940 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 194,037 205,156 227,926 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  115,664 126,783 149,553 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  127,046 165,564 229,043 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  280,525 356,975 471,650 

5：各戸型浄水（消毒あり） 265,225 311,075 379,850 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

ケース 4 
密集度小  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 276,075 286,594 305,944 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  159,327 169,846 189,196 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  159,759 175,777 202,986 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  112,210 142,790 188,660 

5：各戸型浄水（消毒あり） 106,090 124,430 151,940 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 704,809 715,928 738,698 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  391,319 402,438 425,208 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  402,701 441,219 504,698 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  280,525 356,975 471,650 

5：各戸型浄水（消毒あり） 265,225 311,075 379,850 

6：給水車による運搬給水注 2 適用困難  

（注 1）各給水方法の略称との対応は以下のとおりとする。  

1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  6：給水車による水道水の運搬給水  

（注 2）給水方法 6 は、積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難であることか

ら、本調査における検討では適用しない。  
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図 2.2.13 積雪・寒冷地において地下水を水源とするケース 3，4 の総額コスト（累計）  

（注）給水方法 6 は、積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難で

あることから、本調査における検討では適用しない。 
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（３）温暖地において表流水を水源とする場合（ケース 5，6） 

表流水を利用できる対象地域において、管路による給水方法の候補としては、

給水方法 2 がある。給水方法 2 は、温暖地であることから浅層埋設の適用が可

能であり、積雪・寒冷地よりも 1 m 当たりの管路更新費は割安となる。しかし、

管路延長が最も短く、管路更新費が最も低い「密集度大（単位管延長 50 m/人

以下）かつ給水人口 20 人」の場合（ケース 5 の一部，管路延長 1,000 m）であ

っても、管路に依らない給水方法である給水方法 5 の方が経済的に有利となる

ことから、ケース 5 及びケース 6 におけいては、給水方法 5 が経済的に最も有

利となる。管路延長が短いケース 5 は、給水方法 2 が経済的に次点となるが、

密集度が低く（単位管延長 200 m/人以上）、管路延長が長いケース 6 では、管

路更新費が高くなることから、給水方法 1～3 の総額コストは、各戸型浄水装

置による給水方法である給水方法 4 及び給水方法 5 よりも高くなる。ただし、

各戸の近傍に水源を確保できない場合は、取水設備を設置して表流水を取水し

浄水装置を経て配水する給水方法 2 を検討することが考えられる。なお、本調

査で提案した浄水装置では浄水処理が困難な水源水質（例：高濁度）の場合は、

給水方法 4 や給水方法 3 のように、水源を生活用水として利用し、飲料水をボ

トル水による宅配給水とする給水方法を検討する。  

 

以上より、ケース 5 及びケース 6 については、給水方法 5 が経済的に有利と

なり、総評（表 2.2.23）と総額コストの比較（表 2.2.24，図 2.2.14）を以下に

それぞれ示す。   

表 2.2.23 温暖地において表流水を水源とするケース 5，6 の総評 

（◎：経済的に最も有利，○：次点+条件付き検討，△：条件付きで検討，×：経済的に適用困難）  

ケ
ー
ス 

集
落
規
模 

(

給
水
人
口) 

給水方法 1 

浄水施設（消毒

あり）＋通常配

管  

給水方法 2 

浄水施設（消毒

あり）＋廉価配

管  

給水方法 3 

①ボトル水宅

配，②浄水施設

（消毒なし）＋

廉価配管  

給水方法 4 

①ボトル水宅

配，②近傍水源

＋各戸型浄水装

置（消毒なし）  

給水方法 5 

近傍水源＋各戸

型浄水装置（消

毒あり）  

給水方法 6 

給水車による

水道水の運搬

給水  

５
（
密
集
度
大
） 

20 人  

× ○ △ △ ◎ × 

運搬給水の次に

総額コストが高

い  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

総額コストが

最大 

50 人  

× ○ △ △ ◎ × 

運搬給水の次に

総額コストが高

い  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

総額コストが

最大 

６
（
密
集
度
小
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ × 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

給水方法 1 の

次に総額コス

トが高い 

50 人  

× △ △ ○ ◎ × 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

給水方法 1 の

次に総額コス

トが高い 
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表 2.2.24 温暖地において表流水を水源とするケース 5，6 の総額コスト（累計，単

位：千円） 

ケース 集落規模 給水方法注 1 10 年間 30 年間 60 年間 

ケース 5 
密集度大  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 76,681 89,467 112,253 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  39,192 51,978 74,764 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  39,624 57,909 88,554 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 14,290 40,870 80,740 

5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

6：給水車による運搬給水  55,714 107,143 204,285 

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 186,663 200,804 227,837 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  86,240 100,381 127,414 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  97,612 139,132 206,844 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 35,725 102,175 201,850 

5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

6：給水車による運搬給水  115,726 212,179 424,359 

ケース 6 
密集度小  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 268,018 280,804 303,590 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  118,062 130,848 153,634 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  118,494 136,779 167,424 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 14,290 40,870 80,740 

5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

6：給水車による運搬給水  55,714 107,143 204,285 

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 697,435 711,576 738,609 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  295,745 309,886 336,919 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  307,117 348,637 416,349 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 35,725 102,175 201,850 

5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

6：給水車による運搬給水  115,726 212,179 424,359 

（注 1）各給水方法の略称との対応は以下のとおりとする。  

1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  6：給水車による水道水の運搬給水  
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図 2.2.14 温暖地において表流水を水源とするケース 5，6 の総額コスト（累計）  
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（４）温暖地において地下水を水源とする場合（ケース 7，8） 

地域の周囲に表流水の水源がない場合や、地域と水源との高低差によりポン

プ設備が必要なため経済的に不利な場合、表流水が小型浄水装置による砂ろ過

で対応できない水質の場合においては、地下水の水源（深井戸）を確保するこ

とが考えられる。  

 

（３）と同様に、給水方法 2 は、温暖地であることから浅層埋設の適用が可

能であり、積雪・寒冷地よりも 1 m 当たりの管路更新費は割安となる。そのた

め、ケース 7 では給水方法 2 の方が、井戸掘削費の負担が大きい給水方法 5 よ

りも経済的に有利である。  

一方で、密集度が低いケース 8（単位管延長 200 m/人以上）では、管路によ

る給水方法は管路延長が長く管路更新費が高くなり、各戸型浄水装置による給

水方法は対象地域全体における井戸掘削費の負担が大きくなることから、30 年

間では管路による給水方法と各戸型浄水装置による給水方法のどちらにも依

らない給水方法 6 が経済的に有利となる。しかし、給水方法 6 は、総額コスト

の 5 割以上を占める運搬給水の更新費と運転手給与を定期的に計上することか

ら、60 年間の総額コストで比較すると、管路布設による初期投資が大きいもの

の総額コストの増分が小さい管路による給水方法が経済的に有利となる。また、

給水人口が少ない（20 人）場合は、各戸型浄水装置による給水方法 5 が給水方

法 2 よりもやや安価となった。  

なお、ケース 7 及びケース 8 のいずれにおいても、本調査で提案した浄水装

置では浄水処理が困難な水源水質（例：高濁度）の場合は、給水方法 4 や給水

方法 3 のように、水源を生活用水として利用し、飲料水をボトル水による宅配

給水とする給水方法を検討する。  

 

以上より、ケース 7 については給水方法 2、ケース 8 については給水方法 2

及び 5 がそれぞれ経済的に有利となり、総評（表 2.2.25）と総額コストの比較

（表 2.2.26，図 2.2.15）を以下にそれぞれ示す。  
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表 2.2.25 温暖地において地下水を水源とするケース 7，8 の総評 

（◎：経済的に最も有利，○：次点+条件付き検討，△：条件付きで検討，×：経済的に適用困難）  

ケ
ー
ス 

集
落
規
模 

(

給
水
人
口) 

給水方法 1 

浄水施設（消毒

あり）＋通常配

管  

給水方法 2 

浄水施設（消毒

あり）＋廉価配

管  

給水方法 3 

①ボトル水宅

配，②浄水施設

（消毒なし）＋

廉価配管  

給水方法 4 

①ボトル水宅

配，②近傍水源

＋各戸型浄水装

置（消毒なし）  

給水方法 5 

近傍水源＋各戸

型浄水装置（消

毒あり）  

給水方法 6 

給水車による

水道水の運搬

給水  

７
（
密
集
度
大
） 

20 人  

△ ◎ ○ × △ × 

管路による給水

方法では総額コ

ストが最大  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

運搬給水の次に

総額コストが高

い  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

総額コストが

最大 

50 人  

△ ◎ ○ × △ × 

管路による給水

方法では総額コ

ストが最大  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

総額コストが最

大  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

給水方法 4 の

次に総額コス

トが高い 

８
（
密
集
度
小
） 

20 人  

× ○ △ △ ◎ △ 

総額コストが最

大  

給水方法５の次

に安価  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

30 年間では最

安 

50 人  

× ◎ △ △ ○ △ 

総額コストが最

大  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

30 年間では最

安 
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表 2.2.26 温暖地において地下水を水源とするケース 7，8 の総額コスト（累計，単

位：千円） 

ケース 集落規模 給水方法注 1 10 年間 30 年間 60 年間 

ケース 7 
密集度大  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 84,738 95,257 114,607 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  47,249 57,768 77,118 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  47,681 63,699 90,908 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  112,210 142,790 188,660 

5：各戸型浄水（消毒あり） 106,090 124,430 151,940 

6：給水車による運搬給水  55,714 107,143 204,285 

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 194,037 205,156 227,926 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  93,614 104,733 127,503 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  104,996 143,514 206,993 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  280,525 356,975 471,650 

5：各戸型浄水（消毒あり） 265,225 311,075 379,850 

6：給水車による運搬給水  115,726 212,179 424,359 

ケース 8 
密集度小  

20 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 276,075 286,594 305,944 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  126,119 136,638 155,988 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  126,551 142,569 169,778 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  112,210 142,790 188,660 

5：各戸型浄水（消毒あり） 106,090 124,430 151,940 

6：給水車による運搬給水  55,714 107,143 204,285 

50 人  

1：浄水（消毒あり）+標準 704,809 715,928 738,698 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  303,119 314,238 337,008 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  314,501 353,019 416,498 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  280,525 356,975 471,650 

5：各戸型浄水（消毒あり） 265,225 311,075 379,850 

6：給水車による運搬給水  115,726 212,179 424,359 

（注 1）各給水方法の略称との対応は以下のとおりとする。  

1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  6：給水車による水道水の運搬給水  
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図 2.2.15 温暖地において地下水を水源とするケース 7，8 の総額コスト（累計） 
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（５）ケース 1～8 における総額コスト  

（１）～（４）において、各ケースの検討結果とその総額コストを以下の表

2.2.27 から表 2.2.29 並びに図 2.2.16 及び図 2.2.17 に整理する。 

 

表 2.2.27 積雪・寒冷地におけるケース 1～4 の総評  

（◎：経済的に最も有利，○：次点+条件付き検討，△：条件付きで検討，×：経済的に適用困難）  

ケ
ー
ス 

集
落
規
模 

(

給
水
人
口) 

給水方法 1 

浄水施設（消毒

あり）＋通常配

管  

給水方法 2 

浄水施設（消毒

あり）＋廉価配

管  

給水方法 3 

①ボトル水宅

配，②浄水施設

（消毒なし）＋

廉価配管  

給水方法 4 

①ボトル水宅

配，②近傍水源

＋各戸型浄水装

置（消毒なし）  

給水方法 5 

近傍水源＋各戸

型浄水装置（消

毒あり）  

給水方法 6 

給水車による

水道水の運搬

給水  

１
（
表
流
水
・
密
集
度
大
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ 

適用困難注 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

50 人  

× ○ × △ ◎ 

総額コストが給

水方法 3 の次に

大きい  

近傍に水源が無

い場合は検討  

総額コストが最

大  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

２
（
表
流
水
・
密
集
度
小
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

50 人  

× △ △ ○ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

３
（
地
下
水
・
密
集
度
大
） 

20 人  

△ ◎ ○ × △ 

管路による給水

方法では総額コ

ストが最大  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

総額コストが最

大  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

50 人  

○ ◎ △ × △ 

管路による給水

方法では次点  

60年間において

最安  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

総額コストが最

大  

管路による給水

が困難な場合は

検討  

４
（
地
下
水
・
密
集
度
小
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

50 人  

× ○ △ △ ◎ 

総額コストが最

大  

近傍に水源が無

い場合は検討  

浄水処理が困難

な水源水質の場

合は検討  

近傍水源が浄水

処理困難な水質

の場合は検討  

60 年間において

最安  

（注）積雪・寒冷地では、積雪のため給水車による常時運搬給水が困難であることから、本調

査における検討では適用しない。  

※上記の結果は、本検討で設定した一定の条件下におけるものであり、実際の検討に当たって

は、区域の条件により、結果が異なる場合があることに留意する。  
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表 2.2.28 温暖地におけるケース 5～8 の総評 

（◎：経済的に最も有利，○：次点+条件付き検討，△：条件付きで検討，×：経済的に適用困難）  

ケ
ー
ス 

集
落
規
模 

(

給
水
人
口) 

給水方法 1 

浄水施設（消

毒あり）＋通

常配管  

給水方法 2 

浄水施設（消

毒あり）＋廉

価配管  

給水方法 3 

①ボトル水宅

配，②浄水施

設（消毒な

し）＋廉価配

管  

給水方法 4 

①ボトル水宅

配，②近傍水

源＋各戸型浄

水装置（消毒

なし）  

給水方法 5 

近傍水源＋各

戸型浄水装置

（消毒あり）  

給水方法 6 

給水車による

水道水の運搬

給水  

５
（
表
流
水
・
密
集
度
大
） 

20 人  

× ○ △ △ ◎ × 

運 搬 給 水 の 次

に 総 額 コ ス ト

が高い  

近 傍 に 水 源 が

無 い 場 合 は 検

討  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

近 傍 水 源 が 浄

水 処 理 困 難 な

水 質 の 場 合 は

検討  

60 年間におい

て最安  

総 額 コ ス ト が

最大  

50 人  

× ○ △ △ ◎ × 

運 搬 給 水 の 次

に 総 額 コ ス ト

が高い  

近 傍 に 水 源 が

無 い 場 合 は 検

討  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

近 傍 水 源 が 浄

水 処 理 困 難 な

水 質 の 場 合 は

検討  

60 年間におい

て最安  

総 額 コ ス ト が

最大  

６
（
表
流
水
・
密
集
度
小
） 

20 人  

× △ △ ○ ◎ × 

総 額 コ ス ト が

最大  

近 傍 に 水 源 が

無 い 場 合 は 検

討  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

近 傍 水 源 が 浄

水 処 理 困 難 な

水 質 の 場 合 は

検討  

60 年間におい

て最安  

給水方法 1の次

に 総 額 コ ス ト

が高い  

50 人  

× △ △ ○ ◎ × 

総 額 コ ス ト が

最大  

近 傍 に 水 源 が

無 い 場 合 は 検

討  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

近 傍 水 源 が 浄

水 処 理 困 難 な

水 質 の 場 合 は

検討  

60 年間におい

て最安  

給水方法 1の次

に 総 額 コ ス ト

が高い  

７
（
地
下
水
・
密
集
度
大
） 

20 人  

△ ◎ ○ × △ × 

管 路 に よ る 給

水 方 法 で は 総

額 コ ス ト が 最

大  

60 年間におい

て最安  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

運 搬 給 水 の 次

に 総 額 コ ス ト

が高い  

管 路 に よ る 給

水 が 困 難 な 場

合は検討  

総 額 コ ス ト が

最大  

50 人  

△ ◎ ○ × △ × 

管 路 に よ る 給

水 方 法 で は 総

額 コ ス ト が 最

大  

60 年間におい

て最安  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

総 額 コ ス ト が

最大  

管 路 に よ る 給

水 が 困 難 な 場

合は検討  

給水方法 4の次

に 総 額 コ ス ト

が高い  

８
（
地
下
水
・
密
集
度
小
） 

20 人  

× ○ △ △ ◎ △ 

総 額 コ ス ト が

最大  

給 水 方 法 ５ の

次に安価  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

近 傍 水 源 が 浄

水 処 理 困 難 な

水 質 の 場 合 は

検討  

60 年間におい

て最安  

30 年間では最

安  

50 人  

× ◎ △ △ ○ △ 

総 額 コ ス ト が

最大  

60 年間におい

て最安  

浄 水 処 理 が 困

難 な 水 源 水 質

の場合は検討  

近 傍 水 源 が 浄

水 処 理 困 難 な

水 質 の 場 合 は

検討  

管 路 に よ る 給

水 が 困 難 な 場

合は検討  

30 年間では最

安  

※上記の結果は、本検討で設定した一定の条件下におけるものであり、実際の検討に当たって

は、区域の条件により、結果が異なる場合があることに留意する。  
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表 2.2.29 ケース 1～8 における給水方法と総額コスト（累計，単位：千円） 

ケ
ー
ス 

条
件 

集
落
特
性 

給
水
人
口 

給水方法注 1 

（上段：60 年間最安，下段：次点） 
10 年間 30 年間 60 年間 

ケ
ー
ス
１ 

積
雪
・
寒
冷
地
＋
表
流
水 

密
集
度
大 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  14,290 40,870 80,740 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  108,290 122,431 149,464 

ケ
ー
ス
２ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  14,290 40,870 80,740 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  35,725 102,175 201,850 

ケ
ー
ス
３ 

積
雪
・
寒
冷
地
＋
地
下
水 

密
集
度
大 

20 人 
2：浄水（消毒あり）＋廉価  55,551 66,070 85,420 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  55,983 72,001 99,210 

50 人  
2：浄水（消毒あり）＋廉価  115,664 126,783 149,553 

1：浄水（消毒あり）+標準 194,037 205,156 227,926 

ケ
ー
ス
４ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 106,090 124,430 151,940 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  112,210 142,790 188,660 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 265,225 311,075 379,850 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  391,319 402,438 425,208 

ケ
ー
ス
５ 

温
暖
地
＋
表
流
水 

密
集
度
大 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  39,192 51,978 74,764 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  86,240 100,381 127,414 

ケ
ー
ス
６ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 8,170 22,510 44,020 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  14,290 40,870 80,740 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 20,425 56,275 110,050 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  35,725 102,175 201,850 

ケ
ー
ス
７ 

温
暖
地
＋
地
下
水 

密
集
度
大 

20 人 
2：浄水（消毒あり）＋廉価  47,249 57,768 77,118 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  47,681 63,699 90,908 

50 人  
2：浄水（消毒あり）＋廉価  93,614 104,733 127,503 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  104,996 143,514 206,993 

ケ
ー
ス
８ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 106,090 124,430 151,940 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  126,119 136,638 155,988 

50 人  
2：浄水（消毒あり）＋廉価  303,119 314,238 337,008 

5：各戸型浄水（消毒あり） 265,225 311,075 379,850 

（注）各給水方法の略称との対応は以下のとおりとする。  

1：浄水施設（消毒あり）＋通常配管  2：浄水施設（消毒あり）＋廉価配管  

3：①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）＋廉価配管  

4：①ボトル水宅配，②近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒なし）  

5：近傍水源＋各戸型浄水装置（消毒あり）  

※上記の結果は、本検討で設定した一定の条件下におけるものであり、実際の検討に当たっては、区

域の条件により、結果が異なる場合があることに留意する。  
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図 2.2.16 積雪・寒冷地におけるケース 1～4 の給水方法と総額コスト（累計） 

（左：60 年間において総額コストが最安の給水方法，右：次点）  

 

図 2.2.17 温暖地におけるケース 5～8 の給水方法と総額コスト（累計）  

（左：60 年間において総額コストが最安の給水方法，右：次点）  
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ケース別の給水方法の傾向として、表流水を水源とする場合は、いずれのケ

ースでも管路更新費を不要としている各戸型浄水装置による給水方法（給水方

法 5）が経済的に有利になる傾向がある。  

地下水を水源とする場合は、密集度が大きいケース（ケース３、７）におい

て、管路（廉価配管）による給水方法である給水方法 2 が経済的に有利になる

傾向がある。表流水を水源とするケースにおいて経済的に有利となる傾向があ

る給水方法 5 は、地下水を水源とする場合は各戸に深井戸を設置する必要があ

ることから、対象地域全体で見ると井戸掘削費の負担が大きいことが要因と考

えられる。しかし、給水人口が少ない（20 人）の場合は、給水方法 2 と次点で

ある給水方法 3（廉価配管による給水とボトル水の併用）との差が小さいこと

にも留意する必要がある。  

一方で、地下水を水源とする場合でも密集度が小さい場合、「積雪・寒冷地」

（ケース４）では浅層埋設の適用が困難なうえ、管路更新が割高になることか

ら、給水方法 5 の方が安価となった。「温暖地」（ケース８）の場合は、給水

方法 2 と 5 の差が小さく、給水人口が少ない（20 人）場合は給水方法 5、給水

人口が多い（50 人）場合は給水方法 2 が経済的に有利となった。なお、表 2.2.29

に記載のとおり、30 年間では給水方法 6（給水車による運搬給水）が経済的に

有利となることにも留意する必要がある。  

以上のとおり、区域の条件により、経済的に有利な給水方法は異なるため、

給水方法の選定に当たって留意する必要がある。  
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（６）ケース 1～8 における給水人口１人当たりの総額コスト  

（１）～（４）において、各ケースの給水人口１人当たりの総額コストを以

下の表 2.2.30 及び図 2.2.18，図 2.2.19 整理する。  

表 2.2.30 ケース 1～8 における給水方法と給水人口１人当たりの総額コスト（累計，

単位：千円） 

ケ
ー
ス 

水
源 

集
落
特
性 

給
水
人
口 

給水方法注 1 

（上段：60 年間最安，下段：次点） 
10 年間 30 年間 60 年間 

ケ
ー
ス
１ 

積
雪
・
寒
冷
地
＋
表
流
水 

密
集
度
大 

20 人 

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 715 2,044 4,037 

50 人  

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  2,166 2,449 2,989 

ケ
ー
ス
２ 

密
集
度
小 

20 人 

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 715 2,044 4,037 

50 人  

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 715 2,044 4,037 

ケ
ー
ス
３ 

積
雪
・
寒
冷
地
＋
地
下
水 

密
集
度
大 

20 人 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  2,818 3,344 4,311 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  2,839 3,640 5,001 

50 人  

2：浄水（消毒あり）＋廉価  2,329 2,552 3,007 

1：浄水（消毒あり）+標準  3,897 4,119 4,575 

ケ
ー
ス
４ 

密
集
度
小 

20 人 

5：各戸型浄水（消毒あり） 5,705 6,622 7,997 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 8,006 8,532 9,500 

50 人  

5：各戸型浄水（消毒あり） 5,705 6,622 7,997 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  7,842 8,065 8,520 

ケ
ー
ス
５ 

温
暖
地
＋
表
流
水 

密
集
度
大 

20 人 

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  1,960 2,599 3,738 

50 人  

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  1,725 2,008 2,548 

ケ
ー
ス
６ 

密
集
度
小 

20 人 

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 715 2,044 4,037 

50 人  

5：各戸型浄水（消毒あり） 409 1,126 2,201 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし） 715 2,044 4,037 

ケ
ー
ス
７ 

温
暖
地
＋
地
下
水 

密
集
度
大 

20 人 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  2,402 2,928 3,896 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  2,424 3,225 4,585 

50 人  

2：浄水（消毒あり）＋廉価  1,888 2,111 2,566 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  2,116 2,886 4,156 

ケ
ー
ス
８ 

密
集
度
小 

20 人 

5：各戸型浄水（消毒あり） 6,346 6,872 7,839 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  5,705 6,622 7,997 

50 人  

2：浄水（消毒あり）＋廉価  6,078 6,301 6,756 

5：各戸型浄水（消毒あり） 5,705 6,622 7,997 

（注）各給水方法の略称との対応は、（５）の表 2.2.30 のとおりとする。  

※上記の結果は、本検討で設定した一定の条件下におけるものであり、実際の検討に当たっては、区

域の条件により、結果が異なる場合があることに留意する。  
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図 2.2.18 積雪・寒冷地におけるケース 1～4 の給水方法と１人当たり総額コスト（累計）  

（左：60 年間において総額コストが最安の給水方法，右：次点）  

 

図 2.2.19 温暖地におけるケース 5～8 の給水方法と１人当たり総額コスト（累計） 

（左：60 年間において総額コストが最安の給水方法，右：次点）  
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給水人口 1 人当たりの総額コストの傾向は、利用可能な水源の種別と集落特

性でみると、地下水を水源とする密集度小のケース（ケース 4 及びケース 8）

が高い。これは、管路による給水方法を採用している場合は、密集度小の対象

地域では管路延長が長く、管路更新費が高くなるためであり、各戸型浄水装置

による給水方法を採用している場合は、各戸ごとに井戸掘削費を計上している

ためである。なお、同じく密集度小であるが表流水を水源としているケース（ケ

ース 2 及びケース 6）では、管路更新費や井戸掘削費が不要な各戸型浄水装置

による給水方法を採用しているためである。  
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（７）ケース 1～8 における給水人口１人当たりの年間コスト  

（１）～（４）において、各ケースの給水人口１人当たりの年間コストを以

下の表 2.2.31 及び図 2.2.20，図 2.2.21 に整理する。算出方法は下式（式 2.2.1）

のとおりである。  

 

給水人口 1 人当たりの年間コスト =  
X 年間の給水人口 1 人当たりの総額コスト（累計）

X（X：年数）
 式 2.2.1 
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表 2.2.31 ケース 1～8 における給水方法と給水人口１人当たりの年間コスト（累計，

単位：千円）  

ケ
ー
ス 

水
源 

集
落
特
性 

給
水
人
口 

給水方法注 1 

（上段：60 年間最安，下段：次点） 
10 年間 30 年間 60 年間 

ケ
ー
ス
１ 

積
雪
・
寒
冷
地
＋
表
流
水 

密
集
度
大 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  71 68 67 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  217 82 50 

ケ
ー
ス
２ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  71 68 67 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  71 68 67 

ケ
ー
ス
３ 

積
雪
・
寒
冷
地
＋
地
下
水 

密
集
度
大 

20 人 
2：浄水（消毒あり）＋廉価  278 110 71 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  280 120 83 

50 人  
2：浄水（消毒あり）＋廉価  231 85 50 

1：浄水（消毒あり）+標準 388 137 76 

ケ
ー
ス
４ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 530 207 127 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  561 238 157 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 530 207 127 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  783 268 142 

ケ
ー
ス
５ 

温
暖
地
＋
表
流
水 

密
集
度
大 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  196 87 62 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  172 67 42 

ケ
ー
ス
６ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  71 68 67 

50 人  
5：各戸型浄水（消毒あり） 41 38 37 

4：ボトル水＋各戸型浄水（消毒なし）  71 68 67 

ケ
ー
ス
７ 

温
暖
地
＋
地
下
水 

密
集
度
大 

20 人 
2：浄水（消毒あり）＋廉価  236 96 64 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  238 106 76 

50 人  
2：浄水（消毒あり）＋廉価  187 70 43 

3：ボトル水＋浄水（消毒なし）＋廉価  210 96 69 

ケ
ー
ス
８ 

密
集
度
小 

20 人 
5：各戸型浄水（消毒あり） 530 207 127 

2：浄水（消毒あり）＋廉価  631 228 130 

50 人  
2：浄水（消毒あり）＋廉価  606 209 112 

5：各戸型浄水（消毒あり） 530 207 127 

（注）各給水方法の略称との対応は、（５）の表 2.2.30 のとおりとする。  

※上記の結果は、本検討で設定した一定の条件下におけるものであり、実際の検討に当たっては、区

域の条件により、結果が異なる場合があることに留意する。  
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図 2.2.20 積雪・寒冷地におけるケース 1～4 の給水方法と 1 人あたり年間コスト（累計）  

（左：60 年間において総額コストが最安の給水方法，右：次点）  

 

 

図 2.2.21 温暖地におけるケース 5～8 の給水方法と 1 人あたり年間コスト（累計） 

（左：60 年間において総額コストが最安の給水方法，右：次点）  
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管路による給水方法において総額コストの 6 割から 9 割以上を占める管路更

新費や、地下水を水源とする各戸型浄水装置による給水方法において総額コス

トの 8 割以上を占める井戸掘削費は、初期投資（管路布設や井戸掘削）を最初

の 10 年間にて計上するため、給水期間が長期であるほど 1 年間当たりのコス

トは小さくなる。表流水を水源とする各戸型浄水装置による給水方法は、初期

投資である井戸掘削費は計上しないが、各戸型浄水装置（耐用年数 10 年）に係

る費用を 10 年毎に計上しているため、給水期間において総額コストは横ばい

となっている。  
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付録付属資料1　過年度調査における費用算定資料

① コスト縮減の可能性の検討における単価根拠一覧

② 各戸型浄水装置費用算定資料（給水方法4・5）

③ ボトル水費用算定資料（給水方法3・4)

④ 取水設備（水中ポンプ）費用算定資料（給水方法4・5）

⑤ 塩素注入ポンプ費用算定資料（給水方法5）

⑥ 年間薬品費（次亜塩素酸ナトリウム）費用算定資料（給水方法5）

⑦ 給水装置整備費算定資料（平成29年度基準，給水方法4・5）



 



①
 コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
の
検
討
に
お
け
る
単
価
根
拠
一
覧

分
類

給
水
方
法

費
用
項
目

名
称

単
価

出
典

設
定
方
法
・
算
出
方
法

3
,4

宅
配
給
水

ボ
ト
ル
水

5
0
円

/L
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-4

宅
配
費
用
込
み
，
給
水
人
口

1
人

1
日
当
た
り

2
 L
（
1

0
0
円

/（
人
・
日
）
）
を
宅
配

（
「
③
ボ
ト
ル
水
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）

1
管
路
種
別

通
常
配
管
（
D

IP
・
標
準
埋
設
）

φ
5

0
 m

m
6

3
.7

7
9
千
円

/m
（
平
成

2
9
年
度
基
準
）

平
成

2
8
年
度
調
査
・
資
料
編

8
-3

【
単
価
の
算
出
方
法
】

①
出
典
か
ら
単
価
を
引
用
（
5

9
千
円

/m
，
平
成

2
2
年
度
基
準
）

②
国
土
交
通
省
・
建
設
工
事
費
デ
フ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
平
成

2
9
年
度
基
準
（
1

0
8

.1
）
に
換
算

　
（
5

9
千
円

/m
×

1
0

8
.1

=
6

3
.7

7
9
千
円

/m
）

（
付
録
付
属
資
料

4
「
デ
フ
レ
ー
タ
に
よ
る
管
路
更
新
費
の
換
算
」
参
照
）

2
,3

管
路
種
別

廉
価
配
管
（
H

IV
P
・
浅
層
埋
設
）

φ
5

0
 m

m
2

6
.2

9
0
千
円

/m
（
平
成

2
9
年
度
基
準
）

平
成

2
8
年
度
調
査
・
資
料
編

8
-2
及
び

8
-8
（
別
添
資
料
）

【
単
価
の
算
出
方
法
】

①
出
典
（
資
料
編

8
-2
）
か
ら
単
価
を
引
用
（
3

2
千
円

/m
，
平
成

2
2
年
度
基
準
）

②
国
土
交
通
省
・
建
設
工
事
費
デ
フ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
平
成

2
9
年
度
基
準
（
1

0
8

.1
）
に
換
算

　
（
3

2
千
円

/m
×

1
0

8
.1

=
3

4
.5

9
2
千
円

/m
）

③
出
典
（
資
料
編

8
-8
）
に
基
づ
き
、
浅
層
埋
設
は
算
定
費
の

7
6

 %
を
採
用

　
（
3

4
.5

9
2
千
円

/m
×

0
.7

6
=

2
6

.2
9

0
千
円

/m
）

（
付
録
付
属
資
料

4
「
デ
フ
レ
ー
タ
に
よ
る
管
路
更
新
費
の
換
算
」
参
照
）

1
,2

,3
浄
水
装
置

集
合
型
浄
水
装
置

（
小
型
浄
水
装
置
（
給
水
能
力

2
4
～

4
8

 m
3
/日
）

+
薬
品
注
入
ポ
ン
プ

+
配
水
タ
ン
ク
（
有
効
容
量

1
7

 m
3
）
）

（
合
計
）

1
0
年
間

1
2

,4
0

3
千
円

3
0
年
間

2
0

,9
8

8
千
円

6
0
年
間

3
7

,9
5

6
千
円

平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-2

費
用
は
維
持
管
理
費
込
み

算
出
に
お
け
る
詳
細
は
付
録
付
属
資
料
5
「
浄
水
装
置
費
用
算
定
資
料
」
参
照

4
,5

取
水
設
備

ポ
ン
プ
設
備
費

2
0

0
千
円

/基
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-5

揚
水
量
約

1
0

 L
/m

in
（
全
揚
程

4
5

.9
 m
時
）
，
耐
用
年
数

1
0
年

（
「
④
取
水
設
備
（
水
中
ポ
ン
プ
）
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）

4
,5

取
水
設
備

給
水
装
置
整
備
費

2
1
千
円

/式
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-8

【
単
価
の
算
出
方
法
】

①
出
典
に
お
け
る
単
価
算
出
方
法
を
確
認
（
国
土
交
通
省
，
平
成

2
8
年

2
月
か
ら
適
用
す
る
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
つ
い
て
）

　
「
配
管
工

1
名
に
よ
る

1
日
作
業
」
と
し
て
労
務
単
価
（
全
国
平
均
）
を
用
い
、
材
料
費
（
給
水
管
付
替
延
長

4
 m
と
設
定
）
と
し
て
、

H
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P
φ

2
5

 m
m
が

4
 ｍ
あ
た
り
約

1
,7

0
0
円
で
あ
る
こ
と
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ら
付
属

品
込
み
で
労
務
費
の

1
0

 ％
相
当
を
上
乗
せ

　
（
労
務
単
価
全
国
平
均

1
8

,1
4

3
円

+
1

8
,1

4
3
×

0
.1

0
≒

2
0

,0
0

0
円
）

②
算
出
根
拠
の
単
価
表
（
国
土
交
通
省
，
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
）
を
平
成

2
9
年

3
月
か
ら
の
適
用
単
価
に
更
新

③
①
と
同
様
に
単
価
を
算
出
（
労
務
単
価
全
国
平
均

1
8

,8
4

3
円

+
1

8
,8

9
4

×
0

.1
0
≒

2
1

,0
0

0
円
，
詳
細
は
「
⑦
給
水
装
置
整
備
費
」
参
照
）

4
,5

浄
水
装
置

各
戸
型
浄
水
装
置

（
各
戸
型
膜
ろ
過
装
置
（
井
戸
水
・
沢
水
用
）
）

（
合
計
）

1
0
年
間

5
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千
円

/世
帯

3
0
年
間
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千
円
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帯
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0
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千
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込
み
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能
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4
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用
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数

1
0
年
，
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帯
に
つ
き
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つ
設
置

（
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②
各
戸
型
浄
水
装
置
費
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算
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資
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」
参
照
）

5
浄
水
装
置

塩
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注
入
ポ
ン
プ
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千
円
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平
成

2
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年
度
調
査
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資
料

5
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素
酸
ナ
ト
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ウ
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用
年
数

1
0
年

（
「
⑤
塩
素
注
入
ポ
ン
プ
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）

5
浄
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装
置

年
間
薬
品
費
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千
円

/基
平
成

2
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年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
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次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
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ウ
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6
 %
，

1
.8

 L
（
配
送
料
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水
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上
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転
手
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の
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数
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4
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て
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受
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＋
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設
置
費

1
0

0
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=
5

0
0
千
円
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6
受
水
設
備

浄
水
受
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費

1
7

2
円
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全
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易
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発
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全
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簡
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水
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平
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2
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円
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平 成 2 9 年 度 調 査 に お け る 前 提 条 件 コ ス ト 縮 減 方 策
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② 各戸型浄水装置費用算定資料（給水方法4・5）

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

作業内容
新規設置
ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター・
中空糸膜交
換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

機器価格 398,000

付帯工事 100,000

部品価格 2,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 10年間費用

小計 500,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 584,000

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

作業内容
機器更新
ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター・
中空糸膜交
換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

機器価格 398,000

部品価格 2,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 20年間費用

小計 400,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 1,068,000

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

作業内容
機器更新
ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター・
中空糸膜交
換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

機器価格 398,000

部品価格 2,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 30年間費用

小計 400,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 1,552,000

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

作業内容
機器更新
ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター・
中空糸膜交
換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

機器価格 398,000

部品価格 2,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 40年間費用

小計 400,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 2,036,000

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

作業内容
機器更新
ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター・
中空糸膜交
換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

機器価格 398,000

部品価格 2,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 50年間費用

小計 400,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 2,520,000

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

作業内容
機器更新
ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター・
中空糸膜交
換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

ガードフィ
ルター交換

機器価格 398,000

部品価格 2,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 60年間費用

小計 400,000 4,000 4,000 4,000 4,000 52,000 4,000 4,000 4,000 4,000 3,004,000

◯各戸型膜ろ過装置（井戸水・沢水用　給水能力400L/日）

　耐用年数-10年　消耗品交換-ガードフィルターを6ヶ月毎、中空糸膜フィルターを5～6年毎に交換）
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③ ボトル水費用算定資料（給水方法3・4)

ボトル水

原材料 水(鉱水)

商品名 市販ボトル水（配送料含）

採用価格 50円/L　（823円/（9本×2L）≒50円/L）

保存期間 2年

容器材質 ボトル材質：PET

Web掲載
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④ 取水設備（水中ポンプ）費用算定資料（給水方法4・5）

水中ポンプ

装置能力
水中ポンプ370W（深井戸用）
約10 L/min（全揚程45.9 m時）

浄水装置名 ポンプ　PS537AH（PS-A型）

採用価格 200千円

耐用年数 10年

本体材質 ポンプ本体：ステンレス製

Web掲載
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⑤ 塩素注入ポンプ費用算定資料（給水方法5）

塩素注入装置

装置能力
次亜塩素酸ナトリウム30L（１世帯用）

（注入量　0-14mL/分）

浄水装置名 除菌器

Web掲載

採用価格 98千円

耐用年数 10年

本体材質 カバー（天、側、背面）：樹脂製
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⑥ 年間薬品費（次亜塩素酸ナトリウム）費用算定資料（給水方法5）

次亜塩素酸ナトリウム

原材料 有効塩素6％

商品名 次亜塩素酸ナトリウム6％　1.8L（配送料含）

採用価格 2千円　（1,446＋390（送料） ≒2,000円）

保存期間 1年（仮定）

容器材質 容器材質：ポリエチレン

Web掲載

1.8L
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⑦ 給水装置整備費算定資料（平成29年度基準，給水方法4・5）

（出典）国土交通省，平成29年3月から適用する公共工事設計労務単価について
　　　　平成29年2月10日（平成29年度基準として引用）

給水装置整備費（既設給水管接続）
労務単価 + 材料費（労務単価10％補足）

18,894円 + 1,889円 ＝ 20,783円 ≒ 21,000円 採用単価

（補足）
北海道 18,800
青森県 18,400
岩手県 19,700
宮城県 20,600
秋田県 17,500
山形県 19,800
福島県 20,200
茨城県 20,400
栃木県 20,500
群馬県 19,800
埼玉県 20,300
千葉県 20,700
東京都 20,900
神奈川県 20,100
新潟県 19,800
富山県 19,900
石川県 19,800
福井県 19,000
山梨県 20,100
長野県 19,300
岐阜県 19,900
静岡県 20,400
愛知県 20,600
三重県 20,900
滋賀県 20,100
京都府 20,000
大阪府 20,500
兵庫県 18,300
奈良県 20,500
和歌山県 19,700
鳥取県 16,800
島根県 17,100
岡山県 17,500
広島県 17,400
山口県 17,500
徳島県 18,200
香川県 19,000
愛媛県 18,100
高知県 17,800
福岡県 17,200
佐賀県 16,900
長崎県 16,900
熊本県 16,500
大分県 16,400
宮崎県 16,300
鹿児島県 16,200
沖縄県 15,700
全国平均 18,894

配管工労務単価
　「配管工1名による1日作業」として労務費（全国の平均単価）を計上するとともに、
材料費（給水管付替延長4 mと設定）については、HIVPφ25 mmが4 mあたり約
1,700円であることから、付属品込みで労務費の10 %を材料費として計上する。
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付録付属資料 2 水質検査費  

 

本調査では、水質検査費とその対象となる水質検査項目について、平成 28 年

度厚生労働省委託「人口減少地域における料金収入を踏まえた多様な給水方法

の検討に関する調査」の資料編 2「水質検査費用に関する公開情報調査結果」

に基づき、以下のとおりとする。  

 

水質検査費は、平成 28 年度調査において調査した水質検査機関が調査当時

に公開していた費用を引用する。調査した水質検査機関では、水質基準項目全

51 項目や一般項目など、複数の水質基準項目について一式計上した水質検査費

を公開しており、本調査においてもそれを引用する。調査した水質検査機関と

その水質検査費を表 1 に、一式計上の対象となる水質検査項目を表 2 に、それ

ぞれ示す。  

 

なお、一般項目については、水質検査機関によって対象の水質検査項目数が

11 項目～13 項目と異なっているが、これらの水質検査機関で共通の 11 項目を

表 2 のとおり水質検査項目として本調査に用いることとする。   

表 1 平成 28 年度調査における水質検査機関一覧（費用は円，税込）  

水質検査機関 

会社名・団体名 

検査機関 

登録 

水質基準全項目  

（全 51 項目検査）  

一般項目  

（11 項目検査）  

一般項目  

+消毒副生成物  
かび臭物質 

紋別市水道部花園浄水場  ― 216,000 7,560 72,360 15,120 

（一財）北里環境科学センター ○ 270,000 8,100 71,280 ― 

（一財）岐阜県公衆衛生検査センター  ○ 167,400 8,640 ― ― 

（一財）静岡県生活科学検査センター ○ 249,900 6,300 ― ― 

三協熱研（株） × ― ― ― ― 

（株）日吉 ○ 100,000 7,560 32,760 ― 

大阪府保健所 ― 198,700 16,900 ― ― 

奈良市保健所 ― ― 7,090 ― ― 

西和衛生試験センター組合 ― 220,000 12,400 76,800 ― 

（一社）和歌山県薬剤師会 × ― ― ― ― 

平均 203,143 9,319 63,300 15,120 

（出典）  

水質検査機関の会社名・団体名注  URL 

紋別市水道部花園浄水場  http://mombetsu.jp/sisetu/other/zyousui/files/2014-0605-a.pdf 

（一財）北里環境科学センター http://www.kitasato-e.or.jp/?page_id=101  

（一財）岐阜県公衆衛生検査センター  https://www.koeiken.or.jp/02_water/02_01.html  

（一財）静岡県生活科学検査センター https://www.shizuokaseikaken.or.jp/sui/sui_ido1_5.html  

三協熱研（株） http://www.sankyonetsuken.co.jp/bunseki/kensa_mizu.html  

（株）日吉 http://www.hiyoshi-online.com/user_data/home.php  

大阪府保健所 http://www.pref.osaka.lg.jp/chikikansen/kensaka/suisitu.html  

奈良市保健所 http://www.city.nara.lg.jp/www/contents/1153893076968/  

（一社）和歌山県薬剤師会 https://www.wpa.or.jp/pg/wp-content/uploads/2015/08/suisituryoukin-1.pdf  

注）西和衛生試験センター組合は平成 29 年 3 月 31 日付で解散したため記載しない。  

http://mombetsu.jp/sisetu/other/zyousui/files/2014-0605-a.pdf
http://www.kitasato-e.or.jp/?page_id=101
https://www.koeiken.or.jp/02_water/02_01.html
https://www.shizuokaseikaken.or.jp/sui/sui_ido1_5.html
http://www.sankyonetsuken.co.jp/bunseki/kensa_mizu.html
http://www.hiyoshi-online.com/user_data/home.php
http://www.pref.osaka.lg.jp/chikikansen/kensaka/suisitu.html
http://www.city.nara.lg.jp/www/contents/1153893076968/
https://www.wpa.or.jp/pg/wp-content/uploads/2015/08/suisituryoukin-1.pdf
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表 2 水質検査機関における水質検査項目とその平均費用  

No. 水質基準項目  

水質基準全項目  

（全 51 項目検査）  

一般項目注  

（11 項目検査）  

一般項目注  

+消毒副生成物  
かび臭物質 

203,143 円  9,319 円  63,300 円  15,120 円  

1 一般細菌  ○ ○ ○  

2 大腸菌  ○ ○ ○  

3 カドミウム及びその化合物  ○    

4 水銀及びその化合物  ○    

5 セレン及びその化合物  ○    

6 鉛及びその化合物  ○    

7 ヒ素及びその化合物  ○    

8 六価クロム化合物  ○    

9 亜硝酸態窒素  ○ ○ ○  

10 
シアン化物イオン及び塩化

シアン  
○  ○  

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素  ○ ○ ○  

12 フッ素及びその化合物  ○    

13 ホウ素及びその化合物  ○    

14 四塩化炭素  ○    

15 1,4-ジオキサン  ○    

16 
シス＆トランス -1,2-ジクロ

ロエチレン  
○    

17 ジクロロメタン  ○    

18 テトラクロロエチレン  ○    

19 トリクロロエチレン  ○    

20 ベンゼン  ○    

21 塩素酸  ○  ○  

22 クロロ酢酸  ○  ○  

23 クロロホルム  ○  ○  

24 ジクロロ酢酸  ○  ○  

25 ジブロモクロロメタン  ○  ○  

26 臭素酸  ○  ○  

27 総トリハロメタン  ○  ○  

28 トリクロロ酢酸  ○  ○  

29 ブロモジクロロメタン  ○  ○  

30 ブロモホルム  ○  ○  

31 ホルムアルデヒド  ○  ○  

32 亜鉛及びその化合物  ○    

33 アルミニウム及びその化合物  ○    

34 鉄及びその化合物  ○    

35 銅及びその化合物  ○    

36 ナトリウム及びその化合物  ○    

37 マンガン及びその化合物  ○    

38 塩化物イオン  ○ ○ ○  

39 
カルシウム・マグネシウム等

（硬度）  
○    

40 蒸発残留物  ○    

41 陰イオン界面活性剤  ○    

42 ジェオスミン  ○   ○ 

43 2-メチルイソボルネオール  ○   ○ 

44 非イオン界面活性剤  ○    

45 フェノール類  ○    

46 
有機物等（全有機炭素（TOC）

の量）  
○ ○ ○  

47 pH 値  ○ ○ ○  

48 味  ○ ○ ○  

49 臭気  ○ ○ ○  

50 色度  ○ ○ ○  

51 濁度  ○ ○ ○  

注）水質検査機関によっては、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素や鉄及びその化合物なども対象としてい

るが、本調査では、表 1 の水質検査機関で共通の 11 項目のみを対象として表 2 に示している。  
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（参考）一般項目の根拠となる飲用井戸等衛生対策要領の実施について  

４．２）② 飲用井戸等の検査  

ア．設置者等は、飲用井戸等につき定期及び臨時の水質検査を行うこと。  

ⅰ）一般飲用井戸及び業務用飲用井戸における定期の水質検査とは、水質基準に関する

省令（平成 15 年厚生労働省令第 101 号）の表の上欄に掲げる事項（以下「水質基準項目」

という。）のうち、一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩

化物イオン、有機物（全有機炭素（TOC）の量）、pH 値、味、臭気、色度及び濁度並び

にトリクロロエチレン及びテトラクロロエチレン等に代表される有機溶剤その他水質基

準項目のうち周辺の水質検査結果等から判断して必要となる事項に関する水質検査をい

う。  

 

（出典）飲用井戸等衛生対策要領の実施について（昭和 62 年 1 月 29 日付け厚生省生

活衛生局長通知）  

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000049097.pdf 
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付録付属資料 3 水質検査の省略・回数減 

 

1 水質検査の省略・回数減  

 

水道法が適用される水道施設の場合、過去 3 年間の水質検査の結果や水源の

環境、送水施設及び配水施設の状況等によっては、水質検査の省略・回数減が

可能である。該当する水質検査項目とその条件については、水道法施行規則第

15 条に定められている。  

 

水道法（昭和三十二年法律第百七十七号）抜粋  

（水質検査）  

第二十条 水道事業者は、厚生労働省令の定めるところにより、定期及び臨時

の水質検査を行わなければならない。  

２ 水道事業者は、前項の規定による水質検査を行つたときは、これに関す

る記録を作成し、水質検査を行つた日から起算して五年間、これを保存し

なければならない。  

３ 水道事業者は、第一項の規定による水質検査を行うため、必要な検査施

設を設けなければならない。ただし、当該水質検査を、厚生労働省令の定

めるところにより、地方公共団体の機関又は厚生労働大臣の登録を受けた

者に委託して行うときは、この限りでない。  

 

水道法施行規則（昭和三十二年厚生省令第四十五号）抜粋  

（定期及び臨時の水質検査）  

第十五条 法第二十条第一項の規定により行う定期の水質検査は、次に掲げる

ところにより行うものとする。  

一 次に掲げる検査を行うこと。  

イ 一日一回以上行う色及び濁り並びに消毒の残留効果に関する検査  

ロ 第三号に定める回数以上行う水質基準に関する省令の表（以下この項

及び次項において「基準の表」という。）の上欄に掲げる事項について

の検査  

二 検査に供する水（以下「試料」という。）の採取の場所は、給水栓を原

則とし、水道施設の構造等を考慮して、当該水道により供給される水が水

質基準に適合するかどうかを判断することができる場所を選定すること。

ただし、基準の表中三の項から五の項まで、七の項、九の項、十一の項か

ら二十の項まで、三十六の項、三十九の項から四十一の項まで、四十四の

項及び四十五の項の上欄に掲げる事項については、送水施設及び配水施設

内で濃度が上昇しないことが明らかであると認められる場合にあつては、
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給水栓のほか、浄水施設の出口、送水施設又は配水施設のいずれかの場所

を採取の場所として選定することができる。  

三 第一号ロの検査の回数は、次に掲げるところによること。  

イ 基準の表中一の項、二の項、三十八の項及び四十六の項から五十一の

項までの上欄に掲げる事項に関する検査については、おおむね一箇月に

一回以上とすること。ただし、同表中三十八の項及び四十六の項から五

十一の項までの上欄に掲げる事項に関する検査については、水道により

供給される水に係る当該事項について連続的に計測及び記録がなされて

いる場合にあつては、おおむね三箇月に一回以上とすることができる。  

ロ 基準の表中四十二の項及び四十三の項の上欄に掲げる事項に関する検

査については、水源における当該事項を産出する藻類の発生が少ないも

のとして、当該事項について検査を行う必要がないことが明らかである

と認められる期間を除き、おおむね一箇月に一回以上とすること。  

ハ 基準の表中三の項から三十七の項まで、三十九の項から四十一の項ま

で、四十四の項及び四十五の項の上欄に掲げる事項に関する検査につい

ては、おおむね三箇月に一回以上とすること。ただし、同表中三の項か

ら九の項まで、十一の項から二十の項まで、三十二の項から三十七の項

まで、三十九の項から四十一の項まで、四十四の項及び四十五の項の上

欄に掲げる事項に関する検査については、水源に水又は汚染物質を排出

する施設の設置の状況等から原水の水質が大きく変わるおそれが少ない

と認められる場合（過去三年間において水源の種別、取水地点又は浄水

方法を変更した場合を除く。）であつて、過去三年間における当該事項

についての検査の結果がすべて当該事項に係る水質基準値（基準の表の

下欄に掲げる許容限度の値をいう。以下この項において「基準値」とい

う。）の五分の一以下であるときは、おおむね一年に一回以上と、過去

三年間における当該事項についての検査の結果がすべて基準値の十分の

一以下であるときは、おおむね三年に一回以上とすることができる。  

四 次の表の上欄に掲げる事項に関する検査は、当該事項についての過去の

検査の結果が基準値の二分の一を超えたことがなく、かつ、同表の下欄に

掲げる事項を勘案してその全部又は一部を行う必要がないことが明らかで

あると認められる場合は、第一号及び前号の規定にかかわらず、省略する

ことができること。  
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基準の表中三の項から五の項まで、七の項、十二

の項、十三の項（海水を原水とする場合を除く。）、

二十六の項（浄水処理にオゾン処理を用いる場合

及び消毒に次亜塩素酸を用いる場合を除く。）、

三十六の項、三十七の項、三十九の項から四十一

の項まで、四十四の項及び四十五の項の上欄に掲

げる事項 

原水並びに水源及びその周辺の

状況 

基準の表中六の項、八の項及び三十二の項から三

十五の項までの上欄に掲げる事項 

原水、水源及びその周辺の状況

並びに水道施設の技術的基準を

定める省令（平成十二年厚生省

令第十五号）第一条第十四号の

薬品等及び同条第十七号の資機

材等の使用状況 

基準の表中十四の項から二十の項までの上欄に

掲げる事項 

原水並びに水源及びその周辺の

状況（地下水を水源とする場合

は、近傍の地域における地下水

の状況を含む。） 

基準の表中四十二の項及び四十三の項の上欄に

掲げる事項 

原水並びに水源及びその周辺の

状況（湖沼等水が停滞しやすい

水域を水源とする場合は、上欄

に掲げる事項を産出する藻類の

発生状況を含む。） 

 



付録付属資料 3-4 

（参考）水質基準に関する省令の表（基準の表，水質基準項目 51 項目）※平成 30 年度末時点  

No. 水質基準項目  基準値  

1 一般細菌  1 ml の検水で形成される集落数が 100 以下  

2 大腸菌  検出されないこと  

3 カドミウム及びその化合物  カドミウムの量に関して、0.003 mg/L 以下  

4 水銀及びその化合物  水銀の量に関して、0.0005 mg/L 以下  

5 セレン及びその化合物  セレンの量に関して、0.01 mg/L 以下  

6 鉛及びその化合物  鉛の量に関して、0.01 mg/L 以下  

7 ヒ素及びその化合物  ヒ素の量に関して、0.01 mg/L 以下  

8 六価クロム化合物  六価クロムの量に関して、0.05 mg/L 以下  

9 亜硝酸態窒素  0.04 mg/L 以下  

10 シアン化物イオン及び塩化シアン  シアンの量に関して、0.01 mg/L 以下  

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素  10 mg/L 以下  

12 フッ素及びその化合物  フッ素の量に関して、0.8 mg/L 以下  

13 ホウ素及びその化合物  ホウ素の量に関して、1.0 mg/L 以下  

14 四塩化炭素  0.002 mg/L 以下  

15 1,4-ジオキサン  0.05 mg/L 以下  

16 シス＆トランス -1,2-ジクロロエチレン  0.04 mg/L 以下  

17 ジクロロメタン  0.02 mg/L 以下  

18 テトラクロロエチレン  0.02 mg/L 以下  

19 トリクロロエチレン  0.01 mg/L 以下  

20 ベンゼン  0.01 mg/L 以下  

21 塩素酸  0.01 mg/L 以下  

22 クロロ酢酸  0.6 mg/L 以下  

23 クロロホルム  0.02 mg/L 以下  

24 ジクロロ酢酸  0.06 mg/L 以下  

25 ジブロモクロロメタン  0.03 mg/L 以下  

26 臭素酸  0.1 mg/L 以下  

27 総トリハロメタン  0.1 mg/L 以下  

28 トリクロロ酢酸  0.03 mg/L 以下  

29 ブロモジクロロメタン  0.03 mg/L 以下  

30 ブロモホルム  0.09 mg/L 以下  

31 ホルムアルデヒド  0.08 mg/L 以下  

32 亜鉛及びその化合物  亜鉛の量に関して、1.0 mg/L 以下  

33 アルミニウム及びその化合物  アルミニウムの量に関して、0.2 mg/L 以下  

34 鉄及びその化合物  鉄の量に関して、0.3 mg/L 以下  

35 銅及びその化合物  銅の量に関して、1.0 mg/L 以下  

36 ナトリウム及びその化合物  ナトリウムの量に関して、200 mg/L 以下  

37 マンガン及びその化合物  マンガンの量に関して、0.05 mg/L 以下  

38 塩化物イオン  200 mg/L 以下  

39 カルシウム・マグネシウム等（硬度）  300 mg/L 以下  

40 蒸発残留物  500 mg/L 以下  

41 陰イオン界面活性剤  0.2 mg/L 以下  

42 ジェオスミン  0.00001 mg/L 以下  

43 2-メチルイソボルネオール  0.00001 mg/L 以下  

44 非イオン界面活性剤  0.02 mg/L 以下  

45 フェノール類  フェノールの量に換算して、0.005 mg/L 以下  

46 有機物等（全有機炭素（TOC）の量）  3 mg/L 以下  

47 pH 値  5.8 以上 8.6 以下  

48 味  異常でないこと  

49 臭気  異常でないこと  

50 色度  5 度以下  

51 濁度  2 度以下  
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（参考）定期及び臨時の水質検査（抜粋） 

https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/kentoukai/dl/kensa_annai02.pd f 
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2 省略・回数減における水質検査項目及びその検査頻度  

 

平成 30 年度調査第 2 章 2.1.2「コスト縮減の方策」における水質検査費のコ

スト縮減では、水質検査の省略・回数減によるコスト縮減を提案した。その提

案では、水道法が適用される水道事業について、水道法施行規則第 15 条に基

づき、1 日 1 回色及び濁り並びに消毒の残留効果に関する検査（以下、「毎日

検査」という。）を行うとともに、省略可能項目における省略・回数減を最大

限適用して水質検査を行うこととしている。このときの水質検査項目及びその

検査頻度を以下の表 1 に示す。  

 

なお、省略可能項目については、安全面の持続の見地から、3 年に 1 回の頻

度で検査することとし、水道法が適用されない飲料水供給施設については、初

年度のみ水質基準項目全 51 項目検査を年 1 回実施し、以降は一般項目 11 項目

検査のみを年 1 回実施することとしている。  

表 1 省略・回数減を適用した場合の水質検査項目及びその検査頻度 

No. 水質基準項目  

過年度調査における  

検査頻度（毎年）  

コスト縮減時の検査頻度  

1~3 年目  4 年目以降  

月 1 回  年 4 回  年 1 回  月 1 回  年 4 回  月 1 回  年 4 回  
3 年に  

1 回  

1 一般細菌   ○  ○  ○   

2 大腸菌   ○  ○  ○   

3 
カドミウム及びその化

合物  
  ○  ○   ○ 

4 水銀及びその化合物    ○  ○   ○ 

5 セレン及びその化合物    ○  ○   ○ 

6 鉛及びその化合物    ○  ○   ○ 

7 ヒ素及びその化合物    ○  ○   ○ 

8 六価クロム化合物    ○  ○   ○ 

9 亜硝酸態窒素   ○   ○   ○ 

10 
シアン化物イオン及び

塩化シアン  
 ○   ○  ○  

11 
硝酸態窒素及び亜硝酸

態窒素  
 ○   ○   ○ 

12 フッ素及びその化合物    ○  ○   ○ 

13 ホウ素及びその化合物    ○  ○   ○ 

14 四塩化炭素    ○  ○   ○ 

15 1,4-ジオキサン    ○  ○   ○ 

16 
シス＆トランス -1,2-ジ

クロロエチレン  
  ○  ○   ○ 

17 ジクロロメタン    ○  ○   ○ 

18 テトラクロロエチレン    ○  ○   ○ 

19 トリクロロエチレン    ○  ○   ○ 
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表 1 省略・回数減を適用した場合の水質検査項目及びその検査頻度（続き） 

No. 水質基準項目  

過年度調査における  

検査頻度（毎年）  

コスト縮減時の検査頻度  

1~3 年目  4 年目以降  

月 1 回  年 4 回  年 1 回  月 1 回  年 4 回  月 1 回  年 4 回  
3 年に  

1 回  

20 ベンゼン    ○  ○   ○ 

21 塩素酸   ○   ○  ○  

22 クロロ酢酸   ○   ○  ○  

23 クロロホルム   ○   ○  ○  

24 ジクロロ酢酸   ○   ○  ○  

25 ジブロモクロロメタン   ○   ○  ○  

26 臭素酸   ○   ○   ○ 

27 総トリハロメタン   ○   ○  ○  

28 トリクロロ酢酸   ○   ○  ○  

29 ブロモジクロロメタン   ○   ○  ○  

30 ブロモホルム   ○   ○  ○  

31 ホルムアルデヒド   ○   ○  ○  

32 亜鉛及びその化合物    ○ ○  ○   

33 
アルミニウム及びその

化合物  
  ○ ○  ○   

34 鉄及びその化合物    ○  ○   ○ 

35 銅及びその化合物    ○  ○   ○ 

36 
ナトリウム及びその化

合物  
  ○  ○   ○ 

37 
マンガン及びその化合

物  
  ○  ○   ○ 

38 塩化物イオン   ○   ○   ○ 

39 
カルシウム・マグネシ

ウム等（硬度）  
  ○  ○   ○ 

40 蒸発残留物    ○  ○   ○ 

41 陰イオン界面活性剤    ○  ○  ○  

42 ジェオスミン  ○    ○   ○ 

43 
2-メチルイソボルネオ

ール  
○    ○   ○ 

44 非イオン界面活性剤    ○  ○   ○ 

45 フェノール類    ○  ○   ○ 

46 
有機物等（全有機炭素

（TOC）の量）  
 ○   ○   ○ 

47 pH 値   ○   ○   ○ 

48 味   ○   ○   ○ 

49 臭気   ○   ○   ○ 

50 色度   ○   ○   ○ 

51 濁度   ○   ○   ○ 
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また、毎日検査に係る年間の水質検査費と、省略可能項目における省略・回

数減を最大限適用した場合の年間の水質検査費を表 2 で示す。  

（注）  

1．1 回当たり検査費用の根拠は、付属資料 2「水質検査費」を参照のこと。 

 

2．毎日検査に係る検査費用は、厚生労働科学研究費補助金等による健康安全･危機管理

対策総合研究事業「人口減少社会における情報技術を活用した水質確保を含む管路

網管理向上策に関する研究」の平成 29 年度総括研究報告書・添付資料を参考にして

いる。同報告書・添付資料「1．遠隔監視・制御装置の導入状況」におけるヒアリン

グ概要によると、末端給水栓における毎日検査を委託している水道事業が 4 つあり、

それぞれの毎日検査の方法とその費用は以下の表 3 のとおりである。本調査におけ

る毎日検査費用は、これらの毎日検査費用の平均を用いることとし、39,300 円 /年と

する。  

 

3．水質基準全項目を行う年（3 年に 1 回）は、3 回（189,900 円）となる。  

  

表 2 1 年間あたりの水質検査費 

検査項目 
1 回当たり 

検査費用注 1 

（参考） 

過年度調査 

（全項目検査） 

コスト縮減時 

水道事業 飲料水供給施設等 

毎年 3年目まで 4年目以降 2年目以降 

水質基準全項目 

（全 51 項目検査） 
203,143 円 1 回 203,143 円 4 回 812,572 円 

3 年に

1 回 
203,143 円 

(初年度

のみ) 
(203,143 円) 

一般項目 

（11 項目検査） 
9,319 円 8 回 74,552 円 8 回 74,552 円 8 回 74,552 円 1 回 9,319 円 

一般項目 

+消毒副生成物 
63,300 円 3 回 189,900 円   4 回注 3 253,200 円   

かび臭物質 15,120 円 8 回 120,960 円 8 回 120,960 円     

毎日検査注 2 39,300 円/年    39,300 円  39,300 円   

合計（年間） 
588,553 円 

(11 項目検査：9,319 円) 
1,047,384 円 

3 年に 1 回：506,895 円 

それ以外：367,052 円 

初年度のみ：203,143 円 

2 年目以降：009,319 円 
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表 2 及び表 3 を基に積算した 60 年間の水質検査費を表 4-1（年別）及び表

4-2（累積）に示す。なお、過年度調査では、1 年間当たりの水質検査費を千円

単位（10,000 円以下は百円単位）に切上げて積算していることから、本調査に

おいても同様の手順で積算した。本調査におけるコスト縮減の方策では、表 4-

2（累積）を 10 年毎のコスト試算の結果としている。  

表 3 毎日検査の委託費用  

水道事業 ヒアリング概要（引用）と毎日検査費用 

H 市上下水道局 

 

毎日検査費用：2,500 円/月（30,000 円/年） 

I 市上下水道局 

 

毎日検査費用：2,600 円/月（31,200 円/年） 

J 市上下水道局 

 

毎日検査費用：5,000 円/月（60,000 円/年） 

L 市上下水道局 

 

毎日検査費用：3,000 円/月（36,000 円/年） 

4 水道事業の平均 39,300 円/年 
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表 4-1 水質検査費の内訳・年別（単位：千円）  

年
数 

過年度調査  

(全項目検査 ) 

コスト縮減後  

年
数 

過年度調査  

(全項目検査 ) 

コスト縮減後  

水道事業  

（水道法適用）  

飲料水供給  

施設等  
(水道法適用外 ) 

水道事業  

（水道法適用）  

飲料水供給  

施設等  
(水道法適用外 ) 

1 589 1,048 204 31 589 507 9.4 

2 589 1,048 9.4 32 589 368 9.4 

3 589 1,048 9.4 33 589 368 9.4 

4 589 507 9.4 34 589 507 9.4 

5 589 368 9.4 35 589 368 9.4 

6 589 368 9.4 36 589 368 9.4 

7 589 507 9.4 37 589 507 9.4 

8 589 368 9.4 38 589 368 9.4 

9 589 368 9.4 39 589 368 9.4 

10 589 507 9.4 40 589 507 9.4 

11 589 368 9.4 41 589 368 9.4 

12 589 368 9.4 42 589 368 9.4 

13 589 507 9.4 43 589 507 9.4 

14 589 368 9.4 44 589 368 9.4 

15 589 368 9.4 45 589 368 9.4 

16 589 507 9.4 46 589 507 9.4 

17 589 368 9.4 47 589 368 9.4 

18 589 368 9.4 48 589 368 9.4 

19 589 507 9.4 49 589 507 9.4 

20 589 368 9.4 50 589 368 9.4 

21 589 368 9.4 51 589 368 9.4 

22 589 507 9.4 52 589 507 9.4 

23 589 368 9.4 53 589 368 9.4 

24 589 368 9.4 54 589 368 9.4 

25 589 507 9.4 55 589 507 9.4 

26 589 368 9.4 56 589 368 9.4 

27 589 368 9.4 57 589 368 9.4 

28 589 507 9.4 58 589 507 9.4 

29 589 368 9.4 59 589 368 9.4 

30 589 368 9.4 60 589 368 9.4 

 



付録付属資料 3-11 

 

表 4-2 水質検査費の内訳・累積（単位：千円）  

年
数 

過年度調査  

(全項目検査 ) 

コスト縮減後  

年
数 

過年度調査  

(全項目検査 ) 

コスト縮減後  

水道事業  

（水道法適用）  

飲料水供給  

施設等  
(水道法適用外 ) 

水道事業  

（水道法適用）  

飲料水供給  

施設等  
(水道法適用外 ) 

1 589 1,048 204 31 18,259 14,838 486 

2 1,178 2,096 213 32 18,848 15,206 495 

3 1,767 3,144 223 33 19,437 15,574 505 

4 2,356 3,651 232 34 20,026 16,081 514 

5 2,945 4,019 242 35 20,615 16,449 524 

6 3,534 4,387 251 36 21,204 16,817 533 

7 4,123 4,894 260 37 21,793 17,324 542 

8 4,712 5,262 270 38 22,382 17,692 552 

9 5,301 5,630 279 39 22,971 18,060 561 

10 5,890 6,137 289 40 23,560 18,567 571 

11 6,479 6,505 298 41 24,149 18,935 580 

12 7,068 6,873 307 42 24,738 19,303 589 

13 7,657 7,380 317 43 25,327 19,810 599 

14 8,246 7,748 326 44 25,916 20,178 608 

15 8,835 8,116 336 45 26,505 20,546 618 

16 9,424 8,623 345 46 27,094 21,053 627 

17 10,013 8,991 354 47 27,683 21,421 636 

18 10,602 9,359 364 48 28,272 21,789 646 

19 11,191 9,866 373 49 28,861 22,296 655 

20 11,780 10,234 383 50 29,450 22,664 665 

21 12,369 10,602 392 51 30,039 23,032 674 

22 12,958 11,109 401 52 30,628 23,539 683 

23 13,547 11,477 411 53 31,217 23,907 693 

24 14,136 11,845 420 54 31,806 24,275 702 

25 14,725 12,352 430 55 32,395 24,782 712 

26 15,314 12,720 439 56 32,984 25,150 721 

27 15,903 13,088 448 57 33,573 25,518 730 

28 16,492 13,595 458 58 34,162 26,025 740 

29 17,081 13,963 467 59 34,751 26,393 749 

30 17,670 14,331 477 60 35,340 26,761 759 

 



 



付録付属資料4　デフレータによる管路更新費の換算

　換算対象：ダクタイル鋳鉄管Φ50 mm及びΦ75 mm（標準埋設70 cm）
　硬質塩化ビニル管Φ50 mm 及びΦ75 mm（浅層埋設30 cm）
　硬質塩化ビニル管Φ50 mm 及びΦ75 mm（標準埋設70 cm）

　基準年度：平成29年度（2017年度）



 



ダクタイル鋳鉄管（DIP）・管路口径50 mm・標準埋設（70 cm埋設）の工事費算出
管路口径(x) 50 mm
管路延長 1,000 m

計算条件
工種

a b （千円/m） （千円/管路延長）

開削工 ダクタイル鋳鉄管（耐震継手） 無舗装，昼間施工 37.1881 0.0023 42 42,000
歩道，昼間施工 45.6146 0.0026 52 52,000
車道，昼間施工 51.4912 0.0026 59 59,000
車道，夜間施工 66.4007 0.0028 76 76,000

ダクタイル鋳鉄管（非耐震継手） 車道，昼間施工 39.5702 0.0022 44 44,000
硬質塩化ビニル管 車道，昼間施工 0.0546 29.6280 32 32,000
ポリエチレン管 車道，昼間施工 0.2252 24.5870 36 36,000

（出典）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」，P.2-48から51まで，平成23年12月

建設工事費デフレータによる工事費の現在価値化（基準年：平成29年度）

千円/m （千円/管路延長）

工事種別 上・工業用水道 2010年度 （平成22年度） 100.0 59.0 59,000
（2010年度基準に変換） 2017年度（暫定） （平成29年度） 108.1 63.779 63,779

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次，平成31年2月19日付け（デフレータ自体の換算は本章末頁参照）

工事費総額

配水管φ50 mm工事費 × 100％（標準70cm埋設）
63,779千円 × 1.00 = 63,779 千円/1,000 m

硬質塩化ビニル管（HIVP）・管路口径50 mm・浅層埋設（30 cm埋設）の工事費算出
管路口径(x) 50 mm
管路延長 1,000 m

計算条件
工種

a b （千円/m） （千円/管路延長）

開削工 ダクタイル鋳鉄管（耐震継手） 無舗装，昼間施工 37.1881 0.0023 42 42,000
歩道，昼間施工 45.6146 0.0026 52 52,000
車道，昼間施工 51.4912 0.0026 59 59,000
車道，夜間施工 66.4007 0.0028 76 76,000

ダクタイル鋳鉄管（非耐震継手） 車道，昼間施工 39.5702 0.0022 44 44,000
硬質塩化ビニル管 車道，昼間施工 0.0546 29.6280 32 32,000
ポリエチレン管 車道，昼間施工 0.2252 24.5870 36 36,000

（出典）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」，P.2-48から51まで，平成23年12月

建設工事費デフレータによる工事費の現在価値化（基準年：平成29年度）

千円/m （千円/管路延長）

工事種別 上・工業用水道 2010年度 （平成22年度） 100.0 32.0 32,000
（2010年度基準に変換） 2017年度（暫定） （平成29年度） 108.1 34.592 34,592

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次，平成31年2月19日付け（デフレータ自体の換算は本章末頁参照）

工事費総額
配水管φ50 mm工事費 × 76 ％（浅層30cm埋設）

34,592千円 × 0.76 = 26,290 千円/1,000 m
注意：廉価配管は、平成28年度調査と同様に、算出した工事費の76 ％（出典）を採用する。
　　　　　（出典）平成28年度厚生労働省委託「人口減少地域における料金収入を踏まえた多様な給水方法の検討に関する調査」，資料編8別添資料

費用関数(y=a*exp(b*x))（出典） 工事費(y)

国土交通省　建設工事費デフレータ
（出典）

（平成31年2月19日付け）
デフレーター

工事費(y)

費用関数(y=a*exp(b*x))（出典） 工事費(y)

国土交通省　建設工事費デフレータ
（出典）

（平成31年2月19日付け）

工事費(y)
デフレーター

y = 51.491e0.0026x
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ダクタイル鋳鉄管（DIP）・管路口径75 mm・標準埋設（70 cm埋設）の工事費算出
管路口径(x) 75 mm
管路延長 1,000 m

計算条件
工種

a b （千円/m） （千円/管路延長）

開削工 ダクタイル鋳鉄管（耐震継手） 無舗装，昼間施工 37.1881 0.0023 44 44,000
歩道，昼間施工 45.6146 0.0026 55 55,000
車道，昼間施工 51.4912 0.0026 63 63,000
車道，夜間施工 66.4007 0.0028 82 82,000

ダクタイル鋳鉄管（非耐震継手） 車道，昼間施工 39.5702 0.0022 47 47,000
硬質塩化ビニル管 車道，昼間施工 0.0546 29.6280 34 34,000
ポリエチレン管 車道，昼間施工 0.2252 24.5870 41 41,000

（出典）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」，P.2-48から51まで，平成23年12月

建設工事費デフレータによる工事費の現在価値化（基準年：平成29年度）

千円/m （千円/管路延長）

工事種別 上・工業用水道 2010年度 （平成22年度） 100.0 63.0 63,000
（2010年度基準に変換） 2017年度（暫定） （平成29年度） 108.1 68.103 68,103

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次，平成31年2月19日付け（デフレータ自体の換算は本章末頁参照）

工事費総額

配水管φ75 mm工事費 × 100％（標準70cm埋設）
68,103千円 × 1.00 = 68,103 千円/1,000 m

硬質塩化ビニル管（HIVP）・管路口径75 mm・浅層埋設（30 cm埋設）の工事費算出
管路口径(x) 75 mm
管路延長 1,000 m

計算条件
工種

a b （千円/m） （千円/管路延長）

開削工 ダクタイル鋳鉄管（耐震継手） 無舗装，昼間施工 37.1881 0.0023 44 44,000
歩道，昼間施工 45.6146 0.0026 55 55,000
車道，昼間施工 51.4912 0.0026 63 63,000
車道，夜間施工 66.4007 0.0028 82 82,000

ダクタイル鋳鉄管（非耐震継手） 車道，昼間施工 39.5702 0.0022 47 47,000
硬質塩化ビニル管 車道，昼間施工 0.0546 29.6280 34 34,000
ポリエチレン管 車道，昼間施工 0.2252 24.5870 41 41,000

（出典）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」，P.2-48から51まで，平成23年12月

建設工事費デフレータによる工事費の現在価値化（基準年：平成29年度）

千円/m （千円/管路延長）

工事種別 上・工業用水道 2010年度 （平成22年度） 100.0 34.0 34,000
（2010年度基準に変換） 2017年度（暫定） （平成29年度） 108.1 36.754 36,754

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次，平成31年2月19日付け（デフレータ自体の換算は本章末頁参照）

工事費総額
配水管φ75 mm工事費 × 76 ％（浅層30cm埋設）

36,754千円 × 0.76 = 27,934 千円/1,000 m
注意：廉価配管は、平成28年度調査と同様に、算出した工事費の76 ％（出典）を採用する。
　　　　　（出典）平成28年度厚生労働省委託「人口減少地域における料金収入を踏まえた多様な給水方法の検討に関する調査」，資料編8別添資料

費用関数(y=a*exp(b*x))（出典） 工事費(y)

国土交通省　建設工事費デフレータ
（出典）

（平成31年2月19日付け）
デフレーター

工事費(y)

費用関数(y=a*exp(b*x))（出典） 工事費(y)

国土交通省　建設工事費デフレータ
（出典）

（平成31年2月19日付け）
デフレーター

工事費(y)
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硬質塩化ビニル管（HIVP）・管路口径50 mm・標準埋設（70 cm埋設）の工事費算出
管路口径(x) 50 mm
管路延長 1,000 m

計算条件
工種

a b （千円/m） （千円/管路延長）

開削工 ダクタイル鋳鉄管（耐震継手） 無舗装，昼間施工 37.1881 0.0023 42 42,000
歩道，昼間施工 45.6146 0.0026 52 52,000
車道，昼間施工 51.4912 0.0026 59 59,000
車道，夜間施工 66.4007 0.0028 76 76,000

ダクタイル鋳鉄管（非耐震継手） 車道，昼間施工 39.5702 0.0022 44 44,000
硬質塩化ビニル管 車道，昼間施工 0.0546 29.6280 32 32,000
ポリエチレン管 車道，昼間施工 0.2252 24.5870 36 36,000

（出典）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」，P.2-48から51まで，平成23年12月

建設工事費デフレータによる工事費の現在価値化（基準年：平成29年度）

千円/m （千円/管路延長）

工事種別 上・工業用水道 2010年度 （平成22年度） 100.0 32.0 32,000
（2010年度基準に変換） 2017年度（暫定） （平成29年度） 108.1 34.592 34,592

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次，平成31年2月19日付け（デフレータ自体の換算は本章末頁参照）

工事費総額

配水管φ50 mm工事費 × 100％（標準70cm埋設）
34,592千円 × 1.00 = 34,592 千円/1,000 m

硬質塩化ビニル管（HIVP）・管路口径75 mm・標準埋設（70 cm埋設）の工事費算出
管路口径(x) 75 mm
管路延長 1,000 m

計算条件
工種

a b （千円/m） （千円/管路延長）

開削工 ダクタイル鋳鉄管（耐震継手） 無舗装，昼間施工 37.1881 0.0023 44 44,000
歩道，昼間施工 45.6146 0.0026 55 55,000
車道，昼間施工 51.4912 0.0026 63 63,000
車道，夜間施工 66.4007 0.0028 82 82,000

ダクタイル鋳鉄管（非耐震継手） 車道，昼間施工 39.5702 0.0022 47 47,000
硬質塩化ビニル管 車道，昼間施工 0.0546 29.6280 34 34,000
ポリエチレン管 車道，昼間施工 0.2252 24.5870 41 41,000

（出典）厚生労働省「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引き」，P.2-48から51まで，平成23年12月

建設工事費デフレータによる工事費の現在価値化（基準年：平成29年度）

千円/m （千円/管路延長）

工事種別 上・工業用水道 2010年度 （平成22年度） 100.0 34.0 34,000
（2010年度基準に変換） 2017年度（暫定） （平成29年度） 108.1 36.754 36,754

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次，平成31年2月19日付け（デフレータ自体の換算は本章末頁参照）

工事費総額

配水管φ75 mm工事費 × 100％（標準70cm埋設）
36,754千円 × 1.00 = 36,754 千円/1,000 m

費用関数(y=a*exp(b*x))（出典） 工事費(y)

国土交通省　建設工事費デフレータ
（出典）

（平成31年2月19日付け）
デフレーター

工事費(y)

費用関数(y=a*exp(b*x))（出典） 工事費(y)

国土交通省　建設工事費デフレータ
（出典）

（平成31年2月19日付け）
デフレーター

工事費(y)
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建設工事費デフレータの引用元

（出典）国土交通省，建設工事費デフレーター，月次（平成31年2月19日付け）から引用
　　　　http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk4_000112.html

建設工事費デフレーターの換算（2010年度を100.0とする）
工事種別

建　設
総　合 土　木

総　合 その他
土　木 上・ 上・

工業用 工業用
水道 水道

（2010年度を100.0とする）

（年度）

1980年度
1981年度
1982年度
1983年度
1984年度
1985年度 81.1 82.3
1986年度 80.1 81.3
1987年度 80.6 81.8
1988年度 82.1 83.4
1989年度 85.9 87.2
1990年度 89.0 90.4
1991年度 91.4 92.8
1992年度 92.4 93.8
1993年度 92.3 93.7
1994年度 92.4 93.8
1995年度 92.6 94.0
1996年度 92.4 93.8
1997年度 93.3 94.7
1998年度 91.8 93.2
1999年度 90.8 92.2
2000年度 91.0 92.4
2001年度 89.3 90.7
2002年度 88.6 89.9
2003年度 89.7 91.1
2004年度 91.3 92.7
2005年度 92.9 94.3
2006年度 94.5 95.9
2007年度 97.5 99.0
2008年度 103.0 104.6
2009年度 98.2 99.7
2010年度 98.5 100.0

2011年度 100.0 101.5
2012年度 99.3 100.8
2013年度 101.2 102.7
2014年度 104.3 105.9
2015年度 104.8 106.4
2016年度 （暫定） 104.8 106.4
2017年度 （暫定） 106.5 108.1
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付録付属資料5　浄水装置費用算定資料

1．小型浄水装置費算定（平成29年度調査）
　（平成30年度調査　第2章過年度調査成果に対するコスト縮減の可能性等の検討）

2．小型浄水装置費算定（コスト縮減後）
　（平成30年度調査　第2章過年度調査成果に対するコスト縮減の可能性等の検討）

3．小型浄水装置費算定
　（付録2.2　多様な給水方法の検討・表流水の場合・給水人口20人又は50人の場合）

4．小型浄水装置費算定
　（付録2.2　多様な給水方法の検討・地下水の場合・給水人口20人又は50人の場合）

5．小型浄水装置等費用算出根拠
　（出典）平成28年度厚生労働省委託「人口減少地域における料金収入

　　　　　を踏まえた多様な給水方法の検討に関する調査」，資料編5-2



 



（平成30年度調査　第2章過年度調査成果に対するコスト縮減の可能性等の検討）
（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

浄水装置 4,105 85 85 85 85 85 85 550 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 6,148 90 90 90 90 90 90 90 90 90 10年間費用

小計 10,264 186 186 186 186 186 186 651 186 186 12,403

1年目：小型浄水装置及び配水タンク導入

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

浄水装置 85 85 85 85 550 85 85 85 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 20年間費用

小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 14,728

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

浄水装置 4,020 85 85 85 85 85 85 550 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 30年間費用

小計 4,121 186 186 186 186 186 186 651 186 186 20,988

21年目：小型浄水装置更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

浄水装置 85 85 85 85 550 85 85 85 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 40年間費用

小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 23,313

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

浄水装置 4,020 85 85 85 85 85 85 550 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 6,148 90 90 90 90 90 90 90 90 90 50年間費用

小計 10,179 186 186 186 186 186 186 651 186 186 35,631

41年目：小型浄水装置及び配水タンク更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

浄水装置 85 85 85 85 550 85 85 85 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 60年間費用

小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 37,956

1．小型浄水装置費算定（平成29年度調査）

【小型浄水装置（4,105千円/台，井戸水・沢水用，給水能力24～48m
3
/日）】

　耐用年数20年（更新時は4,020千円/台），薬品注入ポンプは浄水装置に付属，浄水装置毎年点検・補砂（85千円/年），

　薬品注入ポンプ毎年点検（11千円/年），7年に1回浄水装置・薬品注入ポンプ等を整備（計561千円/回）

【配水タンク（FRP製，有効容量17 m
3 

= 6,148千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（90千円/年）
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（平成30年度調査　第2章過年度調査成果に対するコスト縮減の可能性等の検討）
（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

浄水装置 4,105 85 85 85 85 85 85 550 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 6,148 90 90 90 90 90 90 90 90 90 10年間費用

小計 10,264 186 186 186 186 186 186 651 186 186 12,403

H29調査小計 10,264 186 186 186 186 186 186 651 186 186 12,403

1年目：小型浄水装置①及び配水タンク①導入

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

浄水装置 85 85 85 85 550 85 85 85 85 85

薬品注入P 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 20年間費用

小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 14,728

H29調査小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 14,728

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 319 28 28 28 28 28 28 28 292 28

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 30年間費用

小計 2,039 124 124 124 124 163 124 124 388 124 18,186

H29調査小計 4,121 186 186 186 186 186 186 651 186 186 20,988

21年目：小型浄水装置②へ更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 28 28 28 28 28 28 28 292 28 28

配水タンク 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 40年間費用

小計 163 124 124 124 124 163 124 388 124 124 19,768

H29調査小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 23,313

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

浄水装置 1,500 5 5 5 5 41 5 5 5 5

薬品注入P 318 27 27 27 27 27 27 27 291 27

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 50年間費用

小計 7,685 92 92 92 92 128 92 92 356 92 28,581

H29調査小計 10,179 186 186 186 186 186 186 651 186 186 35,631

41年目：小型浄水装置③及び配水タンク②へ更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

浄水装置 41 5 5 5 5 41 5 5 5 5

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 27 291 27 27

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60年間費用

小計 128 92 92 92 92 128 92 356 92 92 29,837

H29調査小計 186 186 186 186 651 186 186 186 186 186 37,956

【小型浄水装置①（4,105千円/台，井戸水・沢水用，給水能力24～48m
3
/日）】

　耐用年数20年，薬品注入ポンプは浄水装置に付属，浄水装置毎年点検・補砂（85千円/年），

　薬品注入ポンプ毎年点検（11千円/年），7年に1回浄水装置・薬品注入ポンプ等を整備（計561千円/回）

【小型浄水装置②（1,630千円/台，井戸水・沢水用，給水能力12 m
3
/日）】

　耐用年数20年，薬品注入ポンプは付属（初期費用319千円/台，建屋込み），

　薬品注入ポンプは耐用年数8年（292千円/台），浄水装置毎年点検・補砂（6千円/年），

　薬品注入ポンプ毎年点検（28千円/年），5年に1回浄水装置を整備（45千円/回）

【小型浄水装置③（1,500千円/台，井戸水・沢水用，給水能力11 m
3
/日）】

　耐用年数20年，薬品注入ポンプは付属（初期費用318千円/台，建屋込み），

　薬品注入ポンプは耐用年数8年（291千円/台），浄水装置毎年点検・補砂（5千円/年），

　薬品注入ポンプ毎年点検（27千円/年），5年に1回浄水装置を整備（41千円/回）

【配水タンク①，②（FRP製，①有効容量17 m
3 

= 6,148千円/台，②有効容量12 m
3
 = 5,867千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（17 m
3
：90千円/年，12 m

3
：60千円/年）

2．小型浄水装置費算定（コスト縮減後）
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（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

取水装置 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0 0

浄水装置 1,000 3 3 3 3 26 3 3 3 3

薬品注入P 318 27 27 27 27 27 27 27 291 27

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 10年間費用

小計 5,782 60 60 60 60 239 60 60 324 60 6,765

9年目：薬品注入P更新

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

取水装置 156 0 0 0 0 156 0 1,147 0 0

浄水装置 26 3 3 3 3 26 3 3 3 3

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 291 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 20年間費用

小計 239 60 60 60 60 239 324 1,207 60 60 9,134

17年目：薬品注入P更新，18年目：取水装置更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

取水装置 0 0 156 0 0 0 0 156 0 0

浄水装置 1,000 3 3 3 3 26 3 3 3 3

薬品注入P 27 27 27 27 318 27 27 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30年間費用

小計 1,057 60 216 60 351 83 60 216 60 60 11,357

21年目：小型浄水装置更新 25年目：薬品注入P更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

取水装置 0 0 156 0 1,147 0 0 0 0 156

浄水装置 26 3 3 3 3 26 3 3 3 3

薬品注入P 27 27 291 27 27 27 27 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 40年間費用

小計 83 60 480 60 1,207 83 60 60 60 216 13,726

33年目：薬品注入P更新 35年目：取水装置更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

取水装置 0 0 0 0 156 0 0 0 0 156

浄水装置 1,000 3 3 3 3 26 3 3 3 3

薬品注入P 291 27 27 27 27 27 27 27 318 27

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 50年間費用

小計 4,608 60 60 60 216 83 60 60 351 216 19,500

41年目：小型浄水装置、薬品注入P及び配水タンク更新 49年目：薬品注入P更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

取水装置 0 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0

浄水装置 26 3 3 3 3 26 3 3 3 3

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 291 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 60年間費用

小計 83 1,207 60 60 60 83 480 60 60 60 21,713

52年目：取水装置更新 57年目：薬品注入P更新

3-1．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討・表流水・給水人口20人の場合）

【取水装置（取水スクリーン，取水量50~100 m
3
 = 1,147千円/台）】

　耐用年数17年，5年に1回取水網交換（156千円/回）

【小型浄水装置（1,000千円/台，井戸水・沢水用，給水能力7 m
3
/日）】

　耐用年数20年，薬品注入ポンプは付属（初期費用318千円/台，建屋込み），浄水装置毎年点検・補砂（3千円/年），

　薬品注入ポンプは耐用年数8年（291千円/台），薬品注入ポンプ毎年点検（27千円/年），

　5年に1回浄水装置を整備（26千円/回），24年に1回建屋を更新（318千円，薬品注入ポンプを同時期に更新）

【配水タンク（FRP製，有効容量5.5 m
3
 = 3,317千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（30千円/年）
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（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

取水装置 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0 0

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 319 28 28 28 28 28 28 28 292 28

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 10年間費用

小計 8,963 94 94 94 94 289 94 94 358 94 10,268

9年目：薬品注入P更新

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

取水装置 156 0 0 0 0 156 0 1,147 0 0

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 28 28 28 28 28 28 292 28 28 28

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 20年間費用

小計 289 94 94 94 94 289 358 1,241 94 94 13,009

17年目：薬品注入P更新，18年目：取水装置更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

取水装置 0 0 156 0 0 0 0 156 0 0

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 28 28 28 28 319 28 28 28 28 28

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 30年間費用

小計 1,718 94 250 94 385 133 94 250 94 94 16,215

21年目：小型浄水装置更新 25年目：薬品注入P更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

取水装置 0 0 156 0 1,147 0 0 0 0 156

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 28 28 292 28 28 28 28 28 28 28

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 40年間費用

小計 133 94 514 94 1,241 133 94 94 94 250 18,956

33年目：薬品注入P更新 35年目：取水装置更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

取水装置 0 0 0 0 156 0 0 0 0 156

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 292 28 28 28 28 28 28 28 319 28

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 50年間費用

小計 7,789 94 94 94 250 133 94 94 385 250 28,233

41年目：小型浄水装置、薬品注入P及び配水タンク更新 49年目：薬品注入P更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

取水装置 0 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

薬品注入P 28 28 28 28 28 28 292 28 28 28

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60年間費用

小計 133 1,241 94 94 94 133 514 94 94 94 30,818

52年目：取水装置更新 57年目：薬品注入P更新

3-2．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討・表流水・給水人口50人の場合）

【取水装置（取水スクリーン，取水量50~100 m
3
 = 1,147千円/台）】

　耐用年数17年，5年に1回取水網交換（156千円/回）

【小型浄水装置（1,630千円/台，井戸水・沢水用，給水能力12 m
3
/日）】

　耐用年数20年，薬品注入ポンプは付属（初期費用319千円/台，建屋込み），浄水装置毎年点検・補砂（6千円/年），

　薬品注入ポンプは耐用年数8年（292千円/台），薬品注入ポンプ毎年点検（28千円/年），

　5年に1回浄水装置を整備（45千円/回），24年に1回建屋を更新（319千円，薬品注入ポンプを同時期に更新）

【配水タンク（FRP製，有効容量12 m
3 

= 5,867千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（60千円/年）
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表流水・給水人口20人・給水方法3「①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）+廉価配管」の場合

（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

取水装置 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0 0

浄水装置 1,000 3 3 3 3 26 3 3 3 3

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 10年間費用

小計 5,464 33 33 33 33 212 33 33 33 33 5,940

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

取水装置 156 0 0 0 0 156 0 1,147 0 0

浄水装置 26 3 3 3 3 26 3 3 3 3

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 20年間費用

小計 212 33 33 33 33 212 33 1,180 33 33 7,775

18年目：取水装置更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

取水装置 0 0 156 0 0 0 0 156 0 0

浄水装置 1,000 3 3 3 3 26 3 3 3 3

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30年間費用

小計 1,030 33 189 33 33 56 33 189 33 33 9,437

21年目：小型浄水装置更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

取水装置 0 0 156 0 1,147 0 0 0 0 156

浄水装置 26 3 3 3 3 26 3 3 3 3

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 40年間費用

小計 56 33 189 33 1,180 56 33 33 33 189 11,272

35年目：取水装置更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

取水装置 0 0 0 0 156 0 0 0 0 156

浄水装置 1,000 3 3 3 3 26 3 3 3 3

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 50年間費用

小計 4,317 33 33 33 189 56 33 33 33 189 16,221

41年目：小型浄水装置及び配水タンク更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

取水装置 0 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0

浄水装置 26 3 3 3 3 26 3 3 3 3

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 60年間費用

小計 56 1,180 33 33 33 56 189 33 33 33 17,900

52年目：取水装置更新

3-3．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討）

【取水装置（取水スクリーン，取水量50~100 m
3
 = 1,147千円/台）】

　耐用年数17年，5年に1回取水網交換（156千円/回）

【小型浄水装置（1,000千円/台，井戸水・沢水用，給水能力7 m
3
/日）】

　耐用年数20年，浄水装置毎年点検・補砂（3千円/年），5年に1回浄水装置を整備（26千円/回）

【配水タンク（FRP製，有効容量5.5 m
3
 = 3,317千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（30千円/年）
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表流水・給水人口50人・給水方法3「①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）+廉価配管」の場合

（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

取水装置 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0 0

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 10年間費用

小計 8,644 66 66 66 66 261 66 66 66 66 9,433

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

取水装置 156 0 0 0 0 156 0 1,147 0 0

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 20年間費用

小計 261 66 66 66 66 261 66 1,213 66 66 11,630

18年目：取水装置更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

取水装置 0 0 156 0 0 0 0 156 0 0

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 30年間費用

小計 1,690 66 222 66 66 105 66 222 66 66 14,265

21年目：小型浄水装置更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

取水装置 0 0 156 0 1,147 0 0 0 0 156

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 40年間費用

小計 105 66 222 66 1,213 105 66 66 66 222 16,462

35年目：取水装置更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

取水装置 0 0 0 0 156 0 0 0 0 156

浄水装置 1,630 6 6 6 6 45 6 6 6 6

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 50年間費用

小計 7,497 66 66 66 222 105 66 66 66 222 24,904

41年目：小型浄水装置及び配水タンク更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

取水装置 0 1,147 0 0 0 0 156 0 0 0

浄水装置 45 6 6 6 6 45 6 6 6 6

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60年間費用

小計 105 1,213 66 66 66 105 222 66 66 66 26,945

52年目：取水装置更新

3-4．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討）

【取水装置（取水スクリーン，取水量50~100 m
3
 = 1,147千円/台）】

　耐用年数17年，5年に1回取水網交換（156千円/回）

【小型浄水装置（1,630千円/台，井戸水・沢水用，給水能力12 m
3
/日）】

　耐用年数20年，浄水装置毎年点検・補砂（6千円/年），5年に1回浄水装置を整備（45千円/回）

【配水タンク（FRP製，有効容量12 m
3 

= 5,867千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（60千円/年）
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（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

水中ポンプ 608 0 0 0 0 0 0 210 0 0

薬品注入P 318 27 27 27 27 27 27 27 291 27

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 10年間費用

小計 4,243 57 57 57 57 57 57 267 321 57 5,230

8年目：水中P更新，9年目：薬品注入P更新

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

水中ポンプ 0 0 0 0 210 0 0 0 0 0

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 291 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 20年間費用

小計 57 57 57 57 267 57 321 57 57 57 6,274

15年目：水中P更新 17年目：薬品注入P更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

水中ポンプ 0 210 0 0 0 0 0 0 210 0

薬品注入P 27 27 27 27 318 27 27 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30年間費用

小計 57 267 57 57 348 57 57 57 267 57 7,555

21年目：水中P更新 25年目：薬品注入P更新 29年目：水中P更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 210 0 0 0 0

薬品注入P 27 27 291 27 27 27 27 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 40年間費用

小計 57 57 321 57 57 267 57 57 57 57 8,599

33年目：薬品注入P更新 36年目：水中P更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

水中ポンプ 0 0 210 0 0 0 0 0 0 210

薬品注入P 291 27 27 27 27 27 27 27 318 27

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 50年間費用

小計 3,608 57 267 57 57 57 57 57 348 267 13,431

41年目：薬品注入P及び配水タンク更新 43年目：水中P更新 49年目：薬品注入P更新，50年目：水中P更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 0 210 0 0 0

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 291 27 27 27

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 60年間費用

小計 57 57 57 57 57 57 531 57 57 57 14,475

57年目：水中P更新，薬品注入P更新

4-1．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討・地下水・給水人数20人の場合）

（注）井戸掘削費は、小型浄水装置費算定では計上せず、別項目として計上する。

【水中ポンプ（揚水量約14.4 m
3
 = 608千円/台（設置費込み））】

　耐用年数7年，更新時はポンプ本体のみを計上（210千円/台）

【薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，318千円/台（建屋含む））】

　耐用年数8年（塩素注入ポンプのみ更新，291千円/台），毎年維持管理（27千円/年），

　24年に1回建屋を更新（318千円，薬品注入ポンプを同時期に更新）

【配水タンク（FRP製，有効容量5.5 m
3
 = 3,317千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（30千円/年）
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（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

水中ポンプ 608 0 0 0 0 0 0 210 0 0

薬品注入P 318 27 27 27 27 27 27 27 291 27

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 10年間費用

小計 6,793 87 87 87 87 87 87 297 351 87 8,050

8年目：水中P更新，9年目：薬品注入P更新

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

水中ポンプ 0 0 0 0 210 0 0 0 0 0

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 291 27 27 27

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 20年間費用

小計 87 87 87 87 297 87 351 87 87 87 9,394

15年目：水中P更新 17年目：薬品注入P更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

水中ポンプ 0 210 0 0 0 0 0 0 210 0

薬品注入P 27 27 27 27 318 27 27 27 27 27

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 30年間費用

小計 87 297 87 87 378 87 87 87 297 87 10,975

21年目：水中P更新 25年目：薬品注入P更新 29年目：水中P更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 210 0 0 0 0

薬品注入P 27 27 291 27 27 27 27 27 27 27

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 40年間費用

小計 87 87 351 87 87 297 87 87 87 87 12,319

33年目：薬品注入P更新 36年目：水中P更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

水中ポンプ 0 0 210 0 0 0 0 0 0 210

薬品注入P 291 27 27 27 27 27 27 27 318 27

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 50年間費用

小計 6,158 87 297 87 87 87 87 87 378 297 19,971

41年目：薬品注入P及び配水タンク更新 43年目：水中P更新 49年目：薬品注入P更新，50年目：水中P更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 0 210 0 0 0

薬品注入P 27 27 27 27 27 27 291 27 27 27

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60年間費用

小計 87 87 87 87 87 87 561 87 87 87 21,315

57年目：水中P更新，薬品注入P更新

4-2．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討・地下水・給水人数50人の場合）

（注）井戸掘削費は、小型浄水装置費算定では計上せず、別項目として計上する。

【水中ポンプ（揚水量約14.4 m
3
 = 608千円/台（設置費込み））】

　耐用年数7年，更新時はポンプ本体のみを計上（210千円/台）

【薬品注入ポンプ（次亜塩素酸ナトリウムを注入，318千円/台（建屋含む））】

　耐用年数8年（塩素注入ポンプのみ更新，291千円/台），毎年維持管理（27千円/年），

　24年に1回建屋を更新（318千円，薬品注入ポンプを同時期に更新）

【配水タンク（FRP製，有効容量12 m
3
 = 5,867千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（60千円/年）
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地下水・給水人口20人・給水方法3「①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）+廉価配管」の場合

（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

水中ポンプ 608 0 0 0 0 0 0 210 0 0

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 10年間費用

小計 3,925 30 30 30 30 30 30 240 30 30 4,405

8年目：水中P更新

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

水中ポンプ 0 0 0 0 210 0 0 0 0 0

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 20年間費用

小計 30 30 30 30 240 30 30 30 30 30 4,915

15年目：水中P更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

水中ポンプ 0 210 0 0 0 0 0 0 210 0

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30年間費用

小計 30 240 30 30 30 30 30 30 240 30 5,635

21年目：水中P更新 29年目：水中P更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 210 0 0 0 0

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 40年間費用

小計 30 30 30 30 30 240 30 30 30 30 6,145

36年目：水中P更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

水中ポンプ 0 0 210 0 0 0 0 0 0 210

配水タンク 3,317 30 30 30 30 30 30 30 30 30 50年間費用

小計 3,317 30 240 30 30 30 30 30 30 240 10,152

41年目：配水タンク更新 43年目：水中P更新 50年目：水中P更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 0 210 0 0 0

配水タンク 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 60年間費用

小計 30 30 30 30 30 30 240 30 30 30 10,662

57年目：水中P更新

4-3．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討）

（注）井戸掘削費は、小型浄水装置費算定では計上せず、別項目として計上する。

【水中ポンプ（揚水量約14.4 m
3
 = 608千円/台（設置費込み））】

　耐用年数7年，更新時はポンプ本体のみを計上（210千円/台）

【配水タンク（FRP製，有効容量5.5 m
3
 = 3,317千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（30千円/年）

付録付属資料5-9



地下水・給水人口50人・給水方法3「①ボトル水宅配，②浄水施設（消毒なし）+廉価配管」の場合

（各費用の根拠は「小型浄水装置等費用算出根拠」参照）

※太枠は、装置の更新又は整備の機会を表している。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

水中ポンプ 608 0 0 0 0 0 0 210 0 0

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 10年間費用

小計 6,475 60 60 60 60 60 60 270 60 60 7,225

8年目：水中P更新

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

水中ポンプ 0 0 0 0 210 0 0 0 0 0

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 20年間費用

小計 60 60 60 60 270 60 60 60 60 60 8,035

15年目：水中P更新

21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

水中ポンプ 0 210 0 0 0 0 0 0 210 0

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 30年間費用

小計 60 270 60 60 60 60 60 60 270 60 9,055

21年目：水中P更新 29年目：水中P更新

31年目 32年目 33年目 34年目 35年目 36年目 37年目 38年目 39年目 40年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 210 0 0 0 0

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 40年間費用

小計 60 60 60 60 60 270 60 60 60 60 9,865

36年目：水中P更新

41年目 42年目 43年目 44年目 45年目 46年目 47年目 48年目 49年目 50年目

水中ポンプ 0 0 210 0 0 0 0 0 0 210

配水タンク 5,867 60 60 60 60 60 60 60 60 60 50年間費用

小計 5,867 60 270 60 60 60 60 60 60 270 16,692

41年目：配水タンク更新 43年目：水中P更新 50年目：水中P更新

51年目 52年目 53年目 54年目 55年目 56年目 57年目 58年目 59年目 60年目

水中ポンプ 0 0 0 0 0 0 210 0 0 0

配水タンク 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60年間費用

小計 60 60 60 60 60 60 270 60 60 60 17,502

57年目：水中P更新

4-4．小型浄水装置費算定（付録2.2　多様な給水方法の検討）

（注）井戸掘削費は、小型浄水装置費算定では計上せず、別項目として計上する。

【水中ポンプ（揚水量約14.4 m
3
 = 608千円/台（設置費込み））】

　耐用年数7年，更新時はポンプ本体のみを計上（210千円/台）

【配水タンク（FRP製，有効容量12 m
3
 = 5,867千円/台）】

　耐用年数40年，毎年点検・清掃（60千円/年）

付録付属資料5-10
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0

6
0

6
0

9
,
3
4
7
実

績
最

大
給

水
量

、
滞

留
時

間
1
2
時

間
/
日

で
設

計
。

年
一

回
清

掃
見

積
も

り

合
計

2
8
1

1
6
4

1
,
0
0
4

1
6
4

2
,
5
9
4
2
8
1

1
6
4

1
6
4

1
6
4

4
7
6

1
4
,
6
5
8
1
6
4

1
6
4

1
6
4

4
7
6

2
8
1

1
6
4

1
6
4

7
4
6

4
7
6

2
8
1

2
,
5
9
4
1
6
4

1
6
4

1
6
4

2
8
1

1
,
0
0
4
1
6
4

1
6
4

1
6
4

4
3
,
7
8
9

3
0
年

計

機
　

器
　

名
　

称
形

状
台 数

耐
用

年
数

初
期

費
用

3
0
年

計

6
0
年

計
備

　
　

　
考

算
出

方
法

機
　

器
　

名
　

称
形

状
台 数

耐
用

年
数

初
期

費
用

6
0
年

計
備

　
　

　
考

算
出

方
法

【
小

型
浄

水
装
置

（
井

戸
水

・
沢

水
用

，
給

水
能

力
1

2
 m

3
/日

】
浜

松
方

式
簡

易
ろ
過

装
置

（
F

R
P
製
，

ろ
過

量
1
2
m

3
/日

）
を

準
用

1
．

浄
水

装
置

1
,6

3
0
千
円

/台
=

 初
期

費
用

4
,8

9
0
千

円
÷

3

2
．

薬
品

注
入
ポ

ン
プ

初
期

費
用

3
1
9
千

円
/台

（
建

屋
含

む
）

=
（

初
期

費
用

6
3
0
千
円

+
1
年
目
費

用
8
千

円
）

÷
2

3
．

薬
品

注
入
ポ

ン
プ

更
新

2
9
2
千
円

/台

=
 薬

品
注

入
ポ

ン
プ

更
新

5
8
4
千

円
（

9
年

目
等

）
÷

2

4
．

毎
年

点
検
・

補
砂

計
3

4
千

円
/年

=
 浄

水
装

置
維

持
管

理
費

1
8
千
円

/年
÷

3

＋
薬

品
注

入
ポ

ン
プ
維

持
管

理
費

5
6
千
円

/年
÷

2

5
．

5
年

に
1
回

浄
水

装
置
を

整
備

4
5
千

円
/年

=
 浄

水
装

置
整

備
1
3
5
千
円

（
6
年
目

等
）

÷
3

【
配

水
タ
ン
ク
（

F
R

P
製

，
有

効
容

量
1
2
 m

3
，

耐
用

年
数

4
0
年

）
】

1
．

初
期

費
用

5
,8

6
7
千
円

/台

2
．

毎
年

点
検
・

清
掃

（
1
2
 m

3
：

6
0
千

円
/年

）

【
小

型
浄

水
装
置

（
井

戸
水

・
沢

水
用

，
給

水
能

力
2

4
～

4
8

 m
3
/日

】
簡

易
浄

水
装

置
（
ろ

過
量

2
4
~

4
8

m
3
/日

，
薬

品
注
入

ポ
ン

プ
付

）
を

準
用

1
．

浄
水

装
置

4
,1

0
5
千
円

/台

=
 初

期
費

用
4
,0

2
0
千

円
/台

＋
1
年
目

費
用

8
5
千

円
/台

2
．

薬
品

注
入
ポ

ン
プ

は
浄

水
装
置

に
付

属

3
．

毎
年

点
検
・

補
砂

9
6
千

円
/年

=
 簡

易
浄

水
装

置
維

持
管

理
費

8
5
千

円
/台

・
年

＋
薬

品
注

入
ポ

ン
プ
維

持
管

理
費

1
1
千
円

/台
・
年

4
．

7
年

に
1
回

機
器

類
・
ポ

ン
プ

類
を

整
備

5
6

1
千

円
/年

=
 簡

易
浄

水
装

置
整

備
5
5
0
千
円

/台
（

8
年
目

等
）

＋
薬

品
注

入
ポ

ン
プ
維

持
管

理
費

1
1
千
円

/台
・
年

【
取

水
ス

ク
リ
ー

ン
（

取
水

量
5
0
~

1
0

0
 m

3
，

耐
用

年
数

1
7
年

）
】

1
．

初
期

費
用

1
,1

4
7
千
円

/台
=

 初
期

費
用

2
,2

9
4
千

円
÷

2

2
．

5
年

に
1
回

点
検

（
取
水

網
交

換
，

1
5
6
千
円

/台
）
=
点
検
費
用
3
1
2
千
円
÷
2

【
薬

品
注

入
ポ
ン

プ
（

次
亜

塩
素

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

を
注

入
，

耐
用

年
数

8
年

）
】

1
．

初
期

費
用

3
1

9
千

円
/台

（
建

屋
含

む
）

2
．

年
間

維
持
管

理
費

2
8
千

円
/年

3
．

8
年

に
1
回

更
新

2
9

2
千

円
/台

4
．

2
4
年

に
1
回
建

屋
を

更
新

3
1

9
千

円
（
薬

品
注
入

ポ
ン

プ
を

同
時
期
に
更
新
）

【
配

水
タ

ン
ク
（

F
R

P
製

，
有

効
容

量
1
7
 m

3
，

耐
用

年
数

4
0
年

）
】

1
．

初
期

費
用

6
,1

4
8
千
円

/台

2
．

毎
年

点
検
・

清
掃

（
1
7
 m

3
：

9
0
千

円
/年

）
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浄
水

装
置

の
初

期
費

用
と

維
持

管
理

費
用

（
B
地

区
・

ケ
ー

ス
①

）
（

単
位

：
千

円
）

1
年

目
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

H
3
6

H
3
7

H
3
8

H
3
9

H
4
0

H
4
1

H
4
2

H
4
3

H
4
4

H
4
5

H
4
6

H
4
7

H
4
8

H
4
9

H
5
0

H
5
1

H
5
2

H
5
3

H
5
4

H
5
5

H
5
6

H
5
7

H
5
8

緩
速

ろ
過

池
3
.
5
m
×
2
.
5
m
×
0
.
8
m

2
3
0

0
5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

3
,
2
4
4

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2

5
1
2
1
8
,
0
9
2
補

砂
は

1
年

に
1
池

1
5
年

に
1
回

全
ろ

材
の

交
換

ア
ン

ケ
ー

ト

薬
品

注
入

ポ
ン

プ
最

大
吐

出
量

3
0
m
L
/
分

　
タ

ン
ク

容
量

5
0
L
相

当
に

更
新

1
8

0
3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

2
9
4

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

2
9
4

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
4
8

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

1
,
7
4
6

次
亜

0
.
6
p
p
m
で

平
均

注
入

と
想

定
パ

ッ
キ

ン
・

O
リ

ン
グ

等
消

耗
品

を
毎

年
交

換
2
4
年

目
に

建
屋

（
物

置
）

を
更

新
見

積
も

り

配
水

池
有

効
容

量
4
5
m
3

1
3
0

0
2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

2
2
7

6
,
8
1
0
年

一
回

清
掃

ア
ン

ケ
ー

ト

合
計

0
7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

1
,
0
3
3

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

3
,
5
0
1
1
,
0
3
3
7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

1
,
0
8
7
7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9

7
6
9
2
6
,
6
4
8

浄
水

装
置

の
初

期
費

用
と

維
持

管
理

費
用

（
B
地

区
・

ケ
ー

ス
②

）
（

単
位

：
千

円
）

1
年

目
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

H
3
6

H
3
7

H
3
8

H
3
9

H
4
0

H
4
1

H
4
2

H
4
3

H
4
4

H
4
5

H
4
6

H
4
7

H
4
8

H
4
9

H
5
0

H
5
1

H
5
2

H
5
3

H
5
4

H
5
5

H
5
6

H
5
7

H
5
8

浜
松

方
式

簡
易

ろ
過

装
置

F
R
P
製

　
ろ

過
量

1
1
m
3
/
日

1
2
0

1
,
5
0
0

0
5

5
5

5
4
1

5
5

5
5

4
1

5
5

5
5

4
1

5
5

5
5

1
,
5
0
0

5
5

5
5

4
1

5
5

5
5

1
,
7
8
4

毎
年

補
砂

。
5
年

に
一

回
砂

入
れ

替
え

見
積

も
り

浜
松

方
式

簡
易

ろ
過

装
置

F
R
P
製

　
ろ

過
量

7
m
3
/
日

1
2
0

1
,
0
0
0

0
3

3
3

3
2
6

3
3

3
3

2
6

3
3

3
3

2
6

3
3

3
3

1
,
0
0
0

3
3

3
3

2
6

3
3

3
3

1
,
1
7
6

毎
年

補
砂

。
5
年

に
一

回
砂

入
れ

替
え

見
積

も
り

薬
品

注
入

ポ
ン

プ
最

大
吐

出
量

3
0
m
L
/
分

　
タ

ン
ク

容
量

5
0
L

2
8

6
3
0

6
5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
8
2

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
8
2

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

6
3
6

5
4

5
4

5
4

5
4

5
4

3
,
2
1
0

次
亜

0
.
6
p
p
m
で

平
均

注
入

と
想

定
パ

ッ
キ

ン
・

O
リ

ン
グ

等
消

耗
品

を
毎

年
交

換
初

期
費

用
に

建
屋

（
物

置
）

代
込

。
建

屋
は

2
4
年

ご
と

に
更

新
見

積
も

り

配
水

タ
ン

ク
F
R
P
製

有
効

容
量

5
.
5
m
3

1
4
0

3
,
3
1
7

0
3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

8
7
0
実

績
最

大
給

水
量

・
滞

留
時

間
1
2
時

間
/
日

で
設

計
。

年
一

回
清

掃
見

積
も

り

配
水

タ
ン

ク
F
R
P
製

有
効

容
量

3
.
5
m
3

1
4
0

2
,
6
0
6

0
2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

5
8
0
実

績
最

大
給

水
量

・
滞

留
時

間
1
2
時

間
/
日

で
設

計
。

年
一

回
清

掃
見

積
も

り

合
計

9
,
0
5
3

6
1
1
2

1
1
2

1
1
2

1
1
2

1
7
1

1
1
2

1
1
2

6
4
0

1
1
2

1
7
1

1
1
2

1
1
2

1
1
2

1
1
2

1
7
1

6
4
0

1
1
2

1
1
2

1
1
2

2
,
6
0
4
1
1
2

1
1
2

1
1
2

6
9
4

1
7
1

1
1
2

1
1
2

1
1
2

1
1
2

7
,
6
2
0

機
　

器
　

名
　

称
形

状
数 量

耐
用

年
数

初
期

費
用

3
0
年

合
計

備
　

　
　

考
算

出
方

法

3
0
年

合
計

備
　

　
　

考
算

出
方

法
機

　
器

　
名

　
称

形
状

数 量
耐

用
年

数
初

期
費

用

【
配

水
タ

ン
ク
（

F
R

P
製

，
有

効
容

量
5
.5

 m
3
，

耐
用

年
数

4
0
年

）
】

1
．

初
期

費
用

3
,3

1
7
千
円

/台

2
．

毎
年

点
検
・

清
掃

（
5
.5

 m
3
：

3
0
千
円

/年
）

【
小

型
浄

水
装
置

（
井

戸
水

・
沢

水
用

，
給

水
能

力
1

1
 m

3
/日

】
浜

松
方

式
簡

易
ろ
過

装
置

（
F

R
P
製

，
ろ
過

量
1
1
 m

3
/日

）
を

準
用

1
．

浄
水

装
置

1
,5

0
0
千
円

/台

2
．

薬
品

注
入
ポ

ン
プ

初
期

費
用

3
1
8
千

円
/台

（
建

屋
含

む
）

=
（

初
期

費
用

6
3
0
千
円

+
1
年

目
費

用
6
千

円
）

÷
2

3
．

薬
品

注
入
ポ

ン
プ

更
新

2
9
1
千
円

/台

=
 薬

品
注

入
ポ

ン
プ

更
新

5
8
2
千

円
（

9
年

目
等

）
÷

2

4
．

毎
年

点
検
・

補
砂

計
3

2
千

円
/年

=
 浄

水
装

置
維

持
管

理
費

5
千

円
/台

・
年

＋
薬

品
注

入
ポ

ン
プ
維

持
管

理
費

5
4
千
円

/台
・
年

÷
2

5
．

5
年

に
1
回

浄
水

装
置
を

整
備

4
1
千

円
/年

（
6
年

目
等

）

【
小

型
浄

水
装
置

（
井

戸
水

・
沢

水
用

，
給

水
能

力
7

 m
3
/日

】
浜

松
方

式
簡

易
ろ
過

装
置

（
F

R
P
製

，
ろ
過

量
7
 m

3
/日

）
を

準
用

1
．

浄
水

装
置

1
,0
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付録付属資料６ 地域類型区分に基づく簡易水道事業の抽出 

 

抽出条件 

① 現在給水人口 

15~25人（約 10世帯）、45~55人（約 25世帯） 

② 単位管延長 

40~60 m/人（約 50 m/人）、80~120 m/人（約 100 m/人）、160~240 m/人（約 200 

m/人） 

③ 利用可能な水源の種別 

表流水 100 %、地下水 100 %（補足） 

 

（補足） 

全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28 年度）」によると、全国の簡易水道事

業 5,133事業のうち、水源において表流水の占める割合が 100 %の事業が 34 %（1,739）、0 %

の事業（伏流水，井戸水のみ）が 56 %（2,866）であり、9割の事業が、表流水のみ又は伏流水・

地下水のみを水源としていることから、本調査では、小規模な水道における利用可能な水源の

種別として、「表流水」又は「地下水」を条件として設定している。そのため、ここでは地域類

型区分の条件に沿って簡易水道事業を抽出する。 

 

表 1 地域類型区分に基づく簡易水道事業の抽出 

（出典）全国簡易水道協議会発行「全国簡易水道統計（平成 28年度）」 

 都道府県 

名称 
自治体名称 

地区名称 

事業名称 

現在 

給水人口

（人） 

単位管延長

（m/人） 

表流水の 

占める割合 

（%） 

地下水の 

占める割合 

（%） 

現在給水人口 

15~25人 

富山県 魚津市 日尾 18 43.39 0.0 100.0 

神奈川県 山北町 瀬戸 23 43.74 0.0 100.0 

静岡県 南伊豆町 落居 24 45.83 0.0 100.0 

山口県 岩国市 黒島 23 48.61 0.0 100.0 

愛媛県 八幡浜市 矢野畑 19 50.74 100.0 0.0 

山梨県 身延町 平須 19 51.58 100.0 0.0 

山梨県 身延町 江尻窪 21 52.19 0.0 100.0 

京都府 宮津市 畑 19 55.26 100.0 0.0 

北海道 増毛町 岩老 21 57.05 100.0 0.0 

山梨県 早川町 奈良田 24 80.29 100.0 0.0 

新潟県 魚沼市 三ツ又 16 82.75 100.0 0.0 

長野県 上田市 真田いずみの森 22 88.41 0.0 100.0 

宮城県 七ヶ宿町 干蒲 24 91.25 0.0 100.0 

山梨県 身延町 古長谷 24 93.38 100.0 0.0 
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山梨県 身延町 矢細工 25 95.16 100.0 0.0 

新潟県 糸魚川市 上路 20 106.90 100.0 0.0 

山梨県 早川町 茂倉 24 107.42 100.0 0.0 

山梨県 早川町 塩島 19 108.16 100.0 0.0 

北海道 鹿追町 然別湖畔地区 15 117.13 100.0 0.0 

和歌山県 すさみ町 太間川 16 119.56 100.0 0.0 

長崎県 五島市 琴石地区 25 119.84 100.0 0.0 

愛媛県 久万高原町 成河地区 21 161.24 100.0 0.0 

兵庫県 朝来市 簾野 15 168.87 100.0 0.0 

三重県 熊野市 紀和地区木津呂 16 179.38 100.0 0.0 

新潟県 糸魚川市 小滝 22 185.32 100.0 0.0 

高知県 香美市 別府 22 189.68 100.0 0.0 

宮城県 蔵王町 清水原地区 25 226.88 0.0 100.0 

長野県 天龍村 下山 18 234.33 100.0 0.0 

和歌山県 高野町 神谷 18 236.11 100.0 0.0 

現在給水人口 

45~55人 

山口県 山陽小野田市 平原・片尾畑上 51 40.40 0.0 100.0 

青森県 青森市 入内地区 55 42.18 100.0 0.0 

熊本県 八代市 坂本町瀬高地区 45 42.27 0.0 100.0 

島根県 益田市 三葛 51 42.53 0.0 100.0 

群馬県 藤岡市 芝平 49 43.86 100.0 0.0 

愛媛県 伊予市 城ノ下 52 45.52 0.0 100.0 

佐賀県 鹿島市 東木庭 47 47.70 100.0 0.0 

新潟県 村上市 荒川地区 45 48.40 100.0 0.0 

熊本県 八代市 坂本町日光地区 49 51.27 100.0 0.0 

富山県 黒部市 田籾 47 52.13 100.0 0.0 

愛媛県 松山市 横谷 45 53.84 100.0 0.0 

山口県 光市 牛島 49 54.41 0.0 100.0 

高知県 高知市 領家 46 54.63 100.0 0.0 

長野県 天龍村 鶯巣 51 56.02 100.0 0.0 

熊本県 高森町 蔵地地区 48 57.67 0.0 100.0 

鳥取県 鳥取市 栃本 46 58.02 0.0 100.0 

高知県 四万十町 浦越 50 59.46 100.0 0.0 

北海道 今金町 花石 48 84.48 0.0 100.0 

静岡県 掛川市 松葉 48 86.94 100.0 0.0 

滋賀県 高島市 今津町椋川 48 92.02 100.0 0.0 

山形県 西川町 志津 53 93.55 100.0 0.0 

岐阜県 中津川市 峠 49 95.37 100.0 0.0 
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新潟県 津南町 所平 54 95.37 100.0 0.0 

宮城県 女川町 横浦 55 98.07 100.0 0.0 

静岡県 川根本町 大間 53 102.36 100.0 0.0 

高知県 四万十市 奥屋内下 46 104.13 100.0 0.0 

宮崎県 日之影町 糸平地区 52 113.42 100.0 0.0 

鹿児島県 南さつま市 東山地区 45 114.98 0.0 100.0 

鹿児島県 瀬戸内町 池地 50 115.82 100.0 0.0 

鹿児島県 鹿屋市 桜町 50 160.00 100.0 0.0 

鳥取県 三朝町 木地山 45 164.96 100.0 0.0 

三重県 津市 福田山 45 173.07 100.0 0.0 

栃木県 日光市 川俣湯元 45 174.27 100.0 0.0 

岩手県 普代村 萩牛 47 175.51 100.0 0.0 

愛媛県 久万高原町 二箆 49 216.45 100.0 0.0 

 

（参考）抽出した簡易水道事業の全国分布 

図 2 地域類型区分に基づく簡易水道事業の分布 

（青塗部分は、「水道維持管理指針 2006（（公社）日本水道協会，P.179，平成 18年 7月）」に基

づく積雪・寒冷特別地域を示している。） 



 



付録付属資料7　地域類型区分における検討の算定資料

① 地域類型区分に基づく多様な給水方法の検討における単価根拠一覧

② 取水設備（水中ポンプ）費用算定資料（給水方法1~3）
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揚
程

4
5

.9
 m
時
）
，
耐
用
年
数

7
年

1
~

5
井
戸
掘
削
費

深
井
戸
掘
削

1
0

,3
9

2
千
円

/本
見
積
り

孔
径

3
0

 m
m
，
深
さ

6
0

 m
，
揚
水
試
験
を
含
む

4
,5

取
水
設
備

ポ
ン
プ
設
備
費

（
各
戸
型
浄
水
装
置
用
）

2
0

0
千
円

/基
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-5

揚
水
量
約

1
0

 L
/m

in
（
全
揚
程

4
5

.9
 m
時
）
，
耐
用
年
数

1
0
年

（
付
録
付
属
資
料

1
「
過
年
度
調
査
に
お
け
る
算
定
資
料
」
，
「
④
取
水
設
備
（
水
中
ポ
ン
プ
）
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）
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給
水
方
法

費
用
項
目

名
称

単
価

出
典
・
根
拠

設
定
方
法
・
算
出
方
法

4
,5

取
水
設
備

給
水
装
置
整
備
費

2
1
千
円

/式
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-8

【
単
価
の
算
出
方
法
】

①
出
典
に
お
け
る
単
価
算
出
方
法
を
確
認
（
国
土
交
通
省
，
平
成

2
8
年

2
月
か
ら
適
用
す
る
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
つ
い
て
）

　
「
配
管
工

1
名
に
よ
る

1
日
作
業
」
と
し
て
労
務
単
価
（
全
国
平
均
）
を
用
い
、
材
料
費
（
給
水
管
付
替
延
長

4
 m
と
設
定
）
と
し
て
、

H
IV

P
φ

2
5

 m
m
が

4
 ｍ
あ
た
り
約

1
,7

0
0
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
付
属
品
込
み
で
労
務
費
の

1
0

 ％
相
当
を
上
乗
せ

　
（
労
務
単
価
全
国
平
均

1
8

,1
4

3
円

+
1

8
,1

4
3

×
0

.1
0
≒

2
0

,0
0

0
円
）

②
算
出
根
拠
の
単
価
表
（
国
土
交
通
省
，
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
）
を
平
成

2
9
年

3
月
か
ら
の
適
用
単
価
に
更
新

③
①
と
同
様
に
単
価
を
算
出
（
労
務
単
価
全
国
平
均

1
8

,8
4

3
円

+
1

8
,8

9
4

×
0

.1
0
≒

2
1

,0
0

0
円
）

（
詳
細
は
付
録
付
属
資
料

1
「
過
年
度
調
査
に
お
け
る
算
定
資
料
」
，
「
⑦
給
水
装
置
整
備
費
」
参
照
）

4
,5

浄
水
装
置

各
戸
型
浄
水
装
置

（
各
戸
型
膜
ろ
過
装
置
（
井
戸
水
・
沢
水
用
）
）

（
合
計
）

1
0
年
間

5
8

4
千
円

/世
帯

3
0
年
間

1
,5

5
2
千
円

/世
帯

6
0
年
間

3
,0

0
4
千
円

/世
帯

平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-3

費
用
は
維
持
管
理
費
込
み

給
水
能
力

4
0

0
 L

/日
，
耐
用
年
数

1
0
年
，
全
世
帯
に
つ
き

1
基
ず
つ
設
置

（
詳
細
は
付
録
付
属
資
料

1
「
過
年
度
調
査
に
お
け
る
算
定
資
料
」
，
「
②
各
戸
型
浄
水
装
置
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）

5
浄
水
装
置

塩
素
注
入
ポ
ン
プ
費

9
8
千
円

/基
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-6

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
用
，
耐
用
年
数

1
0
年

（
付
録
付
属
資
料

1
「
過
年
度
調
査
に
お
け
る
算
定
資
料
」
，
「
⑤
塩
素
注
入
ポ
ン
プ
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）

5
浄
水
装
置

年
間
薬
品
費

2
千
円

/基
平
成

2
9
年
度
調
査
・
参
考
資
料

5
-7

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

6
 %
，

1
.8

 L
（
配
送
料
込
み
）
，
保
存
期
間

1
年

（
付
録
付
属
資
料

1
「
過
年
度
調
査
に
お
け
る
算
定
資
料
」
，
「
⑥
年
間
薬
品
費
（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
費
用
算
定
資
料
」
参
照
）

1
~

5
水
質
検
査
費

水
質
検
査
費

水
道
事
業
の
場
合

1
0
年
間

6
,1

3
7
千
円
，

3
0
年
間

1
4

,3
3

1
千
円
，

6
0
年
間

2
6

,7
6

1
千
円

（
設
定
根
拠
：
水
道
法
及
び
平
成

2
8
年
度
調
査
・

資
料
編

2
）

給
水
方
法

1
・
2
で
は
事
業
主
体
が
水
道
事
業
か
飲
料
水
供
給
施
設
等
か
に
よ
っ
て
費
用
が
異
な
る

給
水
方
法

3
~

5
の
場
合
は
簡
易

1
1
項
目
検
査
と
し
て

9
４
千
円

/1
0
年
間
を
計
上
す
る

（
詳
細
は
付
録
付
属
資
料

3
「
水
質
検
査
の
省
略
・
回
数
減
」
参
照
）

6
運
搬
給
水

給
水
車

1
0

,0
0

0
千
円

/台
平
成

2
8
年
度
調
査
・
資
料
編

1
-2
及
び

9
-1

出
典
に
お
け
る
タ
ン
ク
容
量

4
 m

3
の
給
水
車
費
用
平
均
値

9
,3

4
3
千
円
≒

1
0

,0
0

0
千
円

/台
と
し
て
設
定

耐
用
年
数

7
年
，
ガ
ソ
リ
ン
代
未
考
慮

6
運
搬
給
水

運
転
手
給
与

1
,7

1
2
円

/時
（
設
定
根
拠
：
平
成

2
8
年
度
調
査
・
資
料
編

9
-1
）
人
口
減
少
を
考
慮
し
た
運
搬
給
水
計
画
に
基
づ
き
、
運
搬
給
水
に
従
事
し
た
時
間
に
対
し
て
運
転
手
給
与
を
計
上

6
受
水
設
備

受
水
タ
ン
ク

2
5

0
千
円

/基
（
設
定
根
拠
：
平
成

2
8
年
度
調
査
・
資
料
編

1
-3
及

び
9

-1
）

各
戸
に
設
置
し
て
受
水
，
各
戸
設
置
費

1
0

0
千
円

/基
を
含
む

F
R

P
製
，

1
5

0
千
円

/基
，
容
量

2
 m

3
，
耐
用
年
数

3
0
年

（
内
訳
：
出
典
よ
り
、
事
業

C
の

F
R

P
製

2
 m

3
受
水
タ
ン
ク

1
4

3
千
円
≒

1
5

0
千
円
＋
各
戸
設
置
費

1
0

0
千
円

=
2

5
0
千
円

/基
）

6
受
水
設
備

浄
水
受
水
費

7
4

.2
6
円

/m
3

（
公
社
）
日
本
水
道
協
会
発
行
「
水
道
統
計
「
平
成

2
8
年
度
」
」
，
平
成

2
8
年
度
の
水
道
用
水
供
給
事

業
平
均
給
水
原
価

平
成

2
8
年
度
の
水
道
用
水
供
給
事
業
平
均
給
水
原
価

（
平
成

2
9
年
度
調
査
で
は
、
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水
は
、
平
成

2
7
年
度
の
簡
易
水
道
事
業
平
均
供
給
単
価

1
7

2
円

/m
3

を
用
い
て
給
水
と
し
て
コ
ス
ト
試
算
し
て
い
る
。
本
調
査
で
は
、
水
道
用
水
供
給
事
業
か
ら
浄
水
を
受
け
る
形
態
が
実
態
に
即
し
て
い
る

と
考
え
て
、
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会
発
行
「
水
道
統
計
「
平
成

2
8
年
度
」
」
よ
り
平
成

2
8
年
度
の
水
道
用
水
供
給
事
業
平
均
給
水
原
価

を
用
い
る
）
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② 取水設備（水中ポンプ）費用算定資料（給水方法1~3）

水中ポンプ

装置能力
水中ポンプ（深井戸用）
10 L/min（全揚程45.9 m時）

浄水装置名 深井戸用水中ポンプユニット（25TWS-V0.35S-6）

採用価格 210千円

耐用年数 7年

Web掲載
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付録付属資料8　多様な給水方法の検討におけるコスト試算結果

① 地域類型区分（各ケース）における多様な給水方法の検討結果

② 地域類型区分（ケース1～8）における総額コスト詳細



 



地
域

類
型

区
分

（
各

ケ
ー

ス
）

に
お

け
る

多
様

な
給

水
方

法
の

検
討

結
果

地
形

条
件

中
山

間
部

積
雪

・
寒

冷
地

温
暖

地
表

流
水

地
下

水
密

集
度

大
密

集
度

小
2
0
人

5
0
人

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
2
：

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

＋
廉

価
配

管
（

標
準

埋
設

）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
2
：

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

＋
廉

価
配

管
（

標
準

埋
設

）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
5
：

近
傍

水
源

＋
各

戸
型

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
2
：

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

＋
廉

価
配

管
（

浅
層

埋
設

）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
2
：

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

＋
廉

価
配

管
（

浅
層

埋
設

）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
2
：

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

＋
廉

価
配

管
（

浅
層

埋
設

）

○
○

○
○

○
給

水
方

法
2
：

浄
水

装
置

（
消

毒
あ

り
）

＋
廉

価
配

管
（

浅
層

埋
設

）

6 7 8

経
済

的
に

優
位

な
給

水
方

法

1 2 3 4 5

地
域

類
型

区
分

（
ケ

ー
ス

番
号

）

自
然

条
件

社
会

条
件

（
集

落
特

性
）

集
落

規
模

利
用

可
能

な
水

源
の

種
別
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
1
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
間

2
0
年
間

3
0
年
間

4
0
年
間

5
0
年
間

6
0
年
間

管
路
更
新
費

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

7
6
,6

8
1

8
3
,1

4
7

8
9
,4

6
7

9
6
,0

7
2

1
0
5
,9

4
3

1
1
2
,2

5
3

管
路
更
新
費

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

4
7
,4

9
4

5
3
,9

6
0

6
0
,2

8
0

6
6
,8

8
5

7
6
,7

5
6

8
3
,0

6
6

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

浄
水
装
置

5
,9

4
0

7
,7

7
5

9
,4

3
7

1
1
,2

7
2

1
6
,2

2
1

1
7
,9

0
0

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

4
7
,9

2
6

5
7
,1

5
5

6
6
,2

1
1

7
5
,4

4
0

8
7
,7

8
3

9
6
,8

5
6

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
4
,2

9
0

2
7
,5

8
0

4
0
,8

7
0

5
4
,1

6
0

6
7
,4

5
0

8
0
,7

4
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

8
,1

7
0

1
5
,3

4
0

2
2
,5

1
0

2
9
,6

8
0

3
6
,8

5
0

4
4
,0

2
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

給
水
期
間

2
0
人

(1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

（
実
施
不
可
）

中
山
間
部

積
雪
・
寒
冷
地

表
流
水

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

付録付属資料8-2



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
1
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
8
6
,6

6
3

1
9
3
,5

0
1

2
0
0
,8

0
4

2
0
7
,7

8
1

2
2
1
,1

5
5

2
2
7
,8

3
7

管
路
更
新
費

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
0
8
,2

9
0

1
1
5
,1

2
8

1
2
2
,4

3
1

1
2
9
,4

0
8

1
4
2
,7

8
2

1
4
9
,4

6
4

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

浄
水
装
置

9
,4

3
3

1
1
,6

3
0

1
4
,2

6
5

1
6
,4

6
2

2
4
,9

0
4

2
6
,9

4
5

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
1
9
,6

6
2

1
4
0
,2

0
3

1
6
1
,1

8
2

1
8
1
,7

2
3

2
0
8
,5

0
9

2
2
8
,8

9
4

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
5
,7

2
5

6
8
,9

5
0

1
0
2
,1

7
5

1
3
5
,4

0
0

1
6
8
,6

2
5

2
0
1
,8

5
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
0
,4

2
5

3
8
,3

5
0

5
6
,2

7
5

7
4
,2

0
0

9
2
,1

2
5

1
1
0
,0

5
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

5
0
人

（
2
5
世
帯
）

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

中
山
間
部

積
雪
・
寒
冷
地

表
流
水

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

（
実
施
不
可
）

付録付属資料8-3



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
2
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

2
6
8
,0

1
8

2
7
4
,4

8
4

2
8
0
,8

0
4

2
8
7
,4

0
9

2
9
7
,2

8
0

3
0
3
,5

9
0

管
路
更
新
費

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
5
1
,2

7
0

1
5
7
,7

3
6

1
6
4
,0

5
6

1
7
0
,6

6
1

1
8
0
,5

3
2

1
8
6
,8

4
2

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

浄
水
装
置

5
,9

4
0

7
,7

7
5

9
,4

3
7

1
1
,2

7
2

1
6
,2

2
1

1
7
,9

0
0

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
5
1
,7

0
2

1
6
0
,9

3
1

1
6
9
,9

8
7

1
7
9
,2

1
6

1
9
1
,5

5
9

2
0
0
,6

3
2

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
4
,2

9
0

2
7
,5

8
0

4
0
,8

7
0

5
4
,1

6
0

6
7
,4

5
0

8
0
,7

4
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

8
,1

7
0

1
5
,3

4
0

2
2
,5

1
0

2
9
,6

8
0

3
6
,8

5
0

4
4
,0

2
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

（
実
施
不
可
）

2
0
人

(1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

中
山
間
部

積
雪
・
寒
冷
地

表
流
水

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

付録付属資料8-4



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
2
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

6
9
7
,4

3
5

7
0
4
,2

7
3

7
1
1
,5

7
6

7
1
8
,5

5
3

7
3
1
,9

2
7

7
3
8
,6

0
9

管
路
更
新
費

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

3
8
3
,9

4
5

3
9
0
,7

8
3

3
9
8
,0

8
6

4
0
5
,0

6
3

4
1
8
,4

3
7

4
2
5
,1

1
9

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

浄
水
装
置

9
,4

3
3

1
1
,6

3
0

1
4
,2

6
5

1
6
,4

6
2

2
4
,9

0
4

2
6
,9

4
5

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

3
9
5
,3

1
7

4
1
5
,8

5
8

4
3
6
,8

3
7

4
5
7
,3

7
8

4
8
4
,1

6
4

5
0
4
,5

4
9

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
5
,7

2
5

6
8
,9

5
0

1
0
2
,1

7
5

1
3
5
,4

0
0

1
6
8
,6

2
5

2
0
1
,8

5
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
0
,4

2
5

3
8
,3

5
0

5
6
,2

7
5

7
4
,2

0
0

9
2
,1

2
5

1
1
0
,0

5
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

5
0
人

（
2
5
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

（
実
施
不
可
）

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

中
山
間
部

積
雪
・
寒
冷
地

表
流
水

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

付録付属資料8-5



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
3
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

8
5
,5

3
8

9
0
,6

7
9

9
6
,0

5
7

1
0
1
,3

3
7

1
1
0
,2

6
6

1
1
5
,4

0
7

管
路
更
新
費

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

5
6
,3

5
1

6
1
,4

9
2

6
6
,8

7
0

7
2
,1

5
0

8
1
,0

7
9

8
6
,2

2
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

3
4
,5

9
2

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

4
,4

0
5

4
,9

1
5

5
,6

3
5

6
,1

4
5

1
0
,1

5
2

1
0
,6

6
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

5
6
,7

8
3

6
4
,6

8
7

7
2
,8

0
1

8
0
,7

0
5

9
2
,1

0
6

1
0
0
,0

1
0

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
2
0
,2

1
0

1
3
5
,5

0
0

1
5
0
,7

9
0

1
6
6
,0

8
0

1
8
1
,3

7
0

1
9
6
,6

6
0

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
1
4
,0

9
0

1
2
3
,2

6
0

1
3
2
,4

3
0

1
4
1
,6

0
0

1
5
0
,7

7
0

1
5
9
,9

4
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水給
水
方
法

（
実
施
不
可
）

費
用
項
目

給
水
期
間

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

2
0
人

（
1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

積
雪
・
寒
冷
地

中
山
間
部

地
下
水

地
形
条
件

社
会
条
件
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
3
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
9
4
,8

3
7

2
0
0
,2

7
8

2
0
5
,9

5
6

2
1
1
,5

3
6

2
2
3
,2

8
5

2
2
8
,7

2
6

管
路
更
新
費

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
1
6
,4

6
4

1
2
1
,9

0
5

1
2
7
,5

8
3

1
3
3
,1

6
3

1
4
4
,9

1
2

1
5
0
,3

5
3

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

9
1
,8

8
5

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

7
,2

2
5

8
,0

3
5

9
,0

5
5

9
,8

6
5

1
6
,6

9
2

1
7
,5

0
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
2
7
,8

4
6

1
4
7
,0

0
0

1
6
6
,3

6
4

1
8
5
,5

1
8

2
1
0
,6

8
9

2
2
9
,8

4
3

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
0
0
,5

2
5

3
3
8
,7

5
0

3
7
6
,9

7
5

4
1
5
,2

0
0

4
5
3
,4

2
5

4
9
1
,6

5
0

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
8
5
,2

2
5

3
0
8
,1

5
0

3
3
1
,0

7
5

3
5
4
,0

0
0

3
7
6
,9

2
5

3
9
9
,8

5
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

5
0
人

（
2
5
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

（
実
施
不
可
）

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

積
雪
・
寒
冷
地

中
山
間
部

地
下
水

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

付録付属資料8-7



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
4
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

2
7
6
,8

7
5

2
8
2
,0

1
6

2
8
7
,3

9
4

2
9
2
,6

7
4

3
0
1
,6

0
3

3
0
6
,7

4
4

管
路
更
新
費

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
6
0
,1

2
7

1
6
5
,2

6
8

1
7
0
,6

4
6

1
7
5
,9

2
6

1
8
4
,8

5
5

1
8
9
,9

9
6

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

1
3
8
,3

6
8

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

4
,4

0
5

4
,9

1
5

5
,6

3
5

6
,1

4
5

1
0
,1

5
2

1
0
,6

6
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
6
0
,5

5
9

1
6
8
,4

6
3

1
7
6
,5

7
7

1
8
4
,4

8
1

1
9
5
,8

8
2

2
0
3
,7

8
6

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
2
0
,2

1
0

1
3
5
,5

0
0

1
5
0
,7

9
0

1
6
6
,0

8
0

1
8
1
,3

7
0

1
9
6
,6

6
0

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
1
4
,0

9
0

1
2
3
,2

6
0

1
3
2
,4

3
0

1
4
1
,6

0
0

1
5
0
,7

7
0

1
5
9
,9

4
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

（
実
施
不
可
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

中
山
間
部

積
雪
・
寒
冷
地

地
下
水

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）

2
0
人

（
1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

付録付属資料8-8



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
4
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

7
0
5
,6

0
9

7
1
1
,0

5
0

7
1
6
,7

2
8

7
2
2
,3

0
8

7
3
4
,0

5
7

7
3
9
,4

9
8

管
路
更
新
費

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

3
9
2
,1

1
9

3
9
7
,5

6
0

4
0
3
,2

3
8

4
0
8
,8

1
8

4
2
0
,5

6
7

4
2
6
,0

0
8

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

3
6
7
,5

4
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

7
,2

2
5

8
,0

3
5

9
,0

5
5

9
,8

6
5

1
6
,6

9
2

1
7
,5

0
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

4
0
3
,5

0
1

4
2
2
,6

5
5

4
4
2
,0

1
9

4
6
1
,1

7
3

4
8
6
,3

4
4

5
0
5
,4

9
8

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
0
0
,5

2
5

3
3
8
,7

5
0

3
7
6
,9

7
5

4
1
5
,2

0
0

4
5
3
,4

2
5

4
9
1
,6

5
0

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
8
5
,2

2
5

3
0
8
,1

5
0

3
3
1
,0

7
5

3
5
4
,0

0
0

3
7
6
,9

2
5

3
9
9
,8

5
0

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

（
実
施
不
可
）

5
0
人

（
2
5
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）

中
山
間
部

積
雪
・
寒
冷
地

地
下
水

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

付録付属資料8-9



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
5
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

7
6
,6

8
1

8
3
,1

4
7

8
9
,4

6
7

9
6
,0

7
2

1
0
5
,9

4
3

1
1
2
,2

5
3

管
路
更
新
費

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

3
9
,1

9
2

4
5
,6

5
8

5
1
,9

7
8

5
8
,5

8
3

6
8
,4

5
4

7
4
,7

6
4

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

浄
水
装
置

5
,9

4
0

7
,7

7
5

9
,4

3
7

1
1
,2

7
2

1
6
,2

2
1

1
7
,9

0
0

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

3
9
,6

2
4

4
8
,8

5
3

5
7
,9

0
9

6
7
,1

3
8

7
9
,4

8
1

8
8
,5

5
4

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
4
,2

9
0

2
7
,5

8
0

4
0
,8

7
0

5
4
,1

6
0

6
7
,4

5
0

8
0
,7

4
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

8
,1

7
0

1
5
,3

4
0

2
2
,5

1
0

2
9
,6

8
0

3
6
,8

5
0

4
4
,0

2
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

1
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

3
1
,6

8
0

4
4
,6

0
0

4
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

1
6
,7

1
0

3
3
,4

2
0

5
0
,1

3
0

6
6
,8

4
0

8
3
,5

5
0

1
0
0
,2

6
0

受
水
設
備

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

浄
水
受
水
費

1
,0

8
4

2
,1

6
8

3
,2

5
3

4
,3

3
7

5
,4

2
1

6
,5

0
5

総
額
（
累
計
）

5
5
,7

1
4

7
6
,4

2
8

1
0
7
,1

4
3

1
5
2
,8

5
7

1
8
3
,5

7
1

2
0
4
,2

8
5

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

表
流
水

温
暖
地

中
山
間
部

2
0
人

(1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

付録付属資料8-10



地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
5
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
8
6
,6

6
3

1
9
3
,5

0
1

2
0
0
,8

0
4

2
0
7
,7

8
1

2
2
1
,1

5
5

2
2
7
,8

3
7

管
路
更
新
費

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

8
6
,2

4
0

9
3
,0

7
8

1
0
0
,3

8
1

1
0
7
,3

5
8

1
2
0
,7

3
2

1
2
7
,4

1
4

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

浄
水
装
置

9
,4

3
3

1
1
,6

3
0

1
4
,2

6
5

1
6
,4

6
2

2
4
,9

0
4

2
6
,9

4
5

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

9
7
,6

1
2

1
1
8
,1

5
3

1
3
9
,1

3
2

1
5
9
,6

7
3

1
8
6
,4

5
9

2
0
6
,8

4
4

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
5
,7

2
5

6
8
,9

5
0

1
0
2
,1

7
5

1
3
5
,4

0
0

1
6
8
,6

2
5

2
0
1
,8

5
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
0
,4

2
5

3
8
,3

5
0

5
6
,2

7
5

7
4
,2

0
0

9
2
,1

2
5

1
1
0
,0

5
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

2
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

4
1
,6

8
0

5
4
,6

0
0

5
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

3
7
,5

9
6

7
5
,1

9
2

1
1
2
,7

8
8

1
5
0
,3

8
4

1
8
7
,9

8
0

2
2
5
,5

7
6

受
水
設
備

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

浄
水
受
水
費

2
,7

1
0

5
,4

2
1

8
,1

3
1

1
0
,8

4
2

1
3
,5

5
2

1
6
,2

6
3

総
額
（
累
計
）

1
1
5
,7

2
6

1
6
8
,9

5
3

2
1
2
,1

7
9

3
2
7
,9

0
6

3
8
1
,1

3
2

4
2
4
,3

5
9

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

5
0
人

（
2
5
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

中
山
間
部

温
暖
地

表
流
水

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
6
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

2
6
8
,0

1
8

2
7
4
,4

8
4

2
8
0
,8

0
4

2
8
7
,4

0
9

2
9
7
,2

8
0

3
0
3
,5

9
0

管
路
更
新
費

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

浄
水
装
置

6
,7

6
5

9
,1

3
4

1
1
,3

5
7

1
3
,7

2
6

1
9
,5

0
0

2
1
,7

1
3

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
1
8
,0

6
2

1
2
4
,5

2
8

1
3
0
,8

4
8

1
3
7
,4

5
3

1
4
7
,3

2
4

1
5
3
,6

3
4

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

浄
水
装
置

5
,9

4
0

7
,7

7
5

9
,4

3
7

1
1
,2

7
2

1
6
,2

2
1

1
7
,9

0
0

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
1
8
,4

9
4

1
2
7
,7

2
3

1
3
6
,7

7
9

1
4
6
,0

0
8

1
5
8
,3

5
1

1
6
7
,4

2
4

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
4
,2

9
0

2
7
,5

8
0

4
0
,8

7
0

5
4
,1

6
0

6
7
,4

5
0

8
0
,7

4
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

8
,1

7
0

1
5
,3

4
0

2
2
,5

1
0

2
9
,6

8
0

3
6
,8

5
0

4
4
,0

2
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

1
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

3
1
,6

8
0

4
4
,6

0
0

4
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

1
6
,7

1
0

3
3
,4

2
0

5
0
,1

3
0

6
6
,8

4
0

8
3
,5

5
0

1
0
0
,2

6
0

受
水
設
備

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

浄
水
受
水
費

1
,0

8
4

2
,1

6
8

3
,2

5
3

4
,3

3
7

5
,4

2
1

6
,5

0
5

総
額
（
累
計
）

5
5
,7

1
4

7
6
,4

2
8

1
0
7
,1

4
3

1
5
2
,8

5
7

1
8
3
,5

7
1

2
0
4
,2

8
5

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）

2
0
人

(1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

中
山
間
部

温
暖
地

表
流
水

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
6
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

6
9
7
,4

3
5

7
0
4
,2

7
3

7
1
1
,5

7
6

7
1
8
,5

5
3

7
3
1
,9

2
7

7
3
8
,6

0
9

管
路
更
新
費

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

浄
水
装
置

1
0
,2

6
8

1
3
,0

0
9

1
6
,2

1
5

1
8
,9

5
6

2
8
,2

3
3

3
0
,8

1
8

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

2
9
5
,7

4
5

3
0
2
,5

8
3

3
0
9
,8

8
6

3
1
6
,8

6
3

3
3
0
,2

3
7

3
3
6
,9

1
9

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

浄
水
装
置

9
,4

3
3

1
1
,6

3
0

1
4
,2

6
5

1
6
,4

6
2

2
4
,9

0
4

2
6
,9

4
5

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

3
0
7
,1

1
7

3
2
7
,6

5
8

3
4
8
,6

3
7

3
6
9
,1

7
8

3
9
5
,9

6
4

4
1
6
,3

4
9

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
5
,7

2
5

6
8
,9

5
0

1
0
2
,1

7
5

1
3
5
,4

0
0

1
6
8
,6

2
5

2
0
1
,8

5
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
0
,4

2
5

3
8
,3

5
0

5
6
,2

7
5

7
4
,2

0
0

9
2
,1

2
5

1
1
0
,0

5
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

2
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

4
1
,6

8
0

5
4
,6

0
0

5
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

3
7
,5

9
6

7
5
,1

9
2

1
1
2
,7

8
8

1
5
0
,3

8
4

1
8
7
,9

8
0

2
2
5
,5

7
6

受
水
設
備

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

浄
水
受
水
費

2
,7

1
0

5
,4

2
1

8
,1

3
1

1
0
,8

4
2

1
3
,5

5
2

1
6
,2

6
3

総
額
（
累
計
）

1
1
5
,7

2
6

1
6
8
,9

5
3

2
1
2
,1

7
9

3
2
7
,9

0
6

3
8
1
,1

3
2

4
2
4
,3

5
9

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

5
0
人

（
2
5
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

中
山
間
部

温
暖
地

表
流
水

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
7
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

6
3
,7

7
9

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

8
5
,5

3
8

9
0
,6

7
9

9
6
,0

5
7

1
0
1
,3

3
7

1
1
0
,2

6
6

1
1
5
,4

0
7

管
路
更
新
費

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

4
8
,0

4
9

5
3
,1

9
0

5
8
,5

6
8

6
3
,8

4
8

7
2
,7

7
7

7
7
,9

1
8

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

2
6
,2

9
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

4
,4

0
5

4
,9

1
5

5
,6

3
5

6
,1

4
5

1
0
,1

5
2

1
0
,6

6
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

4
8
,4

8
1

5
6
,3

8
5

6
4
,4

9
9

7
2
,4

0
3

8
3
,8

0
4

9
1
,7

0
8

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
2
0
,2

1
0

1
3
5
,5

0
0

1
5
0
,7

9
0

1
6
6
,0

8
0

1
8
1
,3

7
0

1
9
6
,6

6
0

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
1
4
,0

9
0

1
2
3
,2

6
0

1
3
2
,4

3
0

1
4
1
,6

0
0

1
5
0
,7

7
0

1
5
9
,9

4
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

1
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

3
1
,6

8
0

4
4
,6

0
0

4
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

1
6
,7

1
0

3
3
,4

2
0

5
0
,1

3
0

6
6
,8

4
0

8
3
,5

5
0

1
0
0
,2

6
0

受
水
設
備

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

浄
水
受
水
費

1
,0

8
4

2
,1

6
8

3
,2

5
3

4
,3

3
7

5
,4

2
1

6
,5

0
5

総
額
（
累
計
）

5
5
,7

1
4

7
6
,4

2
8

1
0
7
,1

4
3

1
5
2
,8

5
7

1
8
3
,5

7
1

2
0
4
,2

8
5

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

費
用
項
目

給
水
期
間

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

社
会
条
件

給
水
方
法

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

2
0
人

（
1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

中
山
間
部

温
暖
地

地
下
水

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
7
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

1
7
0
,2

5
8

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
9
4
,8

3
7

2
0
0
,2

7
8

2
0
5
,9

5
6

2
1
1
,5

3
6

2
2
3
,2

8
5

2
2
8
,7

2
6

管
路
更
新
費

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

9
4
,4

1
4

9
9
,8

5
5

1
0
5
,5

3
3

1
1
1
,1

1
3

1
2
2
,8

6
2

1
2
8
,3

0
3

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

管
路
更
新
費

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

6
9
,8

3
5

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

7
,2

2
5

8
,0

3
5

9
,0

5
5

9
,8

6
5

1
6
,6

9
2

1
7
,5

0
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
0
5
,7

9
6

1
2
4
,9

5
0

1
4
4
,3

1
4

1
6
3
,4

6
8

1
8
8
,6

3
9

2
0
7
,7

9
3

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
0
0
,5

2
5

3
3
8
,7

5
0

3
7
6
,9

7
5

4
1
5
,2

0
0

4
5
3
,4

2
5

4
9
1
,6

5
0

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
8
5
,2

2
5

3
0
8
,1

5
0

3
3
1
,0

7
5

3
5
4
,0

0
0

3
7
6
,9

2
5

3
9
9
,8

5
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

2
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

4
1
,6

8
0

5
4
,6

0
0

5
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

3
7
,5

9
6

7
5
,1

9
2

1
1
2
,7

8
8

1
5
0
,3

8
4

1
8
7
,9

8
0

2
2
5
,5

7
6

受
水
設
備

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

浄
水
受
水
費

2
,7

1
0

5
,4

2
1

8
,1

3
1

1
0
,8

4
2

1
3
,5

5
2

1
6
,2

6
3

総
額
（
累
計
）

1
1
5
,7

2
6

1
6
8
,9

5
3

2
1
2
,1

7
9

3
2
7
,9

0
6

3
8
1
,1

3
2

4
2
4
,3

5
9

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

中
山
間
部

温
暖
地

地
下
水

密
集
度
大

（
5
0
 m

/人
）

5
0
人

（
2
5
世
帯
）
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
8
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

2
5
5
,1

1
6

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

2
7
6
,8

7
5

2
8
2
,0

1
6

2
8
7
,3

9
4

2
9
2
,6

7
4

3
0
1
,6

0
3

3
0
6
,7

4
4

管
路
更
新
費

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

5
,2

3
0

6
,2

7
4

7
,5

5
5

8
,5

9
9

1
3
,4

3
1

1
4
,4

7
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

1
2
6
,9

1
9

1
3
2
,0

6
0

1
3
7
,4

3
8

1
4
2
,7

1
8

1
5
1
,6

4
7

1
5
6
,7

8
8

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

管
路
更
新
費

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

1
0
5
,1

6
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

4
,4

0
5

4
,9

1
5

5
,6

3
5

6
,1

4
5

1
0
,1

5
2

1
0
,6

6
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

1
2
7
,3

5
1

1
3
5
,2

5
5

1
4
3
,3

6
9

1
5
1
,2

7
3

1
6
2
,6

7
4

1
7
0
,5

7
8

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

宅
配
給
水

7
,3

0
0

1
4
,6

0
0

2
1
,9

0
0

2
9
,2

0
0

3
6
,5

0
0

4
3
,8

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
2
0
,2

1
0

1
3
5
,5

0
0

1
5
0
,7

9
0

1
6
6
,0

8
0

1
8
1
,3

7
0

1
9
6
,6

6
0

井
戸
掘
削
費

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

1
0
3
,9

2
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

2
1
0

4
2
0

6
3
0

8
4
0

1
,0

5
0

1
,2

6
0

各
戸
型
浄
水
装
置

5
,8

4
0

1
0
,6

8
0

1
5
,5

2
0

2
0
,3

6
0

2
5
,2

0
0

3
0
,0

4
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

9
8
0

1
,9

6
0

2
,9

4
0

3
,9

2
0

4
,9

0
0

5
,8

8
0

薬
品
費

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

水
質
検
査
費

9
4
0

1
,8

8
0

2
,8

2
0

3
,7

6
0

4
,7

0
0

5
,6

4
0

総
額
（
累
計
）

1
1
4
,0

9
0

1
2
3
,2

6
0

1
3
2
,4

3
0

1
4
1
,6

0
0

1
5
0
,7

7
0

1
5
9
,9

4
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

1
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

3
1
,6

8
0

4
4
,6

0
0

4
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

1
6
,7

1
0

3
3
,4

2
0

5
0
,1

3
0

6
6
,8

4
0

8
3
,5

5
0

1
0
0
,2

6
0

受
水
設
備

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

2
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

浄
水
受
水
費

1
,0

8
4

2
,1

6
8

3
,2

5
3

4
,3

3
7

5
,4

2
1

6
,5

0
5

総
額
（
累
計
）

5
5
,7

1
4

7
6
,4

2
8

1
0
7
,1

4
3

1
5
2
,8

5
7

1
8
3
,5

7
1

2
0
4
,2

8
5

2
0
人

（
1
0
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

中
山
間
部

温
暖
地

地
下
水

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件
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地
域
類
型
区
分
（
ケ
ー
ス
8
）
に
お
け
る
総
額
コ
ス
ト
詳
細

集
落
特
性

（
単
位
管
延
長
）

集
落
規
模

（
給
水
人
口
）

1
0
年
後

2
0
年
後

3
0
年
後

4
0
年
後

5
0
年
後

6
0
年
後

管
路
更
新
費

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

6
8
1
,0

3
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9

7
1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
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3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

7
0
5
,6

0
9

7
1
1
,0

5
0

7
1
6
,7

2
8

7
2
2
,3

0
8

7
3
4
,0

5
7

7
3
9
,4
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8

管
路
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新
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2
7
9
,3

4
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2
7
9
,3
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0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3
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2

浄
水
装
置

8
,0

5
0

9
,3

9
4

1
0
,9

7
5

1
2
,3

1
9

1
9
,9
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1

2
1
,3

1
5

水
質
検
査
費

6
,1

3
7

1
0
,2

3
4

1
4
,3

3
1

1
8
,5

6
7

2
2
,6

6
4

2
6
,7

6
1

総
額
（
累
計
）

3
0
3
,9

1
9

3
0
9
,3

6
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3
1
5
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3
8

3
2
0
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1
8

3
3
2
,3

6
7

3
3
7
,8

0
8

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
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5
0

7
3
,0

0
0

9
1
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0

1
0
9
,5
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0

管
路
更
新
費

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

2
7
9
,3

4
0

井
戸
掘
削
費

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

1
0
,3

9
2

浄
水
装
置

7
,2

2
5

8
,0

3
5

9
,0

5
5

9
,8

6
5

1
6
,6

9
2

1
7
,5

0
2

水
質
検
査
費

9
4

1
8
8

2
8
2

3
7
6

4
7
0

5
6
4

総
額
（
累
計
）

3
1
5
,3

0
1

3
3
4
,4

5
5

3
5
3
,8

1
9

3
7
2
,9

7
3

3
9
8
,1

4
4

4
1
7
,2

9
8

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

宅
配
給
水

1
8
,2

5
0

3
6
,5

0
0

5
4
,7

5
0

7
3
,0

0
0

9
1
,2

5
0

1
0
9
,5

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

3
0
0
,5

2
5

3
3
8
,7

5
0

3
7
6
,9

7
5

4
1
5
,2

0
0

4
5
3
,4

2
5

4
9
1
,6

5
0

井
戸
掘
削
費

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

2
5
9
,8

0
0

取
水
ポ
ン
プ
設
備

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

給
水
装
置
整
備
費

5
2
5

1
,0

5
0

1
,5

7
5

2
,1

0
0

2
,6

2
5

3
,1

5
0

各
戸
型
浄
水
装
置

1
4
,6

0
0

2
6
,7

0
0

3
8
,8

0
0

5
0
,9

0
0

6
3
,0

0
0

7
5
,1

0
0

塩
素
注
入
ポ
ン
プ

2
,4

5
0

4
,9

0
0

7
,3

5
0

9
,8

0
0

1
2
,2

5
0

1
4
,7

0
0

薬
品
費

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

水
質
検
査
費

2
,3

5
0

4
,7

0
0

7
,0

5
0

9
,4

0
0

1
1
,7

5
0

1
4
,1

0
0

総
額
（
累
計
）

2
8
5
,2

2
5

3
0
8
,1

5
0

3
3
1
,0

7
5

3
5
4
,0

0
0

3
7
6
,9

2
5

3
9
9
,8

5
0

運
搬
給
水

1
2
,9

2
0

2
5
,8

4
0

2
8
,7

6
0

4
1
,6

8
0

5
4
,6

0
0

5
7
,5

2
0

運
転
手
給
与

3
7
,5

9
6

7
5
,1

9
2

1
1
2
,7

8
8

1
5
0
,3

8
4

1
8
7
,9

8
0

2
2
5
,5

7
6

受
水
設
備

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

6
2
,5

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

1
2
5
,0

0
0

浄
水
受
水
費

2
,7

1
0

5
,4

2
1

8
,1

3
1

1
0
,8

4
2

1
3
,5

5
2

1
6
,2

6
3

総
額
（
累
計
）

1
1
5
,7

2
6

1
6
8
,9

5
3

2
1
2
,1

7
9

3
2
7
,9

0
6

3
8
1
,1

3
2

4
2
4
,3

5
9

給
水
方
法

5
：
近
傍
水
源

+
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
あ
り
）

給
水
方
法

6
：
給
水
車
に
よ
る
水
道
水
の
運
搬
給
水

5
0
人

（
約

2
5
世
帯
）

給
水
方
法

1
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
通
常
配
管

（
標

準
埋

設
）

給
水
方
法

2
：
浄
水
施
設
（
消
毒
あ
り
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

3
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
浄
水
施
設
（
消
毒
な
し
）
＋
廉
価
配
管

（
浅

層
埋

設
）

給
水
方
法

4
：
①
ボ
ト
ル
水
宅
配
＋
②
近
傍
水
源
＋
各
戸
型
浄
水
装
置
（
消
毒
な
し
）

地
形
条
件

自
然
条
件

利
用
可
能
な
水
源

社
会
条
件

給
水
方
法

費
用
項
目

給
水
期
間

中
山
間
部

温
暖
地

地
下
水

密
集
度
小

（
2
0
0
 m

/人
）
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 1 

参考資料 実使用年数に基づく更新基準の設定例 

本資料は、水道事業者等における更新実績を踏まえた実使用年数に基づく更新基準の設

定例を紹介しています。あくまでも設定例ですので目安と考え、水道事業者等の実情（施設の

重要度、劣化状況、維持管理状況、管路の布設環境等）を踏まえた設定を心がけてください。 

○ 簡易支援ツールの機能 

簡易支援ツールのステップ２では、工種（建築、土木、電気、機械、管路）ごとの更新基準を

法定耐用年数をもとに初期設定しており、個々の施設の状況を取り入れた更新基準とはなって

いません。なお、簡易支援ツールには、実使用年数を考慮するため、一律に法定耐用年数の

設定値の□倍として更新基準を設定する機能は有しています。 

表-1  簡易支援ツールにおける工種別の更新基準の初期設定値（法定耐用年数） 

工種 更新基準の初期設定値 

（法定耐用年数） 

建築 50年 

土木 60年、45年* 

電気 15年 ** 

機械 15年 

計装 － ** 

管路 40年 

* SUS配水池に適用 

**電気は、計装設備を含む設定 

また、ステップ 3において、水道事業者等の実情に応じた更新基準に変更することで、アセッ

トマネジメントの精度を上げることができます。この場合、様式 2-1 で、ピックアップした構造物･

設備の更新基準の変更を直接入力します。 

○ 建築 

平成21年度に厚生労働省が実施した「水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）の

取組状況調査」（以降、取組状況調査と呼ぶ）において、タイプ４またはタイプ 3 のアセットマネ

ジメントを実施している水道事業者等では、65 年～75 年での更新を設定していることから、例

えば、実使用年数を 70年と設定することが一案として考えられます。 

 

○ 土木 

取組状況調査において、タイプ４またはタイプ 3のアセットマネジメントを実施している水道事

業者等では、65年～90年での更新を設定しています。また、土木構造物の更新実績について

は、関西水道事業研究会における調査事例 1） があり、平均使用年数は 73年です。 

土木構造物については、例えば、実使用年数を 73年と設定することが一案として考えられま

す。 

1） 長期的視点から見た設備投資と経営のあり方～設備更新時代を迎えて～、平成 14年 3月、関西水道事



 2 

業研究会（京都府企業局、大阪府水道部、兵庫県企業庁、奈良県水道局、京都市水道局、大阪市水道

局、神戸市水道局） 

 

○ 設備類（電気、機械、計装） 

取組状況調査において、タイプ４またはタイプ 3のアセットマネジメントを実施している水道事

業者等では更新基準を表-2の設定が行われています。 

また、設備類は更新サイクルが短いため、更新実績のデータが蓄積されています。設備類の

更新実績については、（公社）日本水道協会 2）、（公財）水道技術研究センター3）、関西水道事

業研究会 1）における調査事例があり、平均使用年数は表-3のとおりです。 

設備類については、平均使用年数から、例えば、電気 25年、機械 24年、計装 21年と設定

することが一案として考えられます。 

2） 水道維持管理指針 2006 アンケートⅥ（機械電気設備・計装設備）、平成 18月、日本水道協会 

3） 持続可能な水道サービスのための浄水技術に関する研究（Aqua10共同研究）成果報告書、浄水施設更

新シミュレータ』解説書、平成 24年 2月、水道技術研究センター 

表-2 水道事業者等での更新基準例（取組状況調査） 

工種 更新基準の設定値 

受変電・配電設備 20～40年で設定 

直流電源設備 6～20年で設定 電気 

非常用電源設備 15～40年で設定 

ポンプ 
20～30年で設定 

*オーバーホールする場合は別途設定（例えば 50年） 

滅菌設備 15～25年で設定 

薬注設備 法定耐用年数または 15～30年で設定 

沈殿・ろ過池機械設備 20～30年で設定 

機械 

排水処理設備 20～40年で設定 

流量計、水位計、水質計器 10～25年で設定 
計装 

監視制御設備、伝送装置 15～23年（監視テレビ装置を除く）で設定 

表-3 平均使用年数の実績例 

工種 日本水道協会* 水道技術研究センター** 関西水道事業研究会 平均 

電気 22.6年 26.2年 24.5年 

機械 21.3年 25.5年 
24.8年 

23.9年 

計装 18.4年 22.6年 20.4年 20.5年 

*  主要設備の更新年数の平均値を算出 

** 更新率が 50％となる値（中央値）を算出 

 

○ 管路 

取組状況調査において、タイプ４またはタイプ 3のアセットマネジメントを実施している水道事

業者等では、40年～80年での更新を設定しています。管種別では普通鋳鉄管では 40年～50

年、鋼管では 40 年～70 年、ダクタイル鋳鉄管で防食対策としてポリエチレンスリーブが施され

ていない一般的な土壌では 40年～80年、耐震継手や防食対策を有するものでは 60年～100
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年程度の設定が行われています。 

管路の更新実績については、関西水道事業研究会における調査事例 1）4）があり、平均使用

年数は 59.3 年でした。なお、管種別では普通鋳鉄管の平均使用年数は 50 年、鋼管は 40 年

でした。 

なお、（公財）水道技術研究センターでは、管路事故の実績を分析し、管路の機能劣化予測

式（経過年数による事故率の推定、図-1 参照）5）を作成しています。管路の実使用年数につい

ては、先進事業体の更新基準と機能劣化予測式による事故率及び耐震性能を考慮して、例え

ば、管種（様式 2-2の水道統計の管種区分）ごとに表-4のように設定することが一案として考え

られます。 

4） 長期的視点から見た設備投資と経営のあり方～設備更新時代を迎えて～中間報告書（案）、平成 12 年

3月、関西水道事業研究会 

5） 持続可能な水道サービスのための管路技術に関する研究（e-Pipe ）報告書、平成 23年、水道技術研究

センター 
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図-1 管路の機能劣化予測式の一例 
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表-4 管路の更新基準（実使用年数）の設定例 

実使用年数の設定値例 耐震性能 * 
更新基準の初期設定値 

（法定耐用年数） 水道統計の管種区分 

  

 

事故率、耐震性能

を考慮した更新基

準としての一案** 

レベル 

1 

レベル 

2 

鋳鉄管 （ダクタイル鋳鉄管は含まない） 40年～50年 50年 × × 

ダクタイル鋳鉄管 耐震型継手を有する 80年 ○ ○ 

ダクタイル鋳鉄管 Ｋ形継手等を有するもののう

ち良い地盤に布設されている 
70年 ○ 注 1） 

ダクタイル鋳鉄管(上記以外・不明なものを含む)  

60年～ 

80年 

60年 ○ × 

鋼管 （溶接継手を有する） 70年 ○ ○ 

鋼管 （上記以外・不明なものを含む） 

40年～ 

70年 40年 － － 

石綿セメント管 (m) 40年 40年 × × 

硬質塩化ビニル管 （ＲＲロング継手等を有する） 60年 ○ 注 2） 

硬質塩化ビニル管 （ＲＲ継手等を有する） 50年 ○ × 

硬質塩化ビニル管(上記以外・不明なものを含む) 

40年～ 

60年 
40年 × × 

コンクリート管 40年 40年 － － 

鉛管  40年 40年 － － 

ポリエチレン管 （高密度、熱融着継手を有する） 60年 ○ 注 3） 

ポリエチレン管 （上記以外・不明なものを含む） 

40年～ 

60年 40年 ○ × 

ステンレス管 耐震型継手を有する 60年 ○ ○ 

ステンレス管 (上記以外・不明なものを含む） 

40年～ 

60年 40年 － － 

その他 （管種が不明のものを含む） 

40年 

40年 40年 － － 

* 平成１８年度管路の耐震化に関する検討会報告書、平成 19年 3月 

注 1）～注 3）は、検討会報告書を参照 

** 事故率及び耐震性能を考慮した設定の例ですので、管路の布設環境（地質、土壌の腐食性、ポリエチレンス

リーブの有無等）、管種別の布設時期、漏水事故実績等、事業体の実情を踏まえた設定を心がけてください。 

 


